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クイックスタート
すぐに Corel VideoStudio を始めたい人のために、このチュートリ
アルでは主なタスクについて説明します。このチュートリアルで
は以下について学習します。
• ビデオクリップをライブラリーに取り込む
• クリップと写真の追加
• ビデオクリップのレビューとトリム
• タイトルの追加
• トランジションの適用
• ミュージックの追加

• 保存して共有する

同じ基本手順を、写真、ビデオクリップ、ミュージックを含んで
いるフォトムービーやマルチメディアプレゼンテーションを作成
するのに適用できます。

クイックムービーの場合は、おまかせモードをお試しください。
詳しくは、245 ページの「おまかせモード」参照を参照してくだ
さい。

ムービープロジェクトについて、詳しくは、57 ページの「プロ
ジェクトの基礎」参照を参照してください。
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ビデオクリップをライブラリーに取り込む
最も一般的な環境ではじめましょう撮影が終了し、ビデオクリップ
と写真がカメラからコンピューターに転送されているものとします。
Corel VideoStudio を開くと、編集ワークスペースやライブラリに直
接移動できます。

ライブラリは、ビデオクリップ、写真、ミュージックなどすべて
のメディアのソースです。さらに、プロジェクトで使用できるテ
ンプレート、トランジション、効果、その他メディアアセットが
収納されています。

1 アプリケーションウィンドウの上部にある ［編集］ タブ

をクリックして、編集ワークスペースを開きます。
ライブラリパネルがアプリケーションの右上に表示されます。

2 すべてのビデオをまとめて維持するためにプロジェクト用の
フォルダーを作成するには、［新規フォルダーを追加］ ボタン

をクリックします。
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3 フォルダーの名前を入力します。

4 ライブラリの上部にある ［メディアファイルを取り込み］ ボタン

をクリックし、使用するビデオクリップと写真を選択して
［開く］ をクリックします。

ライブラリ上部のボタンは、有効 /無効にしてサムネイルをビデオ、
写真、ミュージック別に並べ替えることができます。予定したメ
ディアが見つからない場合は、メディアボタンの状態を確認して
ください。

クリップと写真の追加
ビデオプロジェクトにクリップや写真を追加するには、使用する
ビデオクリップや写真のサムネイルをライブラリからタイムライン
にドラッグするだけです。

インスタントプロジェクトテンプレートを使用すれば洗練された
結果を簡単に得ることができます。詳しくは、59 ページの「イン
スタントプロジェクトテンプレートの使用」参照を参照してくだ
さい。
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ビデオクリップのレビューとトリム
素晴らしいビデオを作成するキーは簡潔単純にして見る人の関心
を維持させることです。ビデオクリップをレビューしてトリムし
ましょう。

1 編集ワークスペースで、タイムラインにあるビデオクリップを
クリックします。

2 ステップパネルのナビゲーションエリアで ［クリップ］ を
クリックし、［再生］ ボタンを押します。
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3 クリップの確認後、オレンジのトリムマーカーを元の開始点か
ら新しい開始点にドラッグします。スクラバは選択したフレーム
に移動し、このフレームがプレビューウィンドウに表示され
ます。

1. ト リムマーカー ( 各端に 1 つずつ )2. スクラバ 

4 2 つ目のトリムマーカーを元の終了点から新しい終了点に
ドラッグします。

5 ［再生］ をクリックします。
注記：ライブラリのファイルに適用された変更はオリジナルの
ファイルには影響しません。

クリップの終点ハンドルをドラッグして、タイムライン上のビデ
オクリップをトリムすることもできます。

真ん中の部分を編集する場合は ?ビデオの複数カットをお試しく
ださい。詳しくは、115 ページの「1つのビデオファイルを複数の
クリップにトリムするには」参照を参照してください。

2
1
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タイトルの追加
ここでタイトルを追加しましょう。

1 ジョグ スライダーを必要な位置までドラッグします。

2 ライブラリサムネイルの左側の ［タイトル］ ボタン をク
リックします。

3 プレビューウィンドウに直接入力することもできますが、タイ
ムラインのタイトルトラックにライブラリから任意のタイトル
サムネイルをドラッグすると、より簡単にプロ品質のタイトル
を作成することができます。

4 タイトルトラックの任意の場所にタイトルをドラッグし、
クリップの終点ハンドルをドラッグしてタイトルの長さを
調整できます。

5 タイトルテキストを編集するには、タイムライン内のタイトル
クリップをダブルクリックし、プレビューウィンドウでテキス
トを選択して新しいテキストを入力します。プレビューウィン
ドウの端の方（タイトルセーフエリア）に表示するボックス内
のテキストを維持します。
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6 タイトルのオプションパネルがライブラリ内のサムネイルの下
に表示されます。いずれかのコントロールを使用してタイトル
テキストを書式化します。例えば、テキストの整列、フォント、
サイズ、色の変更。

トランジションの適用
クリップ間または写真間にトランジションを追加できます。トラ
ンジションはフェードインまたはフェードアウトに使用して写真
間の移動を滑らかにすることができます。さまざまなトランジ
ションオプションから選択できます。

1 ライブラリで、［トランジション］ ボタン をクリックします。

2 ライブラリ上部の［ギャラリー］ ドロップリストをクリックし、
［すべて］ を選択して利用できるオプションを確認します。
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3 必要なトランジションのサムネイルをタイムラインにドラッグ
して、クリップまたは写真の間に配置します。

トラック内のすべてのクリップと写真間に同じトランジションを
適用する場合は、ライブラリでトランジションのサムネイルを右
クリックし、［ビデオトラックに現在の効果を適用］ を選択します。
既存のトランジションの交換についての警告メッセージが表示さ
れます。

ミュージックの追加
コンピューターから音楽を追加するには、ミュージックファイル
をライブラリからミュージックトラックへドラッグします。また、
オートミュージックを使用して、プロジェクトにロイヤルティフ
リーのミュージックを選択することもできます。
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1 ［タイムライン］ ツールバーで、［オートミュージック］ ボタン 

 をクリックします。

2 ライブラリサムネイルの下に表示されるオートミュージック
エリアで、ドロップリスト内のさまざまな選択肢から［選択し
たミュージックを再生］ をクリックして視聴できます。

3 選択した楽曲をタイムラインに追加するには、［タイムライン
に追加］ をクリックします。

4 ミュージックがミュージックトラックに追加されたら、他の
クリップ同様にタイムライン内の新しい位置までドラッグし、
終点ハンドルをドラッグしてトリムすることができます。

5 プロジェクトの終わりにミュージックをフェードアウトするに
は、［オートミュージック］ エリアの ［フェードアウト］ ボタン

をクリックします。

サウンドを含んでいるオーディオクリップやビデオクリップの場
合、クリップのボリュームをコントロールできます。オーディオ
の調整について、詳しくは 215 ページの「オーディオ」参照を参
照してください。

保存して共有する
プロジェクトが完了したら、保存してさまざまな方法で共有でき
ます。このチュートリアルでは、直接Webにアップロードします。

共有する前に、プロジェクトのバーションを必ずネイティブの 
*.vsp 形式で保存してください。後でプロジェクトを編集するか、
別の形式で出力する場合に最適です。 
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1 ［共有］ タブ をクリックして共有ワークスペース
を表示します。

2 ［ファイル］>［保存］の順にクリックして、［保存先］ ボック
スから場所を選択し、［ファイル名］ ボックスに名前を入力し
ます。

3 Web でビデオを共有するには、［Web］ ボタン をクリック
して　YouTube、Facebook、Flickr、Vimeo のいずれかを選択
し、［ログイン］ からアカウントにサインインするか、アカウント
を作成します。サインインして Corel VideoStudio とのリンク
を認証したら、ビデオアップロードに必要な設定を選択して 
［開始］ をクリックします。
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はじめに
Corel® VideoStudio® をご購入いただきありがとうございます。本
製品は、スキルのレベルに関係なく魅力的なビデオプロジェクト
を作成できるビデオ編集ソフトウェアです。Corel VideoStudio に
は、ビデオ、スライドショー、そしてマルチメディアプロジェク
トを取り込み、編集、共有するためのあらゆるツールが揃ってい
ます。

バージョンによっては、ご使用いただけない機能もありま
す。詳細は、http://videostudiopro.com/compare でご確認く
ださい。

このセクションでは、以下のトピックについて説明します。
• Corel VideoStudio X10 の新機能
• システム要件
• ハードウェア アクセラレーション
• ビデオ編集の準備
• アプリケーションのインストールとアンインストール
• アプリケーションの起動と終了
• アプリケーションの更新
• Corel サポートサービス
• Corel について
はじめに 11
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Corel VideoStudio X10 の新機能
クリエイティブな新機能が追加され、さらに既存の機能も向上した 
Corel VideoStudio を使うと、傑作ビデオをよりスピーディーに作
成することができます。主な機能は以下の通りです。

新機能！マスククリエーター（Ultimate のみ）

新機能マスククリエーターでビデオの主要エレメントをフォーカス。
ブラシや形状ツールで領域を定義するだけで、VideoStudio Ultimate 
X10 のスマートエンジンがオブジェクトの動きを検知します。
マスクを微調整して完璧に仕上げたら、タイムラインに追加しま
す。たとえば、ぼかしやグレイスケール効果の追加、カラーの強
調など、オブジェクトや背景にアクセントを加えたり一部を隠し
たりする効果を適用して、おもしろい作品に仕上げましょう。詳
しくは、 125 ページの「マスククリエーターの使い方」参照を参
照してください。

新機能！タイムリマップ

速度を自在に変えてドラマ性を追加。VideoStudio の新しいタイム
リマップ コントロールを使用すれば、スローモーションにしてイ
ンパクトを与えたり、アクションをスピードアップまたはフリー
ズしたりする作業が簡単になります。シーンの逆転、逆再生も可
能です。タイムリマップ コントロールではすべての操作を 1 か所
で行えるので、複数のムービークリップの速度を編集するために
いくつものウィンドウを行ったり来たりする必要はありません。
詳しくは、 101 ページの「タイムリマップ」参照を参照してくだ
さい。
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新機能！トラック透明

タイムラインでトラック透明を使用すると、複数レイヤーのク
リップを一度に表示する際に、トラックの不透明度調整をより正
確に行うことができます。フェードインやフェードアウト、そし
て重ね合わせの効果をカスタマイズすることもできます。詳しく
は、 132 ページの「トラック透明」参照を参照してください。

新機能！ 360° ビデオのサポート

360° ビデオをベストアングルで上映しましょう。VideoStudio に
は、360° ビデオを標準ビデオに変換し、テレビや通常のビデオプ
レイヤーで再生できるコントロールが搭載されています。ビデオ
をタイムラインに追加し、見てほしいアングルを指定。エクス
ポートして通常のムービーとして再生すれば、最高の映像を楽し
んでもらえます。詳しくは、 134 ページの「360 ビデオ」参照を参
照してください。

新効果！究極の限定効果コレクション

2,000 種類以上のフィルター、効果、アニメーションタイトル、
トランジションが使用できる VideoStudio があれば、創造力を自由
に広げることができます。さらに、VideoStudio Ultimate には限定
のボーナスコレクションが含まれており、14 個のプレミアムエ
フェクトパック（うち 3 つはこのリリースで新規追加）を使用で
きます。NewBlue Titler Pro 1 でおもしろい 2D/3D エレメントやビ
ジュアルエフェクトなどをドラッグするだけで簡単に美しいタイ
トルを作成。proDAD Adorage Effects Package Volume 9 — Particle & 
Object Effects の 300 以上の美しい粒子およびオブジェクト効果か
ら、お好みのものを選択して使用。Boris Title Studio で、カスタマ
イズしたべベルや塗りつぶし、スタイル、そして高品質のモー
ショングラフィックスを使用して 2D および 3D タイトルを作成。
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新機能！ 100 種類以上の MyDVD テンプレート 

ビデオが完成したら、素敵なパッケージも作成しましょう。
VideoStudio MyDVD を使用してプロジェクトをディスクに書き込
み、メニューやチャプター、音楽のある高品質のオリジナル DVD 
をすばやく作成できます。テーマ別に 100 種類以上のテンプレート
を備える MyDVD なら、プロジェクトにぴったり合ったスタイル
が必ず見つかります。背景イメージや BGM、タイトルなどをカス
タマイズして、お好みのテンプレートに加工することも可能です。
DVD や AVCHD ディスクに書き込んで、家族や友人と共有しま
しょう。詳しくは、MyDVD のヘルプをご利用ください。

新機能！クリップのグループ化とグループ化の解除

この新しいグループ化機能により、タイムライン編集がより高度
に、効率的になりました。クリップを選択したら、右クリックす
るだけでグループ化またはグループ化の解除ができます。グルー
プ化したクリップは、タイムラインで移動したり、フィルターや
効果をまとめて適用したりできます。詳しくは、 89 ページの「グ
ループ化とグループ化の解除」参照を参照してください。

機能強化！ミュージック ライブラリ

ScoreFitter のミュージックトラックのプロジェクトへの追加が、
これまで以上に簡単になりました。ScoreFitter のトラックがライ
ブラリに統合され、ビデオの雰囲気にぴったりのトラックをすぐ
に選択できます。また、トラックがビデオに合わせて自動的に調
整されます。詳しくは、 220 ページの「オートミュージックの使
用」参照を参照してください。

新機能！パフォーマンスとファイルサポート 

常に最新の形式に対応する VideoStudio は、 nVidia および AMD へ
の HEVC（H.265）エンコードにも対応し、圧縮率の高速化と、よ
り小さく高品質なファイルサイズを提供します。VideoStudio X10 
は、Intel 第 7 世代プロセッサに最適化されています。
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新機能！統合学習ツールとチュートリアル

役に立つ知識のつまったチュートリアルにすばやくアクセスでき
る新しい「ようこそブック」を使用すると、必要な情報をすぐに
入手できます。Corel Discovery Center のビデオには、初心者から上
級ユーザーまで、さまざまなヘルプに応える幅広い種類のチュー
トリアルが用意されています。詳しくは、 36 ページの「ようこそ
ブック」参照を参照してください。また、オンラインのユーザー
ガイドから、Corel ナレッジベースのよくあるご質問（FAQ）もご
利用いただけます。

システム要件
Corel VideoStudio の性能を最大限に活用するためには、推奨要件
を満たすシステムが必要です。フォーマットおよび機能の一部に
は、特定のハードウェアまたはソフトウェアが必要です（記載の
注意事項を参照してください）。
• インストール、登録、アップデートにはインターネット接続が
必要。製品の利用には登録が必要。

• Windows 10、Windows 8、Windows 7、64 ビット OS を強く
推奨

• Intel Core i3 または AMD A4 3.0 GHz 以上
• AVCHD & Intel Quick Sync Video サポートには Intel Core i5 また
は i7 1.06 GHz 以上が必要

• UHD、マルチカメラまたは 360°ビデオには Intel Core i7 また
は AMD Athlon A10 以上

• UHD、マルチカメラまたは 360°ビデオには、4 GB 以上の 
RAM および 8 GB 以上を強く推奨

• ハードウェア デコード アクセラレーションには最小 256 MB 
の VRAM および 512 MB 以上を強く推奨

• HEVC (H.265) サポートには Windows 10 および対応する PC 
ハードウェアまたはグラフィックカードが必要
はじめに 15



• 最低画面解像度：1024 x 768

• Windows 対応サウンド カード
• 最低 8 GB の HDD 空き容量（フルインストール用 )

• インストール用 DVD-ROM ドライブがない場合はデジタルダウ
ンロードが可能

アクセサリ
• DVD および AVCHD ディスク作成用 DVD 書き込みデバイス

入力オプション
• DV、HDV および Digital8 ビデオカメラまたは VCR からキャプ
チャ（FireWire ポートが必要）

• アナログのキャプチャカードと互換性のあるアナログ ビデオ
カメラからキャプチャ

• USB キャプチャデバイス、PC カメラ、Web カメラからキャプ
チャ

• AVCHD やその他ファイルを使用するビデオカメラ、デジタル 
スチルカメラ、モバイル デバイスおよびディスクからイン
ポート

製品仕様は予告なく、またはいかなる義務を負うことなく変更さ
れることがあります。

詳しくは、以下のホームページをご覧ください。
www.videostudiopro.com 

サポートされるファイル形式
サポートされるファイル形式は以下のとおりです。対応ファイル
の更新情報については、リリースノートをご確認ください。また
は、www.videostudiopro.com のシステム要件セクションで最新
リストをご覧ください。
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インポート形式
• ビデオ：AVCHD、DV、HDV、AVI、MPEG-1/-2/-4、DVR-MS、

DivX*、SWF*、UIS、UISX、M2T、M2TS、TOD、MOD、M4V、
WebM、3GP、WMV、暗号化されていない DVD タイトル、
MOV (H.264)、MKV、XAVC、MXF**、HEVC (H.265)

• 360° ビデオ：Equirectangular 形式
• オーディオ：AC3、MP3、MPA、MOV、WAV、WMA、MP4、

M4A、Aiff、AU、CDA、AMR、AAC、OGG

• 画像：BMP、CLP、CUR、EPS、FAX、FPX、GIF87a、IFF、IMG、
JP2、JPC、JPG、MAC、MPO、PCT、PIC、PNG、PSD、PXR、
RAS、SCT、SHG、TGA、TIF/TIFF、UFO、UFP、WMF、
PSPImage、Camera RAW、001、DCS、DCX、ICO、MSP、PBM、
PCX、PGM、PPM、SCI、WBM、WBMP

エクスポート形式
• ビデオ：AVCHD、DV、HDV、AVI、MPEG-1/-2/-4、UIS、UISX、

M2T、WebM、3GP、HEVC (H.265)、WMV

• デバイス：Apple iPod/iPhone/iPad/TV、Sony PSP/PS3/PS4、
Nintendo Wii、Microsoft Xbox 互換形式

• オーディオ：AC3、M4A、OGG、WAV、WMA

• 画像：BMP、JPG

ブルーレイ サポート
• 製品内の別売りプラグインの購入が必要
• Blu-ray ディスク読み取り /書き込みデバイスが必要

*MOV、DivX および SWF：MOV には QuickTime ドライバ、DivX に
は DivX コーデック、SWF には Flash player がそれぞれ必要です。

**VideoStudio Ultimate のみ
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ハードウェア アクセラレーション
ハードウェアの仕様によっては、Corel VideoStudio は、ハード
ウェアアクセラレーションの最適化によりシステムのパフォーマ
ンスを最適化できます。 

ハードウェアデコーダーのアクセラレーションとハード
ウェアエンコーダー アクセラレーションは、Windows Vista 
以降のバージョンの Windows オペレーティングシステムソ
フトウェアでのみ使用できますが、その際には 512 MB 以上
の VRAM が必要になります。

ハードウェア アクセラレーション設定を変更するには
1 ［設定］ > [環境設定（F6）] の順に選択します。 

2 [パフォーマンス ] タブをクリックして、[編集作業時 ] と [ファ
イル作成時 ] で次のオプションを選択します。

• ハードウェアデコーダーのアクセラレーションを有効にする — 
コンピューターの利用可能なハードウェアのビデオグラ
フィックスのアクセラレーション技術を使用して編集パ
フォーマンスを高め、クリップやプロジェクトの再生品質を
向上させます。

• ハードウェアエンコーダーのアクセラレーションを有効にす
る — ムービーの作成に必要な変換速度を向上させます。
注記：最適なパフォーマンスを得るには、VGA カードが 
Vertex および Pixel Shader 2.0 以降での DXVA2 VLD モードに対
応している必要があります。

プログラムが自動的にシステムのハードウェア アクセラ
レーション機能を検出して、最適な設定を決定するように
したい場合は、［動作の最適化］ で、［ハードウェア アクセ
ラレーションを最適な範囲で適用する］ を含むすべての
ハードウェア アクセラレーションオプションを選択します。
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ご使用のシステムによってこの機能がサポートされていな
い場合は、一部のハードウェア アクセラレーションオプ
ションはグレー表示になります。

ビデオ編集の準備
ビデオ編集タスクは、多くのコンピューターリソースを必要とす
る作業です。ビデオの取り込みと編集をスムーズに行うには、ご
使用のコンピューターが正しく設定されている必要があります。
以下では、Corel VideoStudio を起動する前にコンピューターを準
備し最適化する方法についてのヒントをいくつか紹介します。
• Corel VideoStudio を使用する際は、他のすべてのアプリケー
ションを終了することをお勧めします。取り込み中に妨げとな
る別の処理が発生しないように、自動的に起動するソフトウェア
を無効にすることをお勧めします。

• システムに 2 つのハードディスクがある場合は、システムドラ
イブ（通常は C:）に Corel VideoStudio をインストールし、も
う 1つのドライブに取り込んだビデオを保存することをお勧め
します。

• 専用のハードドライブにビデオファイルを保存することをお勧
めします。

• ページングファイル (スワップファイル )のサイズを RAM の 2 倍
に設定します。

Corel VideoStudio で作業中の場合、設定を選択して再生の品質と
アプリケーションの速度のバランスを取ることができます。たと
えば、再生は高速だが不鮮明である、あるいは再生が遅すぎるな
どの問題はありませんか？以下のヒントは、Corel VideoStudio で
の正しい設定を見つけるのに役立ちます。
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• コンピューターシステムが推奨システム要件に一致している
か、それ以上の場合は、鮮明、高画質の再生が利用できます。
HD プロジェクトを使用でき、HDでプロジェクトをプレ
ビューできます。詳しくは、 61 ページの「プロジェクトのプ
ロパティの設定」参照および 65 ページの「プロジェクトまた
はクリップのプレビュー」参照を参照してください。

• 低性能のシステムの速度を上げるには、スマートプロキシの使
用を考慮してハードウェアアクセラレーションのオプションを
確認してください。詳しくは、 64 ページの「スマートプロキシ
を使って、より速く、よりスムーズな編集環境を実現」参照お
よび 18 ページの「ハードウェア アクセラレーション」参照を
参照してください。

アプリケーションのインストールとアンインストール
Corel VideoStudio は、ディスクまたはダウンロードしたインス
トールファイルからインストールできます。

Corel VideoStudio をインストールするには
1 すべてのアプリケーションを閉じてください。

2 DVD ドライブに DVD を挿入するか、ダウンロードした .exe 
ファイルをダブルクリックしてください。

ディスクから起動するセットアップが自動的に起動しない場合
は、コンピューターの DVD ドライブをエクスプローラーで開
き、Setup.exe をダブルクリックします。 

3 画面に表示される指示に従います。
注記：さらに、Corel VideoStudio のほかに、対応する 
Windows エクステンションやサード パーティ製のプログラム、
ドライバのインストールを促される場合があります。
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Corel VideoStudioをアンインストールするには
1 Windows コントロールパネルを開きます。

2 [プログラム ] カテゴリーで、［プログラムのアンインストール］ 
リンクをクリックします。

3 ［プログラムと機能］ ウィンドウで、アプリケーション リスト
内の Corel VideoStudio X10 をクリックします。

4 ［インストールと変更］ をクリックします。

5 画面に表示される指示に従います。

アプリケーションの起動と終了
Corel VideoStudio は、Windows デスクトップまたはスタートメ
ニューから起動でき、アプリケーションウィンドウから終了でき
ます。 

アプリケーションを起動するには
• Windows のスタート メニュー、またはスタート画面から 

Corel VideoStudio X10 を選択します。

アプリケーションを終了するには
• アプリケーションウィンドウ右上の［閉じる］ ボタン  をク
リックします。

アプリケーションの更新
製品のアップデートを確認し、インストールすることができます。
アップデートには、アプリケーションについての新しい重要な情
報が含まれています。

アプリケーションを更新するには
• ［ヘルプ］ >［更新のチェック］ を選択します。
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Corel サポートサービス
Corel サポートサービスでは、製品の機能、仕様、価格、入手方法、
サービス、およびテクニカルサポートオプションについての正確
な情報を、迅速にお客様へと提供できます。Corel 製品で利用可能
なサポートと専門サービスに関する最新情報については、
www.corel.jp/support をご覧ください。

Corel について
Corel は、世界トップクラスのソフトウェア会社で、そのグラ
フィックス、生産性向上およびデジタル メディアに関する製品は
広く業界内で認知されています。多くの選択肢があり、初めての
方にも使いやすいソリューションを提供することで、名声を確立
してきました。Corel のミッションは、人々の創造性および生産性
を新たなレベルに引き上げるお手伝いをするという、大変シンプル
なものです。

Corel の製品ラインには、CorelDRAW® Graphics Suite、Corel® 
Painter®、Corel®PaintShop® Pro、Corel® VideoStudio®、
MindManager®、Pinnacle Studio™、ReviverSoft®、Roxio Creator®、
Roxio® Toast™、WinZip® があります。Corel について、詳しくは 
www.corel.jp をご覧ください。
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学習リソース
Corel VideoStudio の使い方は、さまざまな方法で学習できます。
具体的には、ヘルプ、ユーザーガイド、 Welcome タブのビデオ
チュートリアル、Corel Web サイト（www.corel.jp）があります。

このセクションでは、以下のトピックについて説明します。
• マニュアル表記規則
• ヘルプ システムを使用する
• Corel VideoStudio X10 ユーザーガイド PDF

• VideoStudioの用語を理解する
• ビデオチュートリアルで学習する
• Web 上のリソースを利用する

マニュアル表記規則
次の表は、[ヘルプ ] で使用されている重要な表記規則を示してい
ます。

表記 説明 例

［メニュー］ > 
［メニュー コマ
ンド］

メニュー項目をクリック
し、続けてメニュー コマ
ンドをクリックします。

［設定］ > ［環境設定］ > 
［編集］ の順にクリック
します。

ドロップリスト ユーザーが下向きの矢印
ボタンをクリックしたと
きにドロップダウン表
示されるオプションの
リスト

［プロファイル］ ドロッ
プリストからプロファ
イルを選択します。
学習リソース 23

http://www.corel.com


ヘルプ システムを使用する
Corel VideoStudioに関する最も包括的な情報源は、プログラムか
ら使用できるヘルプです。[ヘルプ ] システムは、情報を探すため
の 2 種類の方法を提供します。目次ページからトピックを検索す
る、または検索ページを使用して特定の語句を検索する、という
方法です。また、ヘルプではトピックを印刷することもできます。

ヘルプを表示するには、インターネット接続が必要です。通常オ
フラインで作業をする場合は、PDF バージョンをダウンロードし
てご利用ください（ヘルプ > ユーザーガイド (PDF））。

注意には、前の手順に
関して重要な情報が示
されます。手順を実行
できる条件が説明され
ている場合もあります。

ブラウザがオーディ
オおよびビデオに単
一のトラックだけし
かサポートできない
場合は、［オーディオ
と背景ビデオをフ
ラット化する］ を有効
にします。

ヒントには、前の手順
を実行するためのヒン
トが示されます。代替
手順および手順の他の
利点や使い方が示され
る場合もあります。

綺麗に作成するポイ
ントは、ストップ
モーションアニメー
ションプロジェクト
に使用する静止画や
ビデオを撮る場合に
三脚を使用してくだ
さい。

表記 説明 例
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ヘルプ システムを使用するには
1 以下のいずれかを実行します。

• ［ヘルプ］ >［ヘルプ トピック］ をクリックします。
• F1 キーを押します。

2 ヘルプウィンドウで、以下のいずれかのタブをクリックします。
• 目次 — ヘルプのトピックを参照できます。

• 検索 — ヘルプの全文から特定の単語や語句（引用符で囲む )
を検索できます。たとえば、特定のツールまたはコマンドに
ついての情報を検索する場合、「トリム」などその名前を入
力すると、関連トピックがリストで表示されます。

Corel VideoStudio X10 ユーザーガイド PDF

Corel VideoStudio Pro X10 ユーザーガイド PDF は、オンラインで
表示、またはパソコンやタブレットにダウンロードできます。い
つでも必要なページを印刷できます。PDF は ［ヘルプ］ >［ユー
ザー ガイド (PDF)］ からご利用ください。

VideoStudioの用語を理解する
ビデオ編集の言語について詳しく学習するさらに良く理解してい
ただくために、Corel VideoStudioで使用される最も一般的なビデ
オ編集用語のリストを作成しました。ジョグスライダーーとは ? 
レンダリングって何 ? 329 ページの「用語解説」参照をご参照く
ださい。
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ビデオチュートリアルで学習する
Welcome タブからは、ビデオチュートリアル（一部のビデオコン
テンツは英語のみ）などの学習教材のほか、VideoStudio を使用し
たプロジェクトの可能性を広げることのできる無料または有料の
コンテンツにアクセスできます。 

その他のチュートリアルについては、www.youtube.com/
VideoStudioPro をご利用ください。

[Discovery Center] ウィンドウを開くには
• [ヘルプ ]  [ビデオ チュートリアル ] を選択します。

Web 上のリソースを利用する
Corel VideoStudio の ［ヘルプ］ メニューと Corel Web サイトから、
カスタマーサポートやコミュニティ専用のさまざまな Web ページ
にアクセスすることができます。チュートリアル、ヒント、
ニュースグループ、ダウンロード、その他のオンラインリソース
など、さまざまなリソースが用意されています。
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Corel VideoStudio の Web リソースにアクセスするには
• ご使用のインターネットブラウザから 

www.videostudiopro.com/learn にアクセスして、チュートリ
アルやコミュニティフォーラムなど、さまざまなリソースを
ご利用ください

• VideoStudio Facebook ページ： 
https://www.facebook.com/corelvideostudio
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ワークスペースの概要
Corel VideoStudio は取り込み、編集、共有の 3 つの手順から構成
されています。これらワークスペースはビデオ編集処理の主要ス
テップに基づきます。カスタマイズ可能なワークスペースでは、
環境に合わせてパネルを整列し、必要なすべてがあることを簡単
に確認できます。

このセクションでは以下のトピックについて説明します。
• ワークスペースについて
• ワークスペースに切り替え
• ようこそブック
• ステップパネルの使用
• ツールバーの使用
• ワークスペースのカスタマイズ

ワークスペースについて
Corel VideoStudio Pro は 3 つのメインワークスペースと Welcome 
タブから構成されています。
• 取り込み
• 編集
• 共有

各ワークスペースには固有のツールとコントロールがあり、すぐ
に効率よくタスクを完了するために役立ちます。
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Welcome タブについて、詳しくは  36 ページの「ようこそブック」
参照を参照してください。

画面の要素のサイズや位置カスタマイズして、編集環境を完全に
コントロールできるようになります。カスタムワークスペースの
レイアウトの使用については、 42 ページの「ワークスペースのカ
スタマイズ」参照を参照してください。

取り込みワークスペース

メディアクリップをコンピューターのハードドライブに直接記録
または取り込むことができます。このステップでは、ビデオ、写
真、およびオーディオクリップを取り込むことができます。

1 2 3

4 5 6
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取り込みワークスペースは以下のコンポーネントから構成されて
います。

1.メニューバー — Corel VideoStudio をカスタマイズしたり、ムー
ビープロジェクトを開く /保存したり、個々のクリップで作業を
行ったり、その他多くの作業を実行するためのさまざまなコマン
ドがあります。

2.プレビューウィンドウ — ステップパネルで再生している現在の
ビデオを表示します。

3.ライブラリパネル — 取り込んだメディアクリップのストレージ
デポ。

4.ナビゲーションエリア — ステップパネルにクリップの再生や正
確なトリムのためのボタンがあります。

5.情報パネル — 作業に使用するファイルについての情報を表示し
ます。

6.取り込みオプション — さまざまなメディアの取り込み方法を表
示します。

編集ワークスペース

Corel VideoStudio Pro を開くと、編集ワークスペースがデフォルト
ワークスペースとして表示されます。編集ワークスペースとタイ
ムラインは Corel VideoStudio Pro の核になります。ビデオクリップ
の並べ替え、編集、トリムを行ったり、効果を追加することがで
きます。
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編集ワークスペースは以下のコンポーネントから構成されてい
ます。

1.メニューバー — Corel VideoStudio をカスタマイズしたり、ムー
ビープロジェクトを開く /保存したり、個々のクリップで作業を
行ったり、その他多くの作業を実行するためのさまざまなコマンド
があります。

2.プレビューウィンドウ — ステップパネルで再生している現在の
ビデオを表示します。

3.ライブラリパネル — ムービーを作成するために必要なすべての
ストレージデポ。サンプルビデオ、写真、ミュージッククリップ、
取り込んだクリップが含まれています。テンプレート、トランジ
ション、グラフィックス、フィルター、パスも含まれています。
オプションパネルエリアがライブラリパネルに開きます。

1 2 3

4 65
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4.ナビゲーションエリア — ステップパネルにクリップの再生や正
確なトリムのためのボタンがあります。

5.ツールバー — タイムラインのコンテンツに関連するさまざまな
機能から選択します。

6.タイムラインパネル — タイムラインは、ビデオプロジェクトに
メディアクリップを配置する場所です。詳しくは、 83 ページの
「タイムライン」参照を参照してください。

共有ワークスペース

共有ワークスペースでは、完了したムービーを保存し共有でき
ます。 

1 2 3

5 6

4
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共有ワークスペースは以下のコンポーネントから構成されてい
ます。

1.メニューバー — Corel VideoStudio をカスタマイズしたり、ムー
ビープロジェクトを開く /保存したり、個々のクリップで作業を
行ったり、その他多くの作業を実行するためのさまざまなコマン
ドがあります。

2.プレビューウィンドウ — ステップパネルで再生している現在の
ビデオを表示します。

3.カテゴリー選択エリア — コンピューター、デバイス、Web、
ディスク、3D のムービーカテゴリーを選択できます。HTML5 プ
ロジェクトの場合、HTML5 と Corel VideoStudio プロジェクトを選
択できます。

4.形式エリア — ファイル形式、プロファイル、説明の選択を行い
ます。Web 共有の場合は、アカウントの設定を表示します。

5.ナビゲーションエリア — ステップパネルにクリップの再生や正
確なトリムのためのボタンがあります。

6.情報エリア — 出力場所についての情報を表示し、推定ファイル
サイズを提供します。

 ワークスペースに切り替え
Corel VideoStudio を使用すると、ビデオ編集処理の各ステップに適
した 3 種類のワークスペースで必要な作業を簡潔に行うことがで
きるため、すばやく簡単にムービーを作成できます。
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ワークスペースを切り替えるには
• アプリケーションウィンドウの上部で、以下のいずれかのタブ
をクリックします。
• 取り込み
• 編集
• 共有

取り込みワークスペースでメディアクリップ
をコンピューターのハードドライブに直接記
録または取り込む作業は、このステップで行
います。このワークスペースでは、ビデオ、
写真、およびオーディオクリップを取り込む
ことができます。

編集 ワークスペース にはタイムラインが含
まれています。これは Corel VideoStudio の核
になります。ビデオクリップの並べ替え、編
集、トリムを行ったり、効果を追加すること
ができます。

共有ワークスペースでは、ムービーを保存し
共有できます。ビデオファイルを保存し、
ディスクに書き込んで、Web にアップロード
できます。
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ようこそブック
Welcome タブで、ようこそブックにアクセスできます。

ようこそブックからは次の情報を入手できます：
• ビデオ チュートリアル
• 入手可能なコンテンツ（無料および有料）
• アップデート情報
• その他リソースに関する情報

ようこそブックを定期的に確認し、最新情報を手に入れましょう。

ようこそタブは、アプリケーションに起動時に開くデフォルトの
タブとして設定されています。デフォルトの起動ページは、[設
定 ] > [環境設定 ] で、[一般 ] タブの [初期設定スタートアップ
ページ から変更できます。設定を変えても、重要なアップデート
が利用可能になるとようこそブックのページが表示される場合が
あります。

ステップパネルの使用
ステップパネルは、プレビューウィンドウとナビゲーションエリ
アから構成されています。再生や正確なトリム用のボタンがあり
ます。ナビゲーションエリアのコントロールを使用して、選択し
たクリップまたはプロジェクト内を移動します。［トリムマー
カー］ と ［ジョグ スライダー］ を使用して、クリップを編集しま
す。取り込みワークスペースでは、このパネルは DV または HDV 
ビデオカメラのデバイスコントロールとしても機能します。
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ステップパネルは、1. プレビューウィンドウと  2. 
ナビゲーシ ョ ンエリアから構成されています

ナビゲーションエリア

以下の表では、ナビゲーションエリアで使用できるコントロール
について説明します。

パーツ 説明

ジョグ スライ
ダー

プロジェクトまたはクリップを
スクラブするときに使用します。

トリムマー
カー

ジョグ スライダーをドラッグし
てプロジェクトのプレビュー範
囲を設定したり、クリップをト
リムしたりできます。

プロジェクト /
クリップモード

プロジェクト全体をプレビューす
るか、選択したクリップのみをプ
レビューするかを指定します。

再生 現在のプロジェクトまたは選択
したクリップを再生、一時停止、
または再開します。

ホーム 最初のセグメントまたはキュー
に戻ります。

1

2
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ナビゲーションエリアの ［再生］ ボタンは、プロジェクト全体の
再生と、選択したクリップの再生の 2 つの目的に使用できます。 

前へ 前のフレームへ移動します。

次へ 次のフレームへ移動します。

End 最後のセグメントまたはキュー
に移動します。

繰り返し 繰り返して再生します。

システムボ
リューム

スライダーをドラッグして、コ
ンピューターのスピーカー音量
を調整できます。

HD プレ
ビュー

高画質クリップやプロジェクト
をプレビューします。

 タイムコード 正確なタイムコードを指定して、
プロジェクトの特定部分や選択
したクリップに直接ジャンプで
きます。

プレビュー
ウィンドウを
拡大

プレビューウィンドウのサイズ
を大きくします。 

クリップの
分割

選択したクリップを分割します。
クリップを分割する位置まで
ジョグ スライダーを移動し、こ
のボタンをクリックします。

マークイン /
マークアウト

プロジェクトのプレビュー範囲
を設定します。または、クリッ
プをトリムする開始位置と終了
位置を設定します。

パーツ 説明
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プロジェクトやクリップをプレビューするには 
• プロジェクトまたはクリップをクリックし、［再生］ をクリック
します。

プロジェクトの作業中は、プロジェクトの進み具合を確認するた
め、プレビューを頻繁に行うことが考えられます。［インスタント
再生］ では、プロジェクトの変更を素早くプレビューできます。
再生品質はコンピューターの性能によって異なります。

 
プロジェクトの一部分のみを再生することもできます。プ
レビューに選択したフレーム範囲は［プレビュー範囲］ と
呼ばれ、ルーラーパネルで色付きのバーによって示され
ます。

トリム範囲のみを再生するには
1 ［トリムマーカー］ または ［マークイン /アウト］ ボタンを使っ
てプレビュー範囲を選択します。

2 選択した範囲をプレビューするには、対象 (プロジェクトまた
はクリップ )を選択し、［再生］ をクリックします。クリップ全
体をプレビューするには、Shift キーを押しながら ［再生］ を
クリックします。

ツールバーの使用
ツールバーを使用すると、多くの編集コマンドに簡単にアクセス
できます。プロジェクトビューを変更したり、タイムラインを
ズームイン /ズームアウトしたり、効果的な編集に役立つ各種
ツールを起動することができます。
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パーツ 説明

ストーリー
ボードビュー

メディアのサムネイルを時系
列順に表示します。

タイムライン
ビュー

個々のトラックのクリップを
フレーム単位で編集するとと
もに、タイトル、オーバーレ
イ、ナレーション、音楽など
の他の要素を追加して位置合
わせを行います。

元に戻す 最後の操作を元に戻します。

やり直し 元に戻された最後の操作をや
り直します。

記録 /取り込
みオプション

記録 /取り込みオプションパ
ネルを表示します。このパネ
ルで、ビデオやファイルの取
り込み、ナレーション録音、
静止画の取得などをすべて実
行できます。

サウンド ミキ
サー

サラウンドサウンドミキサー
とマルチトラックオーディオ
タイムラインを起動します。
ここでオーディオ設定をカス
タマイズできます。

オートミュー
ジック

オートミュージックオプショ
ンパネルを起動してさまざま
なスタイルやムードでプロ
ジェクトに BGMを追加しま
す。プロジェクトの再生時間
に合わせて音楽を設定するこ
とができます。
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モーション ト
ラッキング

[モーション トラッキング ] 
ダイアログボックスが表示さ
れます。選択したビデオク
リップ特定要素のトラッキン
グパスを作成します。

字幕エディ
ター

[字幕エディター ] ダイアログ
ボックスが表示されます。セ
グメントを検出および整列
し、選択したビデオクリップ
に簡単にタイトルを追加でき
ます。

マルチカメラ
エディタ

マルチカメラエディタの立ち
上げおよび選択したメディア
のインポートします。

タイムリマップ [タイムリマップ ] ダイアログ
ボックスが開き、ビデオク
リップのフレーム速度変更や
またはフレームの逆転、フ
リーズなど、速度を制御する
ことができます。

マスククリ
エーター

[マスククリエーター ] ダイア
ログボックスが開き、ビデオ
マスクや静止画マスクを作成
できます。

ズームイン/ 
ズームアウト

ズームスライダーとボタンを
使用して、タイムラインの表
示を調整できます。

プロジェクト
をタイムライ
ンに合わせる

プロジェクトの表示をタイム
ライン全体の長さに合わせて
調整します。

プロジェクト
の長さ

プロジェクトの合計の長さを
表示します。

パーツ 説明
ワークスペースの概要 41



ワークスペースのカスタマイズ
新しいワークスペースは、より良い編集環境を提供するように設
計されています。プログラムウィンドウのサイズをカスタマイズ
したり、画面の要素のサイズや配置を変更して、編集環境を完全
にコントロールできるようになりました。 

各パネルは独立したウィンドウのように機能するため、編集の好
みに応じて変更することができます。これは、大型ディスプレイ
やデュアルモニターを使用する場合に非常に役立ちます。

メインパネルは以下で構成されています。

1.ステップパネル — プレビューウィンドウとナビゲーションエリ
アがあります。

2.タイムラインパネル — ツールバーとタイムラインがあります。

3.ライブラリパネル — メディアライブラリとオプションエリアが
あります。

1

2

3
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パネルを移動するには
• ［プレーヤーパネル］、［タイムラインパネル］、または［ライブ
ラリパネル］ の左上隅をダブルクリックします。 
パネルが有効になると、各パネルを最小化、最大化、サイズの
変更を行うことができます。 

さらにパネルをメインアプリケーションウィンドウの外
側にドラッグして、デュアルモニターセットアップ用の
第 2ディスプレイ領域に移動することもできます。

プログラムウィンドウのサイズをカスタマイズするには
• 以下のいずれかを行うことができます。

• 元に戻すボタンをクリックし、プログラムウィンドウの
端をドラッグして希望のサイズにします。

• 最大化ボタンをクリックして、フル画面編集にします。

パネルをドッキングするには
1 オプションパネルをクリックしたままにします。 

ドッキングガイドが表示されます。

2 ドッキングガイド上にマウスをドラッグして、パネルを適当な
場所にスナップするドッキング位置を選択します。 
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カスタムワークスペースのレイアウトを保存するには
• ［設定］ > ［レイアウトの設定］ >［保存先］ の順に選択して、
カスタムオプションをクリックします。 

カスタムワークスペースのレイアウトを読み込むには
• ［設定］ > ［レイアウトの設定］ > ［切り替え先］ の順にクリック
して［デフォルト］ を選択するか、保存したいずれかのカスタ
ム設定を選択します。 

各プリセットに割り当てられたホットキーの組み合わせについ
て、詳しくは  345 ページの「レイアウトの設定のショート
カット」参照を参照してください。

［設定］ >［環境設定］ の［UI レイアウト］ タブからもレイア
ウト設定を変更できます。

プログラム環境設定を設定するには
• ［設定］ >［環境設定］ をクリックするか、F6 を押して［環境設
定］ ダイアログボックスを開きます。
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のキャプチャとインポート
Corel VideoStudio では、DVD ビデオ、AVCHD および BDMV ディス
クからビデオを取り込みまたはインポートできます。これには、
メモリカードに記録するビデオカメラ、ディスク、DV または 
HDV ビデオカメラの内蔵メモリ、携帯機器、そしてアナログおよ
びデジタル TV キャプチャ デバイスが含まれます。

このセクションでは、以下のトピックについて説明します。
• 取り込みワークスペースのオプションパネルの使用
• ビデオと写真の取り込み
• デジタルビデオ（DV）の取り込み
• DVテープスキャンの使用
• アナログビデオの取り込み
• デジタルメディアからのインポート
• シーンのスキャンと分割

取り込みワークスペースのオプションパネルの使用
Corel VideoStudio の取り込みワークスペースには、ライブラリ
と取り込みオプションパネルが表示され、ここから様々な方法で
メディアの取り込みとインポートを行えます。

以下の表で取り込みワークスペースのオプションについて説明し
ます。
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ビデオと写真の取り込み
どのタイプのビデオカメラでも取り込みの手順は類似しています
が、［ビデオの取り込みオプション］ パネルの取り込み設定はソー
スタイプごとに選択できるオプションが異なります。

［ビデオの取り込みオプション］ パネルは以下のコンポーネントから
構成されています。
• 長さ — 取り込みの時間の長さを設定します。
• ソース — 検出されたキャプチャデバイスを表示し、コン
ピューターにインストールされているその他のキャプチャデバ
イスを一覧表示します。

• フォーマット — 一覧から取り込んだビデオを保存するファイ
ル形式を選択できます。

［ビデオの取り込み］ をクリックすると、ビデオカメラ
からコンピュータにビデオの映像と写真をインポート
します。

［DVテープスキャン］ をクリックすると、DV テープを
スキャンしてシーンを選択します。

［デジタルメディアからインポート］ をクリックすると、
DVD ビデオ、AVCHD、BDMV フォーマットディスクま
たはハードドライブからメディアクリップを追加しま
す。この機能では、ビデオを AVCHD、Blu-ray ディスク
または DVD ビデオカメラから直接インポートできます。

［ストップモーション］ をクリックすると、写真および
ビデオキャプチャデバイスから取り込んだ画像を使っ
てストップモーションアニメーションを即興で作成し
ます。

［画面の録画］ をクリックすると、画面に表示されるす
べてのコンピューターのアクションと要素を取り込ん
だ画面キャプチャビデオを作成します。
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• ファイル名 — 取り込んだファイルのプレフィックスを指定で
きます。

• 保存先 — 取り込んだファイルの場所を指定できます。
• シーンごとに分割 — 撮影日時に基づいて取り込んだビデオを
自動的に複数のファイルに分割します。 

• ライブラリへ取り込み — ビデオを保存する［ライブラリ］ 
フォルダーを選択または作成します。

• オプション — 取り込み設定を変更できるメニューを表示し
ます。

• ビデオの取り込み — ビデオをソースからハードドライブへ転
送します。

• 静止画として保存 — 表示されているビデオフレームを写真と
して取り込みます。

ビデオカメラからビデオクリップと写真を取り込むには
1 ビデオカメラをコンピューターに接続し、デバイスの電源を
入れます。ビデオカメラを再生（または VTR/VCR）モードに
します。

2 取り込みオプションパネルで、［ビデオの取り込み］ をクリック
します。

3 ［ソース］ ドロップリストからキャプチャデバイスを選択します。

4 ［フォーマット］ ドロップリストからファイル形式を選択しま
す。［取り込み］ フォルダーボックスで、フォルダーの場所を
入力するか、［ライブラリへ取り込み］ チェックボックスを
チェックしてドロップリストからフォルダーを選択します。
注記：［オプション］ をクリックしてビデオデバイスに固有の
取り込み設定をカスタマイズします。
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5 ビデオをスキャンして、取り込みたい部分を探します。
注記：DV または HDV ビデオカメラからビデオを取り込んでい
る場合は、ナビゲーションエリアを使ってビデオテープを再生
します。

6 取り込み対象のビデオがすでにキューにある場合は、［ビデオ
の取り込み］ をクリックします。キャプチャを中止するには 
［キャプチャを中止］ をクリックするか、Esc キーを押します。

7 ビデオ映像から写真を取り込むには、希望するフレームでビデ
オを一時停止し、［静止画として保存］ をクリックします。
注記：ビデオカメラが録画モード（呼び名はカメラや動画など
が一般的です）であれば、ライブビデオを取り込むことができ
ます。 
注記：［ビデオのプロパティ］ ダイアログボックスで利用でき
る設定は、選択した取り込みファイルの形式によって変化し
ます。

DSLR を使ってビデオと写真を取り込むには
1 DSLR をコンピューターに接続し、デバイスの電源を入れます。

2 ［ビデオの取り込み］をクリックし、［ソース］ドロップリスト
からデバイスを選択します。

3 ［保存先］ボタン をクリックし、保存ファイルのフォル
ダーの場所を指定します。

4 ［ビデオをキャプチャ］ をクリックして記録を開始します。
キャプチャを中止するには ［キャプチャを中止］ をクリックす
るか、Esc キーを押します。

5 DSLR がコンピューターに接続されているときに写真を取り込
むには、［静止画として保存］ をクリックします。 
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HDV ビデオカメラからビデオを取り込むには
1 IEEE-1394 ケーブルを使って HDV カメラをコンピュータの 

IEEE-1394 ポートに接続します。

2 ビデオカメラの電源を入れ、再生/編集モードに切り替えて、
HDV ビデオカメラが HDV モードに切り替わっていることを確
認します。
注記：Sony の HDV ビデオカメラの場合は、LCD 画面を開き、
画面に［HDVout I-Link］ が表示されていれば HDV モードに設
定されています。［DVout I-Link］ が表示されている場合は、画
面右下の ［P-MENU］ を押します。メニューから、［MENU］ > 
［STANDARD SET］ > ［VCR HDV/DV］ の順に押し、それから 
［HDV］ を押します。

3 取り込みワークスペースで、［ビデオの取り込み］  をクリック
します。

DVB-T ビデオを取り込むには
1 取り込みワークスペースで、［ビデオの取り込み］  をクリック
します。
注記：取り込む前に、DVB-T ソースがコンピューターにインス
トールされている互換性のあるキャプチャカードを経由して接
続されていることを確認します。

2 ［ソース］ ドロップリストから［デジタル TVソース］ を選択し
ます。

3 ［オプション］ をクリックし、［ビデオのプロパティ］ を選択し
ます。［ビデオのプロパティ］ ダイアログボックスが表示され
ます。

4 ［入力ソース］ タブで、［入力ソース］ ドロップリストから［TV］ 
を選択します。［OK] をクリックします。
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5 ［チャンネルリスト］ から、［スキャンを開始］ をクリックして
チャンネルのスキャンを始めます。
注記：DVB-T チャンネルは自動的にスキャンされません。取り
込む前に、まず手動でチャンネルをスキャンします。

6 ［ビデオの取り込み］ をクリックします。

7 取り込みと DVB-T ビデオの自動復元を始める場合は、プロン
プトで［はい］ をクリックします。

8 あとは、 「ビデオの取り込み」 の説明にしたがってください。

TV　映像を取り込むには
1 ［ソース］ ドロップリストから TVチューナーデバイスを選択し
ます。

2 ［オプション］ > ［ビデオのプロパティ］　をクリックして 
［ビデオのプロパティ］ ダイアログボックスを開きます。必要
に応じて設定を調整します。

［チューナー情報］ タブをクリックして ［アンテナ］ または 
［ケーブル］ を選択したり、お住まいの地域で利用できるチャ
ンネルをスキャンしたりします。

3 ［チャンネル］ ボックスで、取り込みを行うチャンネル番号を
指定します。

MPEG-2 形式でビデオを取り込むには
1 ［ソース］ から、ビデオソースを選びます。

2 ［保存先］ で、クリップを保存するフォルダーを指定または参
照します。 

3 ［オプション］ をクリックし、［ビデオのプロパティ］ を選択し
ます。ダイアログボックスが開くので、［現在のプロファイル］ 
ドロップリストからプロファイルを選択します。 

4 ［OK] をクリックします。
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5 取り込みを始めるには［ビデオの取り込み］ をクリックし、取
り込みを終わるには ［キャプチャを中止］ をクリックします。
メディアクリップは、指定したフォルダーに MPEG-2 形式で保
存されます。

デジタルビデオ（DV）の取り込み
デジタルビデオ（DV）をそのネイティブの形式で取り込むには、
オプションパネルの ［フォーマット］ リストから ［DV］ を選択し
ます。これで、取り込んだビデオが DV AVI ファイル（.avi）で保
存されます。

また、［DVテープスキャン］ オプションを使うと、DV ビデ
オの DV AVI タイプ -1 とタイプ -2 も取り込めます。

DV を取り込む場合は、オプションパネルの［オプション］ をク
リックし、［ビデオのプロパティ］ を選択してメニューを開きます。
［現在のプロファイル］ から ［DVタイプ -1］ または ［DVタイプ -2］ 
のどちらで DVを取り込むかを選びます。 

DVテープスキャンの使用
このオプションを使って、DV デバイスからインポートするシーン
をスキャンします。ビデオの日時を追加できます。

この機能の詳細については、347 ページの「クイック DVD ウィ
ザード」 を参照してください。

ビデオの日時を追加するには
1  DVテープをスキャンした後、［次へ］ をクリックします。 

続いて、［インポート設定］ ダイアログボックスが表示され
ます。
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2 ［タイムラインに挿入］ を選択し、［撮影日情報をタイトルとし
て追加］ を選びます。
注記：撮影日をビデオの中でずっと表示させたい場合は、
［ビデオ全体］ を選択します。ビデオの一部でのみ表示させた
い場合は、［長さ］ を選択して秒数を指定します。

アナログビデオの取り込み
映像が VHS、S-VHS、Video-8、または Hi8 ビデオカメラ /VCR など
のアナログソースから取り込まれた場合、コンピューターで読み
取りおよび格納できるデジタル形式に変換されます。取り込む前
に、オプションパネルの［フォーマット］ リストから取り込んだ
ビデオを保存するファイル形式を選びます。

取り込むビデオソースのタイプを指定するには
1 取り込みワークスペースで、［オプション］ をクリックして 
［ビデオのプロパティ］ を選択します。 

2 ダイアログボックスが開き、以下の取り込み設定をカスタマイズ
できます。 

• ［入力ソース］ タブでは、NTSC、PAL、SECAM ビデオのどれ
を取り込むのかを選び、［入力ソース］（TV、複合、または
S-Video）を選択します。

• ［カラーマネージャ］ タブでは、取り込みの品質を上げるた
めにビデオソースを微調整できます。

• ［テンプレート］ タブでは、取り込んだビデオを保存すると
きに使うフレームサイズと圧縮方式を選びます。
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デジタルメディアからのインポート
ディスク、ハードドライブ、メモリカード、デジタルビデオカメ
ラから DVD、AVCHD、BDMV のビデオと写真をインポートでき
ます。

デジタルメディアをインポートするには
1 取り込みワークスペースで、［デジタルメディアからのイン
ポート］ をクリックします。

2 ［インポートソースフォルダーの選択］ をクリックし、デジタ
ルメディアが含まれているフォルダーを参照し、［OK］ をク
リックします。

3 ［開始］ をクリックすると、［デジタルメディアからのインポート］ 
ダイアログボックスが開きます。

4 インポートするメディアクリップを選択し、［インポートの開
始］ をクリックします。インポートされたすべてのビデオは、
［ライブラリ］ のサムネイルリストに追加されます。
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AVCHD のタイムコードの復元を有効にするには
1 取り込みワークスペースで、［デジタルメディアからのイン
ポート］ をクリックします。

2 ［インポートソースフォルダーの選択］ リストからファイルの
場所を選択し、［開始］ をクリックします。

3 インポートするメディアクリップを選択し、［インポートの開
始］ をクリックして ［インポート設定］ を起動します。

4 ［インポート先］ で、［タイムラインに挿入］ を選択するか、
［撮影日情報をタイトルとして追加］ を選択します。 

5 ビデオファイルのタイムコードをビデオ全体にわたるタイトル
としてインポートする場合は、［ビデオ全体］ を選びます。タ
イムコードを指定した時間内のタイトルとしてインポートする
場合は、［長さ］ を選びます。 [OK] をクリックして、設定を適
用します。
注記：［この設定を適用して再度確認しない］ チェックボック
スをチェックすると、同じ設定がインポートするすべてのビデ
オに適用され、［インポート設定］ ダイアログボックスが表示
されなくなります。また、［プログラムの設定］ ダイアログ
ボックスの ［キャプチャ］ タブにも、同じチェックボックスが
あります。詳しくは、42 ページの「ワークスペースのカスタ
マイズ」 を参照してください。

シーンのスキャンと分割
単一の DV テープに、異なる時間に取り込まれたビデオが含まれ
ている場合があります。Corel VideoStudioでは、こうしたセグメ
ントが自動的に検出され、異なるファイルに保存されます。
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ビデオからシーンを見つけるには
• シャトルスライダーをドラッグして、様々な再生速度で映像を
前後に移動させます。

［シーンごとに分割］を使うには
1 取り込みワークスペースで、［ビデオの取り込み］ をクリック
します。

2 ［ビデオの取り込みオプション］ パネルで［シーンごとに分割］ 
を有効にします。Corel VideoStudio では、撮影日時に応じて
シーンが自動的に検索され、異なるファイルに取り込まれます。
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プロジェクトの基礎
Corel VideoStudio は、レンダリングと呼ばれるプロセスでビデオ、
タイトル、サウンド、および効果を組み合わせます。プロジェクト
設定によって、プレビューの際ムービープロジェクトがどのよう
にレンダリングされるかが決まります。出力ビデオはコンピュー
ター上で再生、ディスクへ書き込み、またはインターネットへ
アップロードすることができます。

このセクションでは、以下のトピックについて説明します。
• 新しいプロジェクトを作成、プロジェクトを開く
• インスタントプロジェクトテンプレートの使用
• プロジェクトのプロパティの設定
• カスタムプロファイルの作成
• スマートプロキシを使って、より速く、よりスムーズな編集環
境を実現

• プロジェクトまたはクリップのプレビュー
• 操作を元に戻す/やり直す
• グリッドラインの表示/非表示
• プロジェクトの保存
• スマートパッケージを使用したプロジェクトの保存
• キューとチャプターの追加
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新しいプロジェクトを作成、プロジェクトを開く
Corel VideoStudio を起動すると、自動的に新しいプロジェクトが
開き、ムービー作成を開始できます。新規プロジェクトには、
常にアプリケーションのデフォルト設定が適用されます。また、
Web に投稿できる HTML5 プロジェクトを作成できます。

以前に保存したプロジェクトを開くことができますが、複数のプ
ロジェクトを結合したい場合は、以前に保存したプロジェクトを
新しいプロジェクトに追加できます。

新規プロジェクトを作成するには
• ［ファイル］ > ［新規プロジェクト（Ctrl + N）] の順にクリック
します。 

新規 HTML5 プロジェクトを作成するには
• ［ファイル］ > ［新規 HTML5プロジェクト（Ctrl + M）] の順
にクリックします。

新規おまかせモードプロジェクトを作成するには
1 ［ツール］ > おまかせモードをクリックします。

2 おまかせモード ウィンドウから、［メニュー］  >［新規作成］ > 
［プロジェクト］ の順にクリックします。

詳しくは、 245 ページの「おまかせモード」参照を参照してくだ
さい。

既存のプロジェクトを開くには 
• ［ファイル］ > ［プロジェクトを開く（Ctrl + O）] の順にク
リックします。
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既存のプロジェクトを新しいプロジェクトに追加するには
1 ライブラリで、［メディア］ ボタン をクリックします。

2 プロジェクトファイル（.vsp）をライブラリからタイムラインへ
ドラッグします。

ファイルがライブラリにない場合は、［メディアファイルを取
り込み］ ボタンをクリックし、プロジェクトファイルに移動し
（デフォルトでは［マイプロジェクト］ フォルダーに格納され
ています）、ファイルを選択し、［開く］ をクリックします。

プロジェクトのトラック、メディア、要素はすべてタイムライ
ンに表示されます。

ライブラリにプロジェクト（VSP ファイル）をインポート
する前に、プロジェクトのすべてのリンクが機能している
ことを確認してください。リンクの問題があるプロジェクト
は、既存のプロジェクトに追加されません。

プロジェクトをフラット化して特定のトラックに追加する
場合は、Shift キーを押したままマウスのボタンを放します。

インスタントプロジェクトテンプレートの使用
インスタントプロジェクトテンプレートは、組立済みムービープ
ロジェクトを提供してムービー作成の処理速度を上げます。プ
レースホルダークリップと写真を独自のメディアと独自に作成し
たものに簡単に交換するだけです。さらに、ムービープロジェク
トのコンポーネントについて学習するのにも役立ちます。

ムービー全体に任意のテンプレートを使用するか、複数のテンプ
レートを追加することができます。例えば、ムービーの先頭、真
ん中、最後に異なるテンプレートを使用できます。カスタムテン
プレートを作成し保存することもできます。例えば、連続したビ
デオを作成する場合は、ビデオのすべてが一致したスタイルにな
るようにテンプレートを作成できます。
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インスタントプロジェクトテンプレートを開くには
1 編集ワークスペースで、ライブラリパネルの［インスタントプ

ロジェクト］ボタン をクリックします。

2 表示されるフォルダーからテンプレートカテゴリーをクリック
します。

3 テンプレートをプレビューするには、ステップパネルのテンプ

レートサムネイルをクリックして、［再生］  をクリックし
ます。

4 テンプレートのサムネイルを右クリックして、［先頭に追加］ 
と ［最後に追加］ の間のタイムラインで挿入点を選択します。

テンプレートはタイムラインに追加されます。

サムネイルをタイムラインにドラッグしてプロジェクトに
テンプレートを追加することもできます。

インスタントプロジェクトテンプレートのクリップ、写真、
ミュージックを交換するには
1 ライブラリから適切なプレースホルダークリップ、写真、
ミュージックトラックにクリップ、写真、ミュージックトラック
をドラッグします。

2 Ctrl キーを押してマウスボタンを放します。
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インスタントプロジェクトテンプレートを作成するには
1 テンプレートとして保存するビデオプロジェクトを開きます。

2 ［ファイル］ > ［テンプレートとして出力］ の順にクリックし
ます。

3 プロジェクトを保存するように指示された場合は、［はい］ を
クリックします。

4 ファイル名、主題、説明を入力します。 

5 テンプレートを保存するフォルダーを検索して、［保存］をク
リックします。

6 ［プロジェクトをテンプレートとして出力］ ダイアログボック
スで、スライダーを移動してテンプレートに使用するサムネイ
ルを表示します。

7 パスとフォルダー名を指定します。テンプレートを保存したい
ドロップリストからカテゴリーを選択します。 

テンプレートの詳細が表示されます。

8 ［OK] をクリックします。

プロジェクトテンプレートを取り込むには
1 ［プロジェクトテンプレートの取り込み］ をクリックし、取り
込む *.vpt ファイルを検索します。 

2 ［開く］ をクリックします。 

プロジェクトのプロパティの設定
［プロジェクトのプロパティ］ は、ムービープロジェクト用のテン
プレートとして機能します。［プロジェクトのプロパティ］ ダイア
ログボックスのプロジェクト設定は、画面でプレビューするとき
のプロジェクトのサイズと品質が決定します。
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プロジェクトプロパティはプロファイルに基づきます。既存のプ
ロファイルの使用やカスタムプロファイルの作成ができます。カ
スタムプロファイルについて、詳しくは  62 ページの「カスタム
プロファイルの作成」参照を参照してください。

プロジェクトのプロパティを変更するには
1 ［設定］ > ［プロジェクトのプロパティ］ の順にクリックします。 

2 ［プロジェクトのプロパティ］ ダイアログボックスで適切な設
定オプションを選択します。

3 ［OK] をクリックします。

プロジェクトの設定をカスタマイズするときには、取り込
むビデオイメージの属性と同じ設定にすることをお勧めし
ます。こうすると、ビデオ映像の歪みが少なくなり、フ
レームが欠落することなく滑らかに再生できます。ただし、
プレビューの性能は高解像度ファイルのプロジェクトのた
め低下する場合があります。システム仕様によって異なり
ます。

カスタムプロファイルの作成
プロファイルには、最終ムービーファイルの作成方法を定義する
設定が含まれています。最終的なムービーのバージョンは複数作
成できます。Corel VideoStudio に用意されているプリセットプロ
ファイルを利用することも、ムービープロファイルマネージャー
で独自のプロファイルを作成、保存することもできます。例えば、
DVD やビデオ録画用に高画質出力を提供するプロファイルを作成
したり、Web ストリーミングやEメール配布に使う小さいサイズ
の低画質ファイルの出力するプロファイルを作成できます。

プロファイルを選択し、ムービープロジェクトの出力前に共有
ワークスぺースでカスタムプロファイルを作成することもできま
す。詳しくは、 304 ページの「共有ワークスペースで、カスタム
プロファイルを使用する」参照を参照してください。
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カスタムプロファイルを作成するには
1 ［設定］ > ［ムービー プロファイルマネージャー］ の順にク
リックします。［ムービープロファイルマネージャー］ ダイア
ログボックスが開きます。

2 ［コンピューター］または［3D］ タブをクリックします。

3 ［形式］ ドロップリストからファイル形式を選択します。

4 ［新規作成］ をクリックします。

5 ［新規プロファイルオプション］ ダイアログボックスで、
Corel VideoStudio タブをクリックし、［プロファイル名］ ボッ
クスに名前を入力します。

6 ［全般］ タブをクリックして、必要な設定を選択します。
注記：追加のタブと設定は選択する形式のタイプによって利用
できます。

7 ［OK] をクリックします。

プロジェクトのカスタムプロファイルを選択するには
1 ［設定］ > ［ムービー プロファイルマネージャー］ の順にク
リックします。［ムービープロファイルマネージャー］ ダイア
ログボックスが開きます。

2 ［コンピューター］または［3D］ タブをクリックします。

3 ［形式］ ドロップリストからファイル形式を選択します。

4 ［プロファイル］ エリア、ドロップリストから ［個人プロファ
イル］ を選択します。

以前に保存したカスタムプロファイルはドロップリストのボッ
クスにリストされます。

5 必要なプロファイルをクリックして、[閉じる] をクリックし
ます。
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スマートプロキシを使って、より速く、よりスムーズ
な編集環境を実現 

スマートプロキシの一番の目的は、大規模な高解像度ビデオファ
イルでの作業時に、より融通性のある編集およびプレビュー体験
を提供することです。

スマートプロキシは、大規模ソースファイルの低解像度作業コ
ピーを作成します。これらのより小さなファイルはプロキシファ
イルと呼ばれます。プロキシファイルを利用することで、高解像
度プロジェクト（例：HDV および AVCHD ソースファイルを持つ
プロジェクト）をスピードアップできます。

プロキシファイルはプロジェクトよりもソースに依存するファイル
なので、異なるプロジェクト間で共有できます。

ビデオプロジェクトをレンダリングする場合、オリジナルの高品
質ビデオソースファイルが使用されます。

スマートプロキシマネージャを利用することで、スマートプロキ
シの有効／無効を切り替え、スマートプロキシを有効にするデ
フォルト解像度しきい値を変更し、スマートプロキシファイルマ
ネージャとスマートプロキシキューマネージャを使用して既存の
プロキシファイルと将来のプロキシファイルを管理できます。

スマートプロキシは、VideoStudio ワークプレースまたはマルチカ
メラエディタに設定、調整されます。

スマートプロキシの有効／無効を切り替えるには
• ［設定］メニューまたはボタン（マルチカメラエディタ）  ＞
［スマートプロキシマネージャ］＞［スマートプロキシの有効
化］をクリックします。
注記：コンピュータハードウェアがこの機能をサポートできる
場合、スマートプロキシ機能はデフォルトで有効です。
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スマートプロキシファイルの解像度しきい値と場所を設定
するには
1 ［設定］＞［スマートプロキシマネージャ］＞［設定］を選択
します。

2 ［スマートプロキシ］ダイアログ ボックスで、プロキシファイ
ルの作成用の解像度しきい値を設定します。

プロキシファイルを管理するには
1 ［設定］＞［スマートプロキシマネージャ］を選択し、以下の
オプションを選びます。

• スマートプロキシファイルマネージャ：ソースファイルとプ
ロキシファイルを一覧表示します。このマネージャーを使用
して、不要になったプロキシファイルを削除できます。

• スマートプロキシキューマネージャ：（現行の設定に従って）
プロキシファイルが生成されるソースファイルを一覧表示し
ます。

プロジェクトまたはクリップのプレビュー
ステップパネルのナビゲーションエリア内の ［再生］ ボタンは以
下の2つの目的のために使用されます。、
• プロジェクト全体を再生する
• 選択したクリップを再生する

プロジェクトの作業中は、プロジェクトの進み具合を確認するた
め、プレビューを頻繁に行うことが考えられます。［インスタント
再生］ では、プロジェクトの変更を素早くプレビューできます。
再生品質はコンピューターのリソースによって異なります。

プロジェクトの一部分のみを再生することもできます。プレ
ビューに選択したフレーム範囲は ［プレビュー範囲］ と呼ばれ、
ルーラーパネルで色付きのバーによって示されます。
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高画質プロジェクト (HD) の場合は、［HD プレビュー］ を有効にし
て鮮明で高画質のプロジェクトの結果をプレビューすることがで
きます。速度はシステムによって異なります。

プロジェクトやクリップをプレビューするには
1 ステップパネルのナビゲーションエリアで、［プロジェクト］ 
または ［クリップ］ をクリックします。

2 ［再生］ をクリックします。
注記：［クリップ］ の場合は、現在選択されているクリップの
みが表示します。

フルHDで高画質プロジェクトをプレビューする場合は、［HD
プレビュー］ ボタンを有効にします。
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プロジェクトやクリップの一部を再生するには
1 ［トリムマーカー］ または ［マークイン/アウト］ ボタンを使っ
てプレビュー範囲を選択します。

2 プレビュー範囲が選択された状態で、ステップパネルのナビ
ゲーションエリアで、［プロジェクト］ または ［クリップ］ を
クリックします。

3 ［再生］ をクリックします。

操作を元に戻す/やり直す 

ムービーの作業中に、実行した最後の一連の操作を元に戻したり、
やり直すことができます。

最後の操作を元に戻すには
• ツールバーの ［元に戻す］ ボタン をクリックします。

元に戻した最後の操作をやり直すには
• ツールバーの ［やり直し］ ボタン をクリックします。

元に戻す回数は、［環境設定］ ダイアログボックスで調整で
きます。

また、キーボードショートカットの [Ctrl + Z] および  [Ctrl 
+ Y] を使用すると、それぞれ操作を元に戻し、やり直すこ
とができます。

グリッドラインの表示/非表示
写真やビデオの位置やサイズを変更するときには、グリッドライ
ンが目安になります。また、グリッドラインはムービーのタイト
ルを整列するのに役立ちます。
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グリッドラインを表示するには
1  編集 ステップで、クリップをダブルクリックしてオプション
パネルを表示します。 

2 ［属性］ タブをクリックして、［クリップを変形］ を選びます。

3 ［グリッドラインを表示］ をクリックします。 

をクリックしてグリッドラインの設定を調整します。

プロジェクトの保存
プロジェクトを後で編集または完了できるようにプロジェクトを
保存できます。作業を保護するために、一定の間隔で自動的に保
存可能にできます。

プロジェクトを保存するには
• ［ファイル］ >［保存（Ctrl + S）] をクリックします。 
注記：Corel VideoStudio のプロジェクトファイルは*.vspファイ
ル形式で保存されます。HTML5 ビデオプロジェクトは *.vsh 
ファイル形式で保存されます。
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作業を自動的に保存するには
1 ［設定］ > ［環境設定］をクリックして、［全般］ タブをクリック
します。 

2 ［自動保存間隔:］ を選択して、次の保存までの時間を指定し
ます。 
注記：デフォルトではこの設定は 10 分に設定されます。

誤って作業が失われることのないように、プロジェクトは
頻繁に保存してください。

スマートパッケージを使用したプロジェクトの保存
作業内容をバックアップしたり、ファイルを転送して別のコン
ピューターで共有または編集する場合は、ビデオプロジェクトを
パッケージ化すると便利です。スマートパッケージ機能に統合さ
れているWinZipのファイル圧縮テクノロジを使用して圧縮フォル
ダーとしてプロジェクトをパッケージするか、オンラインスト
レージ用にそれらを準備することもできます。

スマートパッケージを使用してプロジェクトを保存するには
1 ［ファイル］ > ［スマートパッケージ］ の順にクリックして、
プロジェクトをフォルダーや圧縮ファイルにまとめることを選
択します。

2 フォルダーのパス、プロジェクトフォルダー名、およびプロ
ジェクトファイル名を指定します。
履歴やディスクの設定を含める場合は、該当するチェックボッ
クスを有効にします。

3 ［OK] をクリックします。
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スマートパッケージを使用する前に、プロジェクトを保存
する必要があります。

キューとチャプターの追加
キューとチャプターを追加すると、プロジェクトの操作がしやす
くなります。また、タイムライン上にコメントを追加することも
できます。これらのキューとチャプターのマークは、主にプロ
ジェクトのガイドやディスクメニューのチャプター、および HTML5 
プロジェクトのインタラクティブ リンクとして使用されます。

キューポイントは、プロジェクト内のメディアクリップを整列す
るマーカーとして機能します。チャプターポイントは、ディスク
メニューのチャプターやハイパーリンクを指定します。

プロジェクトキューを追加するには
1 ［チャプター /キューメニュー］ をクリックします。

2 ［キューポイント］
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3 キューポイントを追加する場所までカーソルをドラッグし、
タイムラインルーラーの下にあるバーをクリックします。青い
矢印アイコンが追加されます。

4 さらにキューポイントを追加するには、手順3を繰り返します。
注記：キューポイントの追加時にキューポイントマネージャー
を使用することもできます。［追加］ を選択し、キューのタイ
ムコードとキューを簡単に識別できるような名前を指定しま
す。［OK］、［閉じる］ の順にクリックします。

また、プロジェクト内の希望するキューポイントの位置に
タイムラインのスライダーをドラッグし、［キューポイント
の追加/削除］ をクリックすることによってもキューポイン
トを追加できます。

チャプターを追加するには
1 ［チャプター /キューメニュー］ の ［チャプターポイント］ をク
リックします。

キューポイント

キューポイント

キューポイントを追加/除去
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2 チャプターを追加する場所までカーソルをドラッグし、タイム
ラインルーラーの下にあるバーをクリックします。緑の矢印ア
イコンがムービーのチャプター ポイントとして表示されます。

3 チャプターを編集するには、チャプターポイントをクリックし、
新しい位置にドラッグします。

4 チャプターの名前を変更するには、チャプターポイントをダブ
ルクリックして新しいチャプター名を入力し、［OK] をクリック
します。

チャプターおよびキューを削除するには、マーカーをタイ
ムラインルーラーの外にドラッグしてマウスボタンを放し
ます。または、タイムラインルーラーをチャプターポイン
トまたはキューポイントまでドラッグし、［チャプターポイ
ントを追加/除去］ または ［キューポイントを追加/除去］ 
をクリックします。

プロジェクト内の希望のチャプターポイントの位置にタイ
ムラインのスライダーをドラッグすることもできます。
［チャプターポイントを追加/除去］ をクリックします。

チャプターポイント
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メディアのグループ化と検索
プロジェクトのアセットに素早く簡単にアクセスできるように、
ライブラリ内のメディアクリップを整理します。また、ライブラリ
を取り込んで、メディアファイルやその他のライブラリ情報を復
元できます。 

このセクションでは、以下のトピックについて説明します。
• ライブラリの使用
• ライブラリのクリップの並べ替え、表示、フィルター
• サムネイルのサイズ変更
• ファイルを 3D としてタグ付け

ライブラリの使用
ライブラリは、ムービーを作成するために必要なすべての素材
（ビデオクリップ、写真、オーディオファイル、インスタントプロ
ジェクトテンプレート、トランジション、タイトル、フィルター、
グラフィック、トラッキングパス）の保存場所です。

プロジェクトのカスタムライブラリを作成します。ライブラリ内
のメディアを選択、追加、削除できます。メディアファイルが元
の場所から移動される場合は、自動的にそのリンクを元に戻すこ
とができます。ハードドライブや外部ストレージドライブにバッ
クアップを作成するためにライブラリに出力することを忘れない
でください。後でライブラリを取り込むことができます。
メディアのグループ化と検索 73



プロジェクトの完了後、ライブラリをリセットしてデフォルトの
メディアクリップに戻すことができます。追加したファイルは
ライブラリから削除されますが、元の場所からは削除されません。
いつでもメディアファイルをライブラリに再インポートすること
ができます。

ライブラリでクリップを右クリックすると、クリップのプ
ロパティを表示、クリップのコピーや削除、クリップを
シーン別に分割などを行うことができます。
ライブラリ内のクリップをトリムするには、ステップパネル
の［ジョグスライダー］ をドラッグしてマークイン/マーク
アウトのポイントを設定します。
プロジェクトで使うライブラリファイルには、サムネイル
の右上に緑色のチェックマークが付きます。
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サポートされているメディアフォーマットについて、詳しくは 
16 ページの「サポートされるファイル形式」参照を参照してくだ
さい。

ライブラリでメディアを選択するには
• ライブラリで、以下のいずれかを行います。

• 1 つのメディアファイルを選択する —サムネイルをクリック
します。

• 複数のメディアファイルを選択する — Ctrl キーを押したま
ま、必要なサムネイルをクリックします。

• 連続したメディアファイルを選択する — 一連のサムネイル
の 1 つ目をクリックし、Shift キーを押しながら最後のサム
ネイルをクリックします。

• グループ化したメディアファイルを選択する — 選択するす
べてのファイルのサムネイルの上にポインタをドラッグし
ます。

メディアクリップをライブラリに追加するには
1 ［追加］ をクリックして、メディアクリップを保存する新規ラ
イブラリフォルダを作成します。
注記：カスタムフォルダーを作成すると、個人用のクリップと
サンプルクリップを分離するか、1 つのプロジェクトに属する
すべてのクリップを 1 つのフォルダーに保存できます。

2 ［メディアファイルを取り込み］ ボタン をクリックして、
ファイルを指定します。

3 取り込むファイルを選択します。 

4 ［開く］ をクリックします。
メディアのグループ化と検索 75



［参照］ をクリックして ［ファイルエクスプローラー］ を開
き、ファイルをライブラリ にドラッグアンドドロップする
ことができます。

ライブラリからメディアクリップを削除するには
1 ライブラリでクリップを選択し、［削除］ キーを押します。

または、ライブラリでクリップを右クリックし、［削除］ をク
リックします。
注記：ライブラリで参照されるクリップは、実際には元の場所
に保存されています。つまり、クリップをライブラリから削除
しても、ライブラリの登録が削除されるだけです。保存された
場所にある実際のファイルにはアクセスできます。

2 確認メッセージが表示されたら、ライブラリからサムネイルを
削除することを確認します。

自動的にメディアファイルのリンクを検索して元に戻すには
• ［ファイル］ > ［再リンク］ をクリックします。 
メッセージが表示され、正常に再リンクされたクリップの数が
表示されます。
注記：あるクリップへのリンクが復元されなかった場合は、コ
ンピューター上の対応するファイルを参照して、手動で復元で
きます。

ライブラリを出力するには
1 ［設定］ > ［ライブラリマネージャー］ > ［ライブラリの出力] 
の順にクリックして、ライブラリを保存するフォルダの場所を
指定します。

2 ［OK] をクリックします。
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バックアップ操作を実行すると、指定したディレクトリ内
に、現在のライブラリの仮想メディアファイル情報がバッ
クアップされます。

ライブラリを取り込むには
1 ［設定］ >［ライブラリマネージャー］ > ［ライブラリの取り込
み] の順にクリックして、取り込み先のフォルダーを指定します。

2 ［OK] をクリックします。

ライブラリを初期化するには
• ［設定］ >［ライブラリー マネージャー］ > ［ライブラリーの
初期化］  の順にクリックします。

この操作により、ライブラリはデフォルト設定に戻り、
ユーザーが追加したすべてのファイルが削除されます。

ライブラリのクリップの並べ替え、表示、フィルター
ライブラリのクリップを並び替え、表示、フィルターする方法は
複数あります。
• 名前、ファイルタイプ、日付、解像度などのプロパティに基づ
いてメディアを並び替えます。

• メディアをサムネイル形式またはファイルの詳細情報が記載さ
れるリスト形式で表示します。

• メディアをフィルターして、タイプ（写真、ビデオ、オー
ディオ）ごとにメディアを表示または非表示にします。

メディアクリップを並び替えるには

• ［ライブラリのクリップを並べ替え］ ボタン をクリック
し、メニューから ［並べ替え］ プロパティを選択します。
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メディアクリップの表示を変更するには
• メディアクリップをファイルのプロパティを含むリストで表示
するには ［リスト表示］ ボタン をクリックします。サム

ネイルを表示するには ［サムネイル表示］ ボタン をク
リックします。 

メディアクリップを ［リスト表示］ で並べ替えるには、名前、
種類、日付などのプロパティをクリックします。

また、［タイトルを表示/非表示］ ボタン をクリックする
と、メディアクリップのファイル名の表示と非表示を切り替え
られます。

リス ト表示の場合、 ファイル名、 メディアタイプ、 日付、
長さ、 解像度、 フレーム/秒 （FPS）、 コーデックなどのプ
ロパティが表示されます。

メディアクリップの表示/非表示
• 以下のボタンをいずれかをクリックします。

• ［ビデオを表示 / 非表示］ 

• ［写真を表示 / 非表示］ 

• ［オーディオファイルを表示 / 非表示］ 
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ライブラリパネル表示を変更するには 
• ライブラリパネル内のアイコンを使用して、インスタントプロ
ジェクトテンプレート、トランジション、タイトル、グラ
フィック、フィルター、トラッキングパスを表示します。

サムネイルのサイズ変更
Corel VideoStudio では、サムネイルのサイズを調整し、ライブラリ
内のさまざまなメディアクリップを参照しやすくすることができ
ます。

サムネイルの 
サイズスライダー
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サムネイルのサイズを調整するには
• スライダーを左右に動かして、サムネイルのサイズを拡大また
は縮小します。 

ファイルを 3D としてタグ付け
Corel VideoStudio では、MVC と MPO クリップはインポート中に自
動的に検出され、3D としてタグ付けされます。2D クリップをタグ
付けして、プロジェクトを 3D ムービーとしてレンダリングする場
合に 3D 効果をシミュレートできます。タグ付けされた 3D メディ
アクリップには、簡単に識別できるように 3D のマークが付けられ、
3D メディアクリップの 3D 編集が可能になります。

サイドバイサイド方式 3D 用の［左-右］形式は、コンテンツを提
供する場合によく選ばれます。これは多くの場合、3D ビデオカメ
ラからインポートまたは取り込みをしたメディアクリップで使わ
れます。［右-左］ オプションは、多くの場合 Web から取得された
メディアクリップで使用されます。

ビデオクリップや写真クリップに 3D のタグを付けるには
1 ライブラリやタイムラインに取り込まれた 3D ファイルを右ク
リックして、表示される右クリックメニューから ［3D として
タグ］ を選択します。[3D 設定] ダイアログボックスが表示さ
れます。
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2 3D コンテンツの適切な形式を設定するには、以下のオプション
のいずれかを選択します。
• 2D — 選択したクリップが 3D として認識されない場合のデ
フォルト設定です。

• サイドバイサイド — 左右の目の各フレームの水平解像度を
分割して 3D コンテンツを提供します。サイドバイサイドは、
3D 専用 TV のコンテンツを配信するためにケーブル・チャン
ネルで通常使用されます。低バンド幅の使用のためです。
[左-右] または [右-左] の形式を選択します。

• 上下 — 左右の目の各フレームの垂直解像度を分割して 3D 
コンテンツを提供します。水平ピクセルのカウントが高くな
ればなるほど、このオプションはパンモーションの表示に適
合します。[左-右] または [右-左] の形式を選択します。
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• マルチビュー ビデオ コーディング (MVC) — 高解像度のツー
ビュー (ステレオコープ) ビデオ、またはマルチビュー 3D ビ
デオを生成します。

• マルチビュー画像 — 3D カメラを使用して撮影されたマルチ
オイクチャー オブジェクト (MPO) ファイルなどの高解像度
ステレオコープを提供します。

3 ［OK] をクリックします。

これで、ライブラリとタイムライン内のメディアクリップのサ
ムネイルに 3D タグが付きます。
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タイムライン
タイムラインは、ビデオプロジェクトのメディアクリップを配置
する場所です。

このセクションでは、以下のトピックについて説明します。
• タイムラインビューの切り替え
• トラックの表示/非表示
• トラックの追加と交換
• グループ化とグループ化の解除
• リップル編集の使用

 タイムラインビューの切り替え
タイムラインでは、2 種類のビューを使用できます。ストーリー
ボードビューとタイムラインビューの 2 種類のビューが表示され
ます。 

ストーリーボードビュー
プロジェクトの写真およびビデオクリップをすばやく簡単に整理
するには、ストーリーボードビューを使用します。ストーリー
ボードの各サムネイルは、写真クリップ、ビデオクリップ、また
はトランジションを表します。サムネイルはプロジェクトに現れ
る順番で表示されます。ドラッグして並べ替えることもできます。
各サムネイルの下にはクリップの長さが表示されます。さらに、
ビデオ クリップの間にトランジションを挿入することや、選択し
たビデオ クリップをプレビュー ウィンドウでトリムすることもで
きます。
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Corel VideoStudioストーリーボードビュー

タイムラインビュー
タイムラインビューでは、ムービープロジェクトの要素を総合的
に確認できます。ここでは、プロジェクトがビデオ、オーバーレ
イ、タイトル、ボイス、ミュージックなどの個別のトラックに分
かれて表示されます。

Corel VideoStudioタイムラインビュー
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パーツ 説明

1 — すべての可視
トラックを表示 

プロジェクト内のすべてのトラックが表示
されます。

2 —トラックマ
ネージャー

タイムラインに表示されるトラックを管理
できます。

3 — 選択した範囲 プロジェクトのトリム部分や選択部分を表
すカラーバーが表示されます。

4 — チャプター /
キューポイントを追
加/削除

ムービーにチャプターポイントまたは
キューポイントを設定できます。

5 — リップル編集を
有効/無効にする

有効時にクリップがトラックに追加される
と、クリップはそれらの相対位置を維持し
ます。詳しくは、91 ページの「リップル
編集の使用」参照を参照してください。

6 — トラックボタン 個々のトラックを表示/非表示にします。

7 — タイムラインを
自動的にスクロール

現在のビューよりも長いクリップをプレ
ビューするときに、タイムラインに沿って
スクロールを可能/不可能にします。

8 — スクロール
コントロール

左右のボタンを使用するか、スクロール
バーをドラッグして、プロジェクト内を移
動できます。

9 — タイムライン
ルーラー

プロジェクトのタイムコードの増分を、
時:分:秒：フレーム数で表示します。ク
リップとプロジェクトの長さの確認に役
立ちます。

10 — ビデオトラック ビデオ、写真、グラフィックス、およびト
ランジションを含みます。HTML 5 モード
では、バックグラウンドトラックも利用で
きます。
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ホイールマウスを使用してタイムラインをスクロールでき
ます。 
任意のトラックボタンを右クリックして［すべてのメディ
アを選択］を選択し、そのトラック内のすべてのメディア
クリップを選択します。 

ポインタをズームコントロールまたはタイムラインルーラー
に合わせ、ホイールを使ってタイムラインをズームイン/
ズームアウトできます。

ストーリーボードビューとタイムラインビューの切り替え
• ツールバーの左側のボタンをクリックします。

11 — オーバーレイト
ラック

オーバーレイクリップを含みます。オー
バーレイクリップには、ビデオ、写真、グ
ラフィック、カラークリップがあります。
HTML 5 プロジェクトでは、オーバーレイ
トラックも利用できます。

12 — タイトルト
ラック

タイトルクリップが配置されます。

13 — ボイストラック ナレーションクリップが配置されます。

14 — ミュージックト
ラック

オーディオファイルからミュージックク
リップが配置されます。

パーツ 説明
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トラックの表示/非表示
トラックを表示または非表示にできます。トラックが非表示の場
合は、再生時またはビデオのレンダリング時にトラックが表示し
ません。トラックの表示または非表示の選択は、 別途メディアク
リップを削除して再度インポートしないでプロジェクト内の各ト
ラックの効果を確認できますべっと。

トラックを表示/非表示にするには
• 表示または非表示にするトラックのトラック ボタンをクリック
します。
トラックは隠れたときタイムラインに淡色で表示されます。

トラックの追加と交換
トラックマネージャーでは、タイムラインでさらに多くのコント
ロールを使用できます。最大で 20 のオーバーレイトラック、2 つ
のタイトルトラック、および 8 つのミュージックトラックを使用
できます。

HTML5 プロジェクトでは、最大で 3 つのバックグラウンドトラッ
ク、18 のオーバーレイトラック、2 つのタイトルトラック、およ
び 3 つのミュージックトラックを使用できます。

1 つのビデオトラックと 1 つのボイストラックのみです。

追加のオーバーレイ、タイトル、ミュージックのトラックを挿入
または削除でき、タイムラインで直接オーバーレイトラックを交
換することもできます。
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トラックマネージャーでトラックを追加するには
1 ツールバーで［トラック マネージャー］をクリックします。 

2 各トラックのドロップダウンリストで表示するトラック数を指
定します。

［デフォルトに設定］をクリックして、すべての新規プロ
ジェクトのデフォルトとして現在の設定を保存します。

また、［トラックマネージャー］ 設定を調整し、追加したオ
プションのトラック数を削減できます。

タイムラインでトラックを挿入または削除するには
1 タイムラインで、挿入または削除するトラックのトラックボタ
ンを右クリックし、以下のメニューコマンドの1つを選択し
ます：
• 上のトラックを挿入 — 選択したトラックの上のトラックを
挿入します

• 下のトラックを挿入 — 選択したトラックの下のトラックを
挿入します
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• トラックの削除 — タイムラインからトラックを削除します

同じ種類のトラックが挿入されるか、選択したトラックが削除
されます。

操作が許可されている場合のみ、上記のメニューリストが
表示されます。例えば、トラックの削除は、プロジェクト
にオプションのトラックが追加されていなければ利用でき
ません。同様に、あるトラックの種類に追加できる最大数
のトラックが選択されている場合、トラックを挿入するメ
ニューコマンドは表示されません。

オーバーレイトラック交換するには

1 ［オーバーレイトラック］ボタン を右クリックして、

［トラック交換］を選択します。
2 交換するオーバーレイトラックを選択します。

選択したオーバーレイトラックのすべてのメディアが交換し
ます。 

この機能は、複数のオーバーレイトラックを使用している
プロジェクトで作業している場合にのみ機能します。

グループ化とグループ化の解除
タイムラインにあるアイテムをグル－プにまとめたりグループ化
を解除したりすることができます。たとえば、トラックから複数
のクリップまたは写真を選択してグループ化すると、一度に移動
したりグループ全体に効果を適用したりできます。エレメントは
いつでもグループから解除できます。
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アイテムがグループ化されているかどうかを確認する方法

タイムラインでグループ化されているアイテムをクリックすると、
そのグループ内のアイテムがすべてハイライトされます（オレンジ
色のアウトライン）。

タイムラインでグループ化されているアイテムを
クリ ックすると、 そのグループ内のアイテムがす
べてハイライ ト されます （オレンジ色のアウト ラ
イン）。

タイムラインでアイテムをグループ化するには
1 編集ワークスペースで、グループ化するアイテムがすべてタイ
ムラインに追加されていることを確認します。

2 Shift を押しながら、グループ化するアイテムをクリックします。

3 選択したアイテムを右クリックし、表示されたメニューから 
[グループ化] を選択します。

タイムラインでアイテムのグループ化を解除するには
1 タイムラインでグループ化されたアイテムの上で右クリックし、
表示されたメニューから [グループ化の解除] を選択します。
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リップル編集の使用
［リップル編集］を使うと、クリップを挿入または削除する際に、
トラックの元の同期状態を維持できます。 

たとえば、ビデオの先頭に 10 秒クリップを追加する場合は、他の
クリップすべては 10 秒ずつ右に移動します、これはすべてのト
ラックの同期を維持できるので、編集の効率が高まるという利点
もあります。

元のタイムライン

リ ップル編集が無効な状態でビデオト ラックにク
リ ップを挿入した後のタイムライン。 新しいク
リ ップを挿入すると、 ビデオト ラックのクリ ップ
だけが移動します。
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い くつかのト ラックでリ ップル編集が有効な状態
で、 ビデオト ラックにクリ ップを挿入した後のタ
イムライン。 新しいクリ ップを挿入すると、 リ ッ
プル編集が有効なト ラックのクリ ップが移動し、
元の同期が維持されます。 

リップル編集モードでクリップを挿入するには
1 ［リップル編集を有効/無効にする］ ボタン をクリックして
パネルを有効にします。

2 リップル編集を適用する各トラックの横の をクリックし
ます。

3 挿入するクリップをライブラリからタイムラインの希望の場所
にドラッグします。新しいクリップが配置されるとすぐ、リッ
プル編集を適用したすべてのクリップが、トラックの位置関係
を維持したまま移動します。
注記：リップル編集はクリップを削除するときにも適用され
ます。
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メディアを編集
ビデオクリップ、写真、オーディオクリップはプロジェクトの基
礎になります。したがって、クリップの操作は最も重要なスキル
としてぜひ習得してください。

このセクションでは、以下のトピックについて説明します。
• 編集ワークスペースのオプションパネルの使用
• 複数ファイルの変換
• ビデオクリップの追加
• 写真の追加
• タイムリマップ
• ビデオ再生速度の変更
• 固定フレームの使用
• メディアクリップの交換
• クリップのトリム
• シーンごとに分割の使用
• 1つのビデオファイルを複数のクリップにトリムするには
• トリムしたクリップの保存
• ビデオクリップから静止画を撮る
• クリップのエンハンス
• ホワイトバランスの調整
• パンとズーム効果の適用
• マスククリエーターの使い方
• トラック透明
• 360 ビデオ
メディアを編集 93



編集ワークスペースのオプションパネルの使用
編集ワークスペースのオプションパネルでは、タイムラインに追
加したメディア、トランジション、タイトル、グラフィック、ア
ニメーション、およびフィルターを変更できます。使用可能なタ
ブとコントロールの数は、選択するメディアタイプによって異な
ります。例えば、ビデオクリップを選択する場合にライブラリパ
ネルの ［オプション］ をクリックすると、ビデオと属性の2つの
タブが表示します。ビデオと属性。

ビデオ：ビデオタブ
• ビデオの長さ — 選択したクリップの再生時間を、時:分:秒：
フレーム数の形式で表示します。クリップの再生時間を変更し
て、選択したクリップをトリムできます。

• クリップのボリューム — ビデオのオーディオセグメントの音
量を調整できます。

• ミュート — ビデオのオーディオセグメントを削除することな
く、音だけを消します。

• フェードイン/アウト — クリップの音量を徐々に上げ下げして
スムーズなトランジション効果を与えます。フェードイン/ア
ウトの時間の長さを設定するには、［設定］ >［環境設定］ > 
［編集］ の順に選択します。

• 回転 — ビデオクリップを回転します。
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• 色補正 — ビデオクリップの色相、彩度、明度、コントラスト、
ガンマ値を調整できます。ビデオクリップまたは写真クリップ
のホワイトバランスを調整したり、トーンを自動調整すること
もできます。

• 再生速度変更/タイムラプス — クリップの再生速度を調整でき
ます。

• 変速コントロール — 個々の間隔でクリップの再生速度を調整
できます。

• ビデオを逆再生 — ビデオを逆に再生します。
• オーディオを分割 — オーディオをビデオファイルから分割し、
ボイストラックに配置できます。

• シーンごとに分割 — 取り込んだDV AVIファイルを、撮影日時
またはビデオコンテンツの変化(モーションの変化、カメラシ
フト、明度の変化など)に基づいて分割します。

• ビデオの複数カット — ビデオファイルから必要なセグメント
を選択して抽出できます。

• リサンプリングオプション — ビデオのアスペクト比を設定し
ます。

写真：写真タブ
• 長さ — 選択したイメージクリップの再生時間を設定します。
• 回転 — 画像クリップを回転します。
• 色補正 — 画像の色相、彩度、明度、コントラスト、ガンマ値
を調整できます。ビデオまたはイメージクリップのホワイトバ
ランスを調整したり、トーンを自動調整することもできます。

• リサンプリングオプション — トランジションや効果が適用さ
れる場合に、写真の縦横比を変更することができます。

• パンとズーム — 現在の画像にパン＆ズーム効果を適用します。 
• プリセット — パン＆ズームの各種プリセットを提供します。
ドロップリストから選択できます。
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• カスタマイズ — 現在のイメージのパンとズームの方法を定義
できます。

色：色タブ
• 長さ — 選択したカラークリップの再生時間を設定します。

• カラーピッカー — カラーボックスをクリックして色を調整で
きます。

属性タブ
• マスク＆クロマキー — マスク、クロマキー、透明などのオー
バーレイオプションを適用できます。

• 配置オプション — プレビューウィンドウでオブジェクトの位
置を調整できます。［配置オプション］ ポップアップメニュー
でオプションを設定します。 

• 最後に使用したフィルターを置き換える — 新しいフィルター
をクリップにドラッグしたときに、前回クリップに適用した
フィルターを置き換えます。クリップに複数のフィルターを適
用する場合は、このオプションを選択解除してください。

• 適用したフィルター  — クリップに適用したビデオフィルター
を一覧表示します。フィルターの順番を調整するには、 ま
たは をクリックします。フィルターを削除するには、
をクリックします。

• プリセット — フィルターの各種プリセットを提供します。ド
ロップリストから選択できます。

• フィルターのカスタマイズ — クリップ全体でのフィルターの
動作を定義できます。

• 方向/スタイル — クリップの入/出の方向とスタイルを設定でき
ます。可能な設定は、静止、上/下、左/右、左上/右上、左下/
右下です。
スタイルに関係するクリップの入/出の方向として可能な設
定は、［停止の前/後に回転］ および ［フェードイン/アウト 
モーション効果］ です。
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• クリップを変形 — クリップのサイズと縦横比を変更できます。

• グリッドラインを表示 — グリッドラインの表示を選択します。

をクリックしてダイアログボックスを開き、グリッドライ

ンの設定を指定します。

• 高度なモーション — ［モーションのカスタマイズ］ ダイアロ
グボックスからオーバーレイやタイトルのカスタマイズしま
す。詳しくは、199ページの「モーションを生成する」 を参照
してください。

複数ファイルの変換
バッチ変換を使用すると、多数のファイルを順次、別の形式に変
換できます。また、バッチ変換を実行するためのプロファイルを
作成することもできます。これにより、バッチ変換設定を保存し
て今後のバッチ変換にそれらを適用することができます。

バッチ変換を実行するには
1 ［ファイル］ >［バッチ変換］ をクリックします。

2 ［追加］ をクリックし、変換するファイルを選択します。

3 ［フォルダーに保存］ で、出力フォルダーを選択します。

4 ［保存形式］ で、希望の出力形式を選択します。

さらに詳細保存オプションを設定する場合は、［オプション］ 
ボタンをクリックします。

5 ［変換］ をクリックします。

結果は ［タスクリポート］ ダイアログボックスに表示されます。
［OK］をクリックして終了します。
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バッチ変換プロファイルを作成するには
1 ［ファイル］ > ［バッチ変換］ をクリックします。

2 [バッチ変換] ダイアログボックスで、プロファイルとして保存
する設定を選択します。

3 [プロファイル] ボタンをクリックして ［プロファイルを追加］ 
を選択します。

4 ［テンプレートを追加］ ダイアログボックスで、プロファイル
の名前を入力します。

［プロファイル］ ボタンをクリックし、適用するプロファイ
ルを選択してバッチ変換プロファイルを適用します。

［プロファイル］ ボタンをクリックし、［プロファイルを削
除］ を選択し、削除するプロファイルを選択してバッチ変
換プロファイルを削除します。

ビデオクリップの追加
タイムラインにビデオクリップを挿入するには、以下のいくつか
の方法があります。
• ライブラリでクリップを選択し、ビデオトラックまたはオー
バーレイトラックにドラッグします。複数のクリップを選択す
るには、Shift キーを押しながら選択します。

• ［ライブラリ］ のクリップを右クリックし、［挿入先：ビデオト
ラック］ または ［挿入先：オーバーレイトラック］ を選択し
ます。 

• Windows エクスプローラで 1 つまたは複数のビデオファイル
を選択し、ビデオトラックまたはオーバーレイトラックにド
ラッグします。
98 Corel VideoStudio X10 



• ファイルフォルダーから直接ビデオトラックまたはオーバーレ
イトラックにクリップを挿入するには、タイムラインを右ク
リックし、［ビデオを挿入］ を選択して、使用するビデオを指
定します。

Corel VideoStudio は、3D メディアクリップに対応していま
す。3D メディアクリップにタグを付けると、3D 編集機能
で簡単に識別して、編集できるようになります。詳しくは、
80ページの「ファイルを 3D としてタグ付け」 を参照して
ください。

ビデオファイルのほかに、著作権保護されていない DVD 形
式のディスクからもビデオを追加できます。

写真の追加
写真クリップは、ビデオクリップと同じ方法でビデオトラックに
追加します。プロジェクトに写真を追加する前に、すべての写真
に必要とされる写真サイズを決定してください。デフォルトでは、
Corel VideoStudio は写真の縦横比を維持しながらサイズを調整し
ます。 

Corel VideoStudio は、Corel PaintShop Pro PSPIMAGE ファイル 
(*.pspimage) に対応します。ライブラリに取り込まれた PSPIMAGE 
ファイルには複数レイヤーインジケータがあるので、他のタイプ
のメディアクリップと見分けることができます。
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挿入したすべての写真をプロジェクトのフレームサイズと
同じサイズにするには
1 ［設定］ >［環境設定］ >［編集］ の順にクリックします。

2 ［イメージリサンプルオプション］ のデフォルトを ［プロジェ
クトサイズに合わせる］ に変更します。

PSPIMAGE ファイルをタイムラインに取り込むには
1 ライブラリ内のクリップを右クリックします。 

2 ［挿入先］ をクリックして、メディアクリップを追加するト
ラックを選択します。 

3 以下のオプションのいずれかを選択します。

• レイヤー — ファイルのレイヤーを個々のトラックに含める
ことができます。

• 結合 — 結合した画像を単一のトラックに含めることができ
ます。

また、ファイルを直接タイムラインにドラッグすることも
できます。プログラムは自動的にレイヤーを個々のトラッ
クに追加します。結合した画像を挿入するには、Shift キー
を押しながらファイルをドラッグします。 
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タイムリマップ
使いやすい速度コントロールにより、ビデオにスローモーションや
高速効果を追加したり、アクションのフリーズ、シーンの逆転や
逆再生などが可能になります。速度効果に必要なツールのすべて
を 1 か所から使用できます。

タイムリマップ ダイアログボックスには、使い慣れた再生および
トリムコントロールの他に、速度コントロールによる変更結果を
表示するサムネイルも含まれます。

タイムリマップ ダイアログボックス
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再生スピード、フリーズ、またはビデオ映像の逆再生
1 タイムラインビュー (編集 ワークスペース)で、編集するク
リップを右クリックし、ショートカットメニューからタイムリ
マップを選択します。

2 タイムリマップウィンドウでビデオをコマ送りし、再生速度の
変更、アクションの逆再生、フリーズフレームを追加する場所
を決めます。

3 [再生] ボタンをクリックし、 [マークイン]  または 

[マークアウト] ボタンで 編集するクリップのセグメントを

選択します。白色の線はクリップ内の指定したセグメントを示
します。
注記：再生コントロールで、オリジナルのクリップ内を移動で
きます。

4 次のいずれかの操作を行います。

• [速度] ボタン をクリックし、スライダをドラッグして選
択したセグメントの速度を設定します。速度を上げるには右
にドラッグ、下げるには左にドラッグします。
徐々に速度を変更するには、 [イーズイン]、[イーズアウト] 
チェックボックスを使用します。
注記：クリップの速度を変更すると、オーディオは削除され
ます。

• [逆再生] ボタンをクリックし、 繰り返し値を回数で設定
します。

5 フレームをフリーズするには、タイムラインで白い線のついて
いない任意のポイントをクリックし（逆再生または速度の変更
が適用されたセクションのフレームはフリーズできません）、

[フリーズフレーム] ボタンをクリックして フレームの長
さを秒で入力します。
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6 適用した変更を確認するには、再生コントロールの下に表示さ
れるサムネイルを利用します。サムネイルの左上のアイコン
は、適用した速度コントロールの種類を表示します（速度変更
に使用されるアイコンは、亀がスローモーション、うさぎが高
速を意味します）。

[タイムリマップ効果の再生] ボタンをクリックし、 適用さ
れた効果を確認します。

セグメントの削除やフレームのフリーズには、対応するサムネ
イルをクリックして[選択したクリップの削除] ボタンをクリッ

クします 。 

7 [OK] をクリックし、編集 ワークスペースに戻ります。

ビデオ再生速度の変更
ビデオの再生速度を変更できます。たとえば、ビデオをスロー
モーションにして動きを強調したり、高速再生にしてムービーに
コミカルな雰囲気を加えたりすることができます。ビデオや写真
にタイムラプスやストロボ効果を作成するのにこの機能を使用す
ることもできます。

基本的な速度変更には、タイムリマップダイアログボックスも使
用できます。詳しくは、以下を参照してください。 
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ビデオクリップの速度とタイムラプス属性を調整するには 
1 編集ワークスペースで、［オプション］ をクリックして［再生
速度変更/タイムラプス］ を［オプション］ パネルからクリック
します。

2 ［変更後のクリップの長さ］ でビデオクリップの再生の長さを
指定します。
注記：クリップの元の長さを維持する場合は、元の値を変更し
ないで下さい。 

3 ［1秒間のフレーム数］ で、ビデオ再生時に一定の間隔で削除す
るフレーム数を指定します。
注記：1秒間のフレーム数に入力した値が大きければ大きいほ
ど、ビデオのタイムラプス効果が強くなります。ビデオクリッ
プ内のすべてのフレームを維持する場合は、値を 0 のままに
します。

4 好みの速さ (遅い、標準、速い) になるように速度スライダー
をドラッグするか、値を入力します。 
注記：値が大きいほどクリップの再生速度は速くなります 
(値範囲：10～1000%)。
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5 ［プレビュー］ をクリックして設定の効果を確認します。

6 ［OK] をクリックします。

静止画像にタイムラプス/ストロボ効果を適用するには
1 ［ファイル］ > ［メディア ファイルをタイムラインに挿入］ > 
［タイムラプス写真の挿入］ をクリックします。

2 プロジェクトに含める写真を検索して、［開く］ をクリックし
ます。
注記：デジタル一眼レフカメラで連続的に撮影された連続写真
を選択することをお勧めします。

3 ［維持］ と［ドロップ］ で、維持するフレーム数と削除するフ
レーム数を指定します。
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注記：例えば、［維持］ に 1、［ドロップ］ に 3 を入力します。
つまり、その間隔に従って選択した写真セットに対して 1 つ
のフレームを維持し、3 つのフレームを削除します。

4 ［フレームの長さ］ で、各フレームの表示時間を指定します。

5 再生コントロールを使用して、写真のフレーム設定の効果をプ
レビューします。

6 ［OK] をクリックします。

［1 秒間のフレーム数］ の値が 1 フレーム以上で、クリップ
の長さが同じなら、動画はストロボ効果を得ることができ
ます。［1 秒間のフレーム数］の値が 1 フレーム以上で、
クリップの長さが短いなら、タイムラプス効果を得ること
ができます。

Shift キーを押しながらタイムラインのクリップの端をド
ラッグすると、再生速度を変更できます。

黒い矢印はクリップがトリムまたは伸張されることを表し、
白い矢印は再生速度が変更されることを表します。

ビデオクリップの変速属性を調整するには
1 編集ワークスペースで、［オプション］ をクリックして［変速］ 
を［オプション］ パネルからクリックします。

2 キーフレームを追加する場所にジョグ スライダーをドラッグ
します。
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3 ［キーフレームを追加］  をクリックして、フレームをクリッ
プのキーフレームとして設定します。キーフレームごとに再生
速度を変更できます。

4 速度を増減するには、 ボタンをクリックするか、［速度］ に
値を入力します。 

遅いから標準または高速にスライダーをドラッグすることもで
きます。

5 ［再生］ ボタン をクリックして効果をプレビューします。

6 終了したら ［OK］ をクリックします。

個々の間隔でクリップの再生速度を修正してプロジェクト
に違いを追加することができます。 

変速を設定するとビデオ クリップの音声が削除されます。
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ビデオ再生を逆にするには
• オプションパネルで ［ビデオを逆再生］ をクリックします。

固定フレームの使用
固定フレームを使うと、ビデオの特定のフレームが表示される時
間を延ばすことで、そのフレームを強調できます。例えば、固定
フレームを使うとスポーツイベントで得点が入ったときのフレー
ムや、人の笑顔や反応を強調できます。

固定フレームをビデオクリップに適用すると、クリップは自動的
にフリーズポイントで分割され、選んだフレームが画像ファイル
（BMP）として挿入され、設定した時間画面上に表示されます。
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固定フレームを適用するには
1 タイムライン（編集ワークスペース）で、フリーズするフレー
ムがあるビデオクリップを選択します。

2 使用するフレームにスクラブします。選択したフレームがプレ
ビューウィンドウに表示されます。
注記：ナビゲーションパネルの ［前へ］ と ［次へ］ ボタンを押
すと、フレーム単位でクリップを移動し、最適なフレームを見
つけられます。

3 ［編集］メニュー > ［固定フレーム］ をクリックします。

4 ［固定フレーム］ ダイアログボックスで、［長さ］ を設定します。
注記：フリーズ中に他のトラックのオーディオを一時停止する
場合は、［オーディオを分割］ チェックボックスを有効にしま
す。これにより、フリーズ中すべてのオーディオ関連トラック
（音声、音楽、ビデオオーバーレイ）が分割および一時停止さ
れます。

5 ［OK] をクリックします。

メディアクリップの交換
タイムライン内のメディアクリップを、現在位置を維持したまま
置き換えることができます。クリップを置き換えると、元のク
リップの属性が新しいクリップに適用されます。 

クリップを置き換えるには
1 タイムラインで、置き換えるメディアクリップを右クリックし
ます。

2 右クリックメニューから ［クリップを置き換え］ を選択します。 

［クリップの交換/再リンク］ ダイアログボックスが表示され
ます。 
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3 置き換えるメディアクリップを検索して、［開く］ をクリック
します。 

タイムラインのクリップが自動的に置き換えられます。

置き換えるクリップの長さは、元のクリップの長さと同じ
か、元のクリップより長くなければなりません。
[Shift] キーを押したまま複数のクリップを選択してタイム
ラインのクリップを複数選択して、処理を繰り返して複数
のクリップを置き換えます。置き換えのクリップ数は、
タイムラインで選択したクリップ数と一致している必要が
あります。

Ctrl キーを押しながらライブラリからタイムラインにビデ
オクリップをドラッグすると、自動的にそのビデオクリッ
プに置き換えられます。

クリップのトリム
コンピューターでムービーを編集を行う最大の利点は、フレーム
単位で正確にクリップの分割とトリムを実行しやすい点です。 

クリップを 2 つに分割するには
1 ストーリーボードビューまたはタイムラインビューで、分割す
るクリップを選択します。

2 クリップの分割位置までジョグ スライダーをドラッグします。

注記： または をクリックして、分割位置をより正確に
指定します。
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3 をクリックして、クリップを 2 つのクリップに分割します。
分割したクリップのうち 1 つを削除するには、不要なクリップ
を選択して Delete キーを押します。

シングルクリップトリマーを使ってトリムマーカーでク
リップをトリムするには
1 ライブラリ内のビデオクリップをダブルクリックするか、ビデ
オクリップを右クリックして ［ビデオ クリップのトリム］ を
選択し、［ビデオ クリップのトリム］ ダイアログボックスを開
きます。

2 トリムマーカーをクリックしてドラッグし、クリップ上のマー
クイン/マークアウトの位置を設定します。

3 より正確にトリムするには、トリムマーカーをクリックした状
態で、キーボードの左右矢印キーを使って一度に 1 フレームず
つトリムします。マークイン/マークアウトの位置は、それぞ
れ F3 キーと F4 キーを押して設定することもできます。

4 トリムしたクリップのみをプレビューするには、[Shift + ス
ペース] キーを押すか、[Shift] キーを押しながら［再生］ ボタ
ンをクリックします。
注記：ズームコントロールを使ってタイムライン上でビデオの
各フレームを表示し、一度に1フレームずつトリムすることも
できます。スクロールバーを使うと、より速く簡単にプロジェ
クト内を移動できます。ホイールマウスを使って、スクロール
したり、Ctrl キーを押しながらズームすることもできます。

トリムマーカー マークイン/
マークアウト 
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タイムライン上で直接クリップをトリムするには
1 タイムライン上でクリップをクリックして選択します。
2 クリップのどちらかの端のトリムマーカーをドラッグしてク
リップの長さを変更します。プレビューウィンドウには、ク
リップのトリムマーカーの位置が反映されます。
注記：Corel VideoStudio には、特定のタイムコードでクリップ
を追加できる、インスタントタイムコードチップという機能が
あります。これはタイムライン上でオーバーラップするクリッ
プをトリムしたり挿入したりするときに表示されます。表示さ
れるタイムコードを基に、調整を行うことができます。たとえ
ば、インスタントタイムコードチップは 00:00:170.05 (03:00 - 00) 
の形式で表示されます。00:00:170.05 は、選択したクリップ
が位置する現在のタイムコードを示します。開始 — 終了範囲
(03:00 - 00)は、前のクリップとオーバーラップしている時間
と、次のクリップとオーバーラップしている時間を示します。

［長さ］ ボックスを使用してクリップをトリムするには
1 タイムライン上でクリップをクリックして選択します。
2 オプションパネルの ［長さ］ ボックスでタイムコードをクリッ
クし、必要なクリップの長さを入力します。

インスタントタイムコードチップ
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注記：ビデオの ［長さ］ ボックスでの変更は、マークアウト
の位置にのみ適用されます。マークインの位置は変更されま
せん。

シーンごとに分割の使用
編集ワークスペースで ［シーンごとに分割］ 機能を使用すると、
ビデオファイル内の異なるシーンを検出して自動的に複数のク
リップファイルに分割できます。

Corel VideoStudio のシーンの検出方法は、ビデオファイルのタイプ
によって異なります。取り込んだ DV AVI ファイルのシーンは、
次の 2 つの方法で検出できます。 
• ［DV 撮影時間の検出］ は、シーンを撮影日時に基づいて検出し
ます。

• ［シーン検出］ は、モーションの変化、カメラシフト、明度の
変化などコンテンツの変化を検出し、個々のビデオファイルに
分割します。

MPEG-1 または MPEG-2 ファイルのシーンは、コンテンツの変化に
基づいてのみ検出できます（［シーン検出］ による検出）。

長さ

トリムマーカー
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DV AVI または MPEG ファイルにビデオの自動分割を使用す
るには
1 編集ワークスペースで、取り込んだ DV AVI ファイルまたは 

MPEG ファイルをタイムライン上で選択します。

2 ［オプション］ をクリックし、オプションパネルの ［シーンご
とに分割］ ボタン をクリックします。［シーン］ ダイアロ
グボックスが開きます。

3 希望のスキャン方法(［DV撮影時間の検出］ または ［シーン検
出］)を選択します。

4 ［オプション］ をクリックします。［シーンスキャンの感度］ 
ダイアログボックスで、スライダーをドラッグして ［感度］ レ
ベルを設定します。値が大きいほどシーン検出の精度が高まり
ます。

5 ［OK] をクリックします。

6 ［スキャン］ をクリックします。Corel VideoStudio でビデオ
ファイルがスキャンされ、検出されたすべてのシーンが一覧表
示されます。
検出されたシーンのうちいくつかを1つのクリップに結合す
ることもできます。これには、結合するすべてのシーンを選
択し、［結合］ をクリックするだけです。プラス印(+)と番号
は、そのクリップに結合されたシーンの数を示します。［分
割］ をクリックすると、前に行った結合操作を元に戻すこと
ができます。

7 ［OK］ をクリックしてビデオを分割します。
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1つのビデオファイルを複数のクリップにトリムする
には
ビデオの複数カット機能を使用することでも、クリップを複数の
セグメントに分割できます。［ビデオの自動分割］ はプログラムに
より自動的に行われますが、［ビデオの複数カット］ 機能では抽出
するクリップを自由に指定でき、必要なシーンのみを簡単に含め
ることができます。

パーツ 説明

1 — タイムライン
ズーム

上下にドラッグして、ビデオクリップをフ
レーム/秒の単位で分割できます。

2 — ワンフレーム・
マルチトリム

ビデオクリップをフレーム単位でスキャンす
ることにより、正確にマークインとマークア
ウトの位置を設定できます。

1 2 3 4
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1 つのビデオファイルを複数のクリップにトリムするには
1 編集ワークスペースで、トリムするクリップを選択します。
2 クリップをダブルクリックしてオプションパネルを開きます。
3 オプションパネルで、［ビデオの複数カット］ をクリックします。

4 ［ビデオの複数カット］ ダイアログボックスで ［再生］ をク
リックし、クリップ全体を見てからセグメントのマーク方法を
決めます。 

5 タイムラインズームをドラッグして、表示するフレームの数を
選択します。最小単位である 1 フレーム/秒で表示するよう選
択することもできます。

6 ジョグ スライダーをドラッグし、ビデオの中で最初のセグメ
ントの先頭フレームとして使う場所まで移動して、［マークイ

ンを設定］ ボタン をクリックします。

7 ジョグ スライダーをもう一度ドラッグし、セグメントの終了

位置まで移動して、［マークアウトを設定］ ボタン をクリッ
クします。

8 手順 4 と 5 を繰り返して、保持または削除するすべてのセグ
メントをマークします。
注記：ビデオを再生しながら F3 キーおよび F4 キーを押して、
セグメントをマークインおよびマークアウトできます。［選択
範囲を反転］ ボタン をクリックするか、［Alt+I］ を押して
維持したいセグメントのマークと、クリップから除去したいセ
グメントのマークを反転させます。

3 — 再生速度コン
トロール

異なる再生速度でクリップをプレビューし
ます。

4 — ジョグホイール クリップの別の部分までスクロールするとき
に使用します。

パーツ 説明
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［クイック検索の間隔］ を使用すると、一定のフレーム間隔で
ムービー内を参照できます。

9 終了したら ［OK］ をクリックします。保持したビデオセグメ
ントがタイムラインに挿入されます。

 

トリムしたクリップの保存
ビデオの自動分割機能を使ってクリップを自動分割したり、ビデ
オの複数カット機能でクリップを抽出したり、手動でクリップを
トリムするなど変更を加えた後、変更後の状態でクリップを確定
して編集済みファイルを保存することが多くあります。この場合、
Corel VideoStudio では安全策として、トリムしたビデオが新しい
ファイルに保存されます（元のファイルは変更されません）。

［ビデオの複数カット］ ダイアログボックスのナビゲーションコン
トロール

                                

一定の間隔でビデオを戻したり進めたりできます。
デフォルトでは、これらのボタンをクリックする
とビデオを15秒間隔で戻したり進めたりできます。 

トリムした完成ビデオのプレビューを再生します。

ビデオファイルを再生します。選択したセグメン
トだけを再生するには、Shift キーを押しながらク
リックします。

 

トリムしたセグメントの開始フレームまたは終了
フレームに移動します。

                                            

ビデオ内の前のフレームまたは次のフレームに移
動します。

ビデオの再生を繰り返します。
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トリムしたクリップを保存するには
1 ストーリーボードビューまたはタイムラインビュー、ライブラ
リでトリムしたクリップを選択します。

2 ［ファイル］ > ［トリムしたビデオを保存］ の順でクリックし
ます。

ビデオクリップから静止画を撮る
タイムライン上で特定のフレームを選択し、画像ファイルとして
保存すると、編集ワークスペースで静止画像を取得できます。

編集ワークスペースで写真を取得するには
1 ［設定］ >［環境設定］ >［取り込み］ の順にクリックします。 

［静止画形式］ として、ビットマップ または JPEG を選択し
ます。
注記：JPEG を選択した場合は、［画質］ を設定します。 

2 ［OK] をクリックします。

3 タイムラインで、プロジェクト内のビデオクリップを選択し
ます。

4 ジョグ スライダーをドラッグして、取得するフレームまで移
動します。

5 ［編集］ >［静止画として保存］ の順にクリックします。静止画
像が自動的にライブラリに追加され、作業フォルダーに保存さ
れます。

クリップのエンハンス
Corel VideoStudioでは、現在のプロパティを調整することで、ビデ
オクリップやイメージクリップの見た目を向上できます。
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色と明度を調整するには
1 タイムラインで、補正するビデオクリップまたはイメージク
リップを選択します。

2 スライダーをドラッグして、クリップの色相、彩度、明度、
コントラスト、またはガンマを調整します。

3 プレビューウィンドウで、新しい設定でイメージがどのように
変わるかを確認します。
注記：クリップの元の色設定にリセットするには、該当するス
ライダーをダブルクリックします。

ビデオクや画像のリップのトーンの質を調整するには 
1 編集ワークスペースで、［オプション］ をクリックして ［色補
正］ を ［オプション］ パネルからクリックします。

2  ［トーンの自動調整］ をクリックします。 
注記：［トーンの自動調整］ ドロップリストをクリックして、
クリップのトーンを ［非常に明るく］、［明るく］、［標準］、
［暗く］、［非常に暗く］ の中から選択できます。

クリップをサイズ変更または変形するには
1 ビデオトラックでクリップを選択し、オプションパネルで
［属性］ タブをクリックします。

2 ［クリップを変形］ オプションボックスを選択します。黄色の
ハンドルが表示されるので、以下いずれかの手順に従います。
• クリップの縦横比を維持しながらサイズを変更するには、
角にある黄色いハンドルをドラッグします(図 A)。

• 縦横比を維持しないでサイズを変更するには、辺にある黄色
いハンドルをドラッグします(図 B)。

• クリップを傾けるには、角にある緑のハンドルをドラッグし
ます(図 C)。
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ホワイトバランスの調整
ホワイトバランスの調整では、不適切な光源やカメラ設定による
色かぶりを除去し、イメージの自然な色温度を復元します。

たとえば、白熱灯で照らされたものは、イメージクリップまたは
ビデオクリップで見ると赤みや黄みが強すぎることがあります。
自然な外観にするには、イメージの中で白色となる基準点を探す
必要があります。Corel VideoStudio では、いくつかのオプション
によってホワイトポイントを選択できます。
• 自動 — イメージの全体的な色にマッチするように、適切なホ
ワイトポイントを自動的に選択します。

• 色を選択 — イメージ内のホワイトポイントを手動で選択でき
ます。スポイトツールを使用して、白またはニュートラルグレ
イになる基準エリアを選択します。

• ホワイトバランスのプリセット — 特定の照明条件やシナリオ
に合わせてホワイトポイントを自動的に選択します。

• 温度 — 光源の色温度をケルビン単位(K)で指定できます。電球、
蛍光灯、日光のシナリオには低い値を指定し、曇り、日陰、
厚い雲のシナリオには高い色温度を指定します。

図 A B C
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ホワイトバランスを調整するには
1 タイムラインまたはライブラリで、ビデオまたは写真を選択し
ます。

2 編集ワークスペースで、［オプション］ をクリックして ［オプ
ション］ パネルを開きます。

3 ［ビデオ］ タブまたは ［写真］ タブをクリックして、［色補正］ 
をクリックします。

4 ［ホワイトバランス］ オプションボックスを選択します。

5 ホワイトポイントの特定方法を、［自動］、［色を選択］、［ホワ
イトバランスのプリセット］、［色温度］ の中から選択します。

6 ［色を選択］ を選択した場合は、［プレビューを表示］ を選択し
てオプションパネルにプレビューエリアを表示します。 

7 カーソルをプレビューエリアにドラッグすると、カーソルがス
ポイトのアイコンに変わります。 

8 イメージ内をクリックして、白色になる基準点を指定します。
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9 プレビューウィンドウで、新しい設定でイメージがどのように
変わるかを確認します。
注記：使用可能な他の色調整を表示するには、［ホワイトバラ
ンス］ ドロップダウン矢印をクリックします。色の濃度を調整
するには、［鮮やかに］ または ［普通］ のいずれかを選択しま
す。ホワイトバランスの感度を指定するには、［弱く］、［標準］、
［強く］ のいずれかを選択します。

パンとズーム効果の適用
[パンとズーム] とは、静止画の上を視点が動きながら（パン）か
つ拡大/縮小（ズーム）して撮影しているのような動きを付ける効
果で、「Ken Burns エフェクト」とも呼ばれます。

パンとズーム効果写真に適用するには
• タイムラインの写真を右クリックして、［スマートパン&ズーム］ 
を選択します。 
注記：オプションパネルの ［写真］ タブで ［パン&ズーム］ を
クリックすることで、写真にパンとズームを適用することもで
きます。

パンとズーム効果はカスタマイズできます。以下の手順では、被
写体にズームインした最初の状態から、パンしてイメージ全体へ
とズームアウトする例を示します。
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パンとズーム効果をカスタマイズするには
1 ［写真］ タブで、［パン＆ズーム］ から ［カスタマイズ］ を選択
します。

2 ［パンとズーム］ ダイアログボックスで、元のウィンドウに表
示される十字 は、イメージクリップのキーフレームを表し
ます。ここで設定をカスタマイズして、パンとズーム効果を作
成できます。

3 イメージウィンドウに十字で示されている開始キーフレームを
ドラッグし、フォーカスするエリアまで移動します。

イメージ プレビュー
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4 マーキーボックスを最小化するか［ズーム比率］を高くして、
該当エリアをズームインします。

5 End キーフレームの十字をドラッグし、最終の位置に移動し
ます。

6 ［再生］ ボタン をクリックして効果をプレビューします。

7 ［OK］ をクリックして効果をイメージに適用します。

［パンとズーム］ ダイアログボックスのその他オプションを使用し
て、さらにこの効果をカスタマイズすることもできます。マー
キーボックスを元のウィンドウの特定位置に移動するには、
［アンカー］ ボックスをクリックします。

オリジナル プレビュー

プレビューオリジナル
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イメージをパンせずにエリア固定のままズームイン/ズーム
アウトするには、［パンしない］ を選択します。

フェードイン/アウト効果を使う場合は、［透明度］ を上げま
す。イメージは背景色にフェードします。カラーボックス
をクリックして背景色を選択するか、スポイトツール  
を使用してイメージウィンドウから色を選択します。

マスククリエーターの使い方
VideoStudio Ultimate でマスクを作成、編集し、選択した領域に効
果を適用します。ブラシまたは整形ツールを使用して、マスクク
リエーターでマスクを適用します。マスクを反転して、選択領域
と非選択領域を替えることも可能です。

マスククリエーターでは、 マスク領域が青い範囲
ボックスでハイライ ト示されます。
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マスクには、ビデオ と静止画の 2 つのタイプがあります。ビデオ
マスクはビデオの再生中にその動きに合わせて移動、変更するよ
う設計されています。静止画マスクは、ビデオを再生しても静止
したままの（変化しない）ため、画像に適用することが可能です。

ビデオマスクは動きの検出オプションを使用して、選択したオブ
ジェクトまたは背景の動きに合わせてマスクを適用します。[エッ
ジ許容値] の設定は、再生時のマスクのエッジ検出に影響します。
動きを検出する際は、フレームごと、現在の位置からビデオの最
後まで、現在の位置から指定したタイムコードまでから選択でき
ます。

コピー、貼り付け、移動などの編集機能により、ビデオマスクの
カスタマイズや微調整ができます。

マスクは、ほかのプロジェクトで繰り返し使用できるように保存
しておくことができます。マスククリエーターを終了すると、
マスクは対応するソースクリップの下にあるトラックにマスクク
リップとして表示されます。

マスクは対応するクリ ップの下のト ラックに表示
され、 マスクアイコンおよび楕円形のビネッ ト  サ
ムネイルで識別できます。

保存したマスクは、オーバーレイオプションのリストにインポー
トできます。マスクフレームおよびオーバーレイを使用するビデ
オマスクについての詳細は、181ページの「マスクフレームの追
加」 および 182ページの「オーバーレイクリップでのビデオマス
クの使用」を参照してください。
126 Corel VideoStudio X10 



マスククリエーターツールとオプション

以下のマスキングツールを使用できます。
• [マスクブラシ]  — フリーハンドでマスクを作成します。

[ブラシサイズ]スライダーで調整できます。
• [スマートマスクブラシ]  — 単独のオブジェクトの選択を
容易にするエッジ検出機能を利用し、フリーハンドでマスクを
作成します。[ブラシサイズ] および [エッジ許容値] スライダー
で調整できます。

• [矩形ツール]  — 長方形のマスクを作成します。ビデオマス
クでは、エッジ検出により後に続くフレームのエッジが調整さ
れます。

• [楕円形ツール]  —楕円形のマスクを作成します。ビデオマ
スクでは、エッジ検出により後に続くフレームのエッジが調整
されます。

• [消しゴム]  — マスクを消去するのに使います。[ブラシサ
イズ] スライダーで調整できます。

• [スマート消しゴム]  —  単独のオブジェクトの選択を容易
にするエッジ検出機能を利用し、マスクを消去します。[ブラ
シサイズ] および [エッジ許容値] スライダーで調整できます。
[ブラシサイズ] スライダー以外に、[エッジ許容値] スライダー
も利用できます。

• [マスクをクリア] — マスクを完全に消去します。
• [ブラシサイズ] スライダー — [マスクブラシ]、[スマートマス
クブラシ]、[消しゴム]、[スマート消しゴム] の直径を変更し
ます。

• [エッジ許容値] スライダー — マスキングツールで選択したピ
クセルと隣接ピクセルとの一致度合いに基づき、 マスクエッジ
検出の識別度を決定します。低い値を設定すると、近似ピクセ
ルのみがマスクに取り入られ、高い値を設定すると、マスクが
広がり広範囲のピクセルを取り込みます。
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次の[編集ツール] でマスクの管理および編集ができます。
• [マスクの表示/非表示]  — 再生エリアでのマスク領域のハ
イライトや範囲ボックスを表示/非表示します。

• [コピー ]  — 特定のフレームからマスクをコピーします
• [貼り付け]  — 他のフレームからコピーしたマスクを貼り付
けます

• [マスクの移動]  — フレームの新しい位置にマスクを移動し
ます

• [元に戻す]  — 直前の編集を取り消します
• [やり直し]  —[元に戻す] を使った場合、その編集を再度適
用します

ビデオマスクには、次の動きの検出オプションを利用できます。
• [次のフレーム]  — 動きを検出し、現在のジョグスライダー
位置から次のフレームまでマスクを調整します。

• [クリップの終わり]  —  動きを検出し、現在のジョグスラ
イダー位置からクリップの終わりまでの全フレームのマスクを
調整します。注：クリップの長さや品質により、この処理には
数分かかる場合があります。

• [指定したタイムコード]  — 動きを検出し、現在のジョグ
スライダー位置から指定したタイムコードまでの全フレームの
マスクを調整します。注：クリップの長さや品質により、この
処理には数分かかる場合があります。

注：正確なビデオマスクの作成には微調整が必要です。

マスククリエーターで静止画マスクを作成するには
1 タイムラインビュー (編集 ワークスペース)で、編集するク
リップを右クリックし、ショートカットメニューからマスクク
リエーターを選択します。

2 マスククリエーター ウィンドウで、[静止画] オプションをク
リックします。
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3 ツールエリアで [マスクブラシ]、[スマートマスクブラシ]、[矩
形ツール]、または [楕円形ツール] を選択します。

4 再生ウィンドウで、選択する領域の上をドラッグします。選択
した領域がハイライト表示されます。

5 再生ウィンドウで結果を確認します。選択した領域を修正する
には、ツールを使用してマスクを微調整します。

マスクをリセットするには、 [マスクのクリア] ボタンをクリッ
クします。

6 [OK] をクリックすると、マスククリエーターが終了します。

マスクはタイムラインに専用のトラックを持ち、マスクが適用
されるクリップの下に表示されます。他のクリップと同じくマ
スクの長さを調整できます。また、タイムラインのマスクエ
フェクトをドラッグすることで、マスクにエフェクトを適用で
きます。

マスククリエーターでビデオマスクを作成するには
1 タイムラインビュー (編集 ワークスペース)で、編集するク
リップを右クリックし、ショートカットメニューからマスクク
リエーターを選択します。

2 マスククリエーター ウィンドウで、[ビデオ] オプションをク
リックします。

ビデオクリップの特定のセグメントにビデオマスクを作成する
場合、ビデオをコマ送りし、マスクの開始位置と終了位置を決
めます。停止時間のタイムコードを書き留めます。

3 ツールエリアで [マスクブラシ]、[スマートマスクブラシ]、
[矩形ツール]、または [楕円形ツール] を選択します。

4 再生ウィンドウで、選択する領域の上をドラッグします。選択
した領域がハイライト表示されます。
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5 動きの検出領域で、[次のフレーム] 、[クリップの終わり] 

を選択するか 、タイムコードボックスにタイムコー

ドを入力して [指定したタイムコード] を選択します。

動きの検出でクリップの終わりまたは指定したタイム
コードを選択した場合、クリップの長さや品質により処
理に数分かかる場合があります。

6 再生ウィンドウで結果を確認します。ビデオをコマ送りし、
[消しゴム] ツールや [ブラシ] ツールを使用して選択した領域
を微調整できます。フレームごとに作業する場合、編集ツール
が役立ちます。

マスクを編集するには
1 タイムラインビュー（編集ワークスペース）で、マスククリップ
を右クリックし、コンテキストメニューから [マスクの編集] 
を選択します。 

マスククリエーター ダイアログボックスが開きます。必要な
調整を実行したら、[OK] をクリックしてタイムラインに戻り
ます。

マスクを保存するには
1 マスクを作成したら、マスククリエーターダイアログボック
スの保存オプション エリアで[マスク]（デフォルト）または 
[マスクの反転] をクリックします。
注記：マスクを反転する場合、プレビューエリアでは反転マス
クは表示されず、タイムラインに戻った時に表示されます。

2 [保存先] ボックスで保存先を指定します。
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3 ダイアログボックスの下にある [名前を付けて保存] ボタンを
クリックし、マスクに名前を付けます。

マスクをオリジナルのクリップにリンクさせるには、[マスク
をソースクリップにリンクする] チェックボックスをオンにし
ます。ファイルごとに 1 つのマスクをリンクできます。

ビデオマスクまたは静止画マスクをオーバーレイオプショ
ンとしてインポートするには
1 タイムラインでオーバーレイクリップを選択します。

2 オプションパネルの ［属性] タブで ［マスク＆クロマキー］ を
クリックします。

3 [オーバーレイオプションの適用] チェックボックスをクリック
し、「タイプ] ドロップリストから [マスクフレーム]（静止画マ
スク用）または [ビデオマスク] を選択します。

4 マスクプレビューエリアの右にある [マスクアイテムを追加] 

ボタンをクリックし 、保存したマスクファイル（.uisx 形
式）を参照します。

マスクがプレビューエリアに追加されます。

ビデオマスクのリストからファイルを削除するには、マス
クのサムネイルをクリックし、［マスクアイテムを削除］ 
ボタン をクリックします。
マスクのフォルダーは、デフォルトのユーザーコンテンツ
フォルダー（...Documents/Corel VideoStudio Pro/X10.0/）
に作成できます。
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トラック透明
トラック透明モードでトラックの透明度を正確に制御できます。
キーフレームを使用すると、トラックの透明度を変更して希望の
効果を実現できます。例えば、トラックの透明度を調整して重ね
合わせの（下層のトラックが透けて見える）効果を作り出したり、
カスタムのフェードインとフェードアウト効果を作り出したりす
ることが可能になります。

トラック透明を調整するには
1 編集ワークスペースで、調整するトラックをタイムラインから
選択します。

2 トラックボタン領域を右クリックし、コンテキスト メニュー
から [トラック透明] をクリックします。

トラック透明モードになります。
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3 次のいずれかの操作を行います。

• トラック全体の透明度を調整するには、黄色い線を新しい垂
直の位置までドラッグします。一番上は不透明度 100%、
一番下は不透明度 0% （完全に透明）を表します。

• トラック全体の透明度を変更するには、黄色の線をクリック
してキーフレームを設定します。キーフレームは、必要な数
だけ追加できます。正方形のキーフレームノードを希望する
透明度レベルまでドラッグします。

• キーフレームを削除するには、キーフレームノードを右ク
リックし、[キーフレームを除去] を選択します。

• すべてのキーフレームを削除するには、キーフレームノード
を右クリックし、[すべてのキーフレームを除去] を選択し
ます。

4 トラック透明モードを終了するには、タイムラインの右上にあ

る [閉じる] ボタン をクリックします。
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360 ビデオ 

VideoStudio では、360 ビデオをインポートして標準ビデオに変換
できます。

注：360 ビデオにはいくつかのタイプがあります。VideoStudio 
は、モノスコピック正距円筒図法 360 ビデオ映像に対応します。

360 ビデオを標準ビデオに変換する理由

360 ビデオを変換する理由をいくつかご紹介します。
• 360 ビデオで、ユーザーに表示する映像を制御したい場合。

VideoStudio で標準ビデオを変換する場合、マルチカメラソース
で使用するのとほぼ同じ方法で 360 ビデオソースを使用して
キーフレームの精度でユーザーのビューを選択可能。

• 標準ビデオは特別なプレーヤーを必要とせず、広範囲のアプリ
ケーションやデバイスで再生可能（ビデオはインタラクティブ
ではありません）。

• 標準のビデオサイズは 360 ビデオよりかなり小さくて済む。
134 Corel VideoStudio X10 



360～標準ダイアログボックス。 360ビデオソー
スは左側に、 標準ビデオプレビューは右側に表示
されます。 

360～標準ダイアログボックスの制御と設定
• キーフレームコントロール を使
用すると、スクラバーの位置に応じてタイムライン上のキーフ
レームを変更できます。[キーフレームの追加]、[キーフレーム
を除去]、[前のキーフレームに戻る]、[キーフレームを逆転]、[
キーフレームを左に移動]、[キーフレームを右に移動]、[次の
キーフレームに進む] の操作ができます。

• 再生バー を使用してクリップを移動します ([
ホーム]、[前のフレーム]、[再生]、[次のフレーム]、[終了])。

• タイムコード を使用して正確なタイムコー
ドを指定すると、選択したクリップの特定部分に直接移動でき
ます。

• ジョグスライダー を使うと、クリップをコマ送りできま
す。キーフレームをクリックすると、ジョグスライダーがタイ
ムラインの現在の位置に移動します。
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•   360～標準のダイアログボックスにあるタイムライン
は、タイムインジケータ付きのシンプルなバーです。設定した
キーフレームを含み、ジョグスライダーで移動できます。タイ
ムラインの右側にある [ズームイン] や [ズームアウト] ボタン
を使用して、時間の単位を拡大または縮小できます。

• [パン] — ビューを横方向（X軸）に調整します。
• [チルト] — ビューを縦方向（Y軸）に調整します。
• [視界] — 選択したビューのシーンとカメラがどのくらい遠く
離れて表示されるかを調整します。効果はズームと似ていま
す。値が小さいほどズームインされてビューが狭まり、値が大
きいとズームアウトされてビューが広がります。

360 ビデオを標準ビデオに変換するには
1 タイムラインで 360 ビデオクリップを右クリックし、360ビ
デオ > 360～標準を選択します。

360 ビデオウィンドウは、2 つのプレビューペインとともに開
きます。360 ビデオソースは左に、標準ビデオは右に表示され
ます。

2 360 ビデオペインでビュートラッカーアイコン をドラッ
グして、標準ビデオペインで表示したいビューに対応する場所
に配置します。

3 標準ビデオペインのビューを変更する場合は、[再生] をクリッ
クして 360 ビデオの再生中にビュートラッカーをドラッグし
ます。

ビューを変更するごとに、キーフレームが追加されます。
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キーフレームはタイムフレームに沿って青い菱形
で表示されます。 選択したキーフレームは赤色で
す。 キーフレームボタン （標準キーフレームコン
トロール） はタイムラインの上に表示されます。

4 作業が終了したら、次のいずれかを実行してビデオの再生や編
集を行えます。
• キーフレームを削除するには、タイムフレーム選択して [削
除] を押します。

• タイムラインのキーフレームをドラッグすると、ビューが表
示されるタイミングを変更できます。

• キーフレームをクリックし、角度領域でパン、チルト、視界
の値を調整し、ビューを変更します。

5  [OK] をクリックし、変更を確認しタイムラインに戻ります。

すべてのキーフレームを消去するには、[リセット] ボタンをク
リックします。

6 プロジェクトを出力する場合、再生デバイスの標準ビデオ設定
を選択してください。
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タイトルと字幕
Corel VideoStudio では、簡単にプロ仕様のタイトルを作成し、特
殊効果を加えて仕上げることができます。例えば、オープニング
およびエンディングクレジット、キャプション、字幕が追加でき
ます。

このセクションでは、以下のトピックについて説明します。
• タイトルセーフエリアの使用
• ライブラリを使用してタイトルを追加
• 字幕エディターでタイトルを追加する
• テキストの書式
• テキスト効果とアニメーションの適用
• タイトルを画像とアニメーションファイルに変換する

タイトルセーフエリアの使用
タイトルセーフエリアとは、プレビューウィンドウで表示される
長方形の白のアウトラインのことです。タイトルセーフエリア内
にテキストを収めることで、タイトルの端が切れてしまうような
トラブルを防止できます。 
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タイトルセーフエリアを表示/非表示にするには 
1 ［設定］ >［環境設定］ の順にクリックします。

2 ［全般］ タブから ［プレビューウィンドウにタイトルセーフエ
リアを表示］ を選択します。

ライブラリを使用してタイトルを追加
タイトルカテゴリーがライブラリで有効な場合は、タイトルを追
加できます。簡単なタイトルを1つ以上追加するか、プリセットを
使用してムービーの最後のローリングクレジットなのどアニメー
ションタイトルを追加できます。カスタムプリセットも保存でき
ます。

複数のタイトルをプレビューウィンドウで直接追加するには

1 ライブラリパネルの［タイトル］  をクリックします。 

2 プレビューウィンドウをダブルクリックします。
3 [オプション] エリアの ［編集］ タブで、［複数のタイトル］ を
選択します。

4 ステップパネルのナビゲーションエリア内のコントロールを
使ってムービーをスキャンし、タイトルを追加するフレームを
選択します。
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5 プレビューウィンドウをダブルクリックし、テキストを入力し
ます。

終了したら、テキストボックスの外側をクリックします。 

6 手順 4 と 5 を繰り返してタイトルをさらに追加します。

複数のタイ トルを追加し、 各タイ トルの属性を変更できます。

タイトルクリップは、タイトル、ビデオ、オーバーレイト
ラックに配置することができます。

プロジェクトにプリセットタイトルを追加するには

1 ライブラリパネルの ［タイトル］  をクリックします。

2 プリセットテキストをタイムラインにドラッグ＆ドロップし
ます。
注記：プレビューウィンドウでプリセットタイトルをダブルク
リックし、新しいテキストを入力することで、プリセットタイ
トルを変更できます。タイトル属性を変更するには、オプショ
ンパネルを開きます。

タイトルをお気に入りのプリセットとして保存するには
• これには、タイムラインでタイトルクリップを右クリックし、
［お気に入りに追加］ をクリックします。ライブラリ内のプリ
セットにアクセスするには、ギャラリードロップリストから 
［お気に入り］ を選択します。
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タイトルに対してフィルターをカスタマイズしてこれを保存す
る場合は、オプションパネルで ［属性］ タブをクリックし、
フィルター設定をカスタマイズした後にフィルターリストの右
の［お気に入りに追加］ ボタン をクリックします。

字幕エディターでタイトルを追加する
字幕エディターでは、ビデオやオーディオクリップにタイトルを
追加できます。スライドショーに画面のナレーション、ミュー
ジックビデオに歌詞を簡単に追加できます。タイムコードを使用
して手動で字幕を追加する場合正確に字幕をクリップに一致させ
ます。時間をかけずにさらに正確な結果を得るために音声検出を
使用して自動的に字幕を追加することもできます。

字幕エディターを起動するには
1 タイムラインでビデオまたはオーディオ クリップを選択します。

2 ［字幕エディター］ ボタン をクリックします。

[字幕エディター ] ダイアログボックスが表示されます。

タイムラインで選択したビデオやオーディオを右クリック
し、[字幕エディター ] を選択して字幕エディター ダイアロ
グボックスを起動することもできます。

字幕エディターで手動で字幕を追加するには
1 [字幕エディター ] ダイアログボックスで、タイトルを追加す
る部分までジョグ スライダーをドラッグするか、ビデオを再
生します。

2 再生コントロールまたは手動のジョグ スライダーを使用して、

［マークイン］  と ［マークアウト］  ボタンをクリッ
クして各字幕の長さを定義します。 
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手動で追加した各字幕が字幕 リストに表示されます。

注記：［新規字幕を追加］ ボタン をクリックすれば、ジョ
グ スライダーの現在の場所に字幕セグメントを追加すること
もできます。ジョグ スライダーが既存の字幕セグメントにあ
る場合にこのボタンをクリックすると、プログラムは既存の字
幕セグメントの終点と新規字幕セグメントの始点をシームレス
に作成します。

ビデオクリップのオーディオ波形を表示するには、［波形表
示］ ボタン をクリックします。これは、重大なオー
ディオ レベルのある領域を決定するのに便利です。

字幕をエディターで自動的に字幕を追加するには
1 [音声検出]  エリアで、ビデオのオーディオ品質の特性に応じ
て [音声記録音質] と [感度] ドロップリストで設定を選択し
ます。

2 ［スキャン］ をクリックします。 

プログラムは、オーディオレベルに基づいて自動的に字幕セグ
メントを検出します。

字幕セグメントが 字幕 リストに追加されます。
注記：ビデオ クリップにオーディオがある場合にのみ音声検
出は有効になります。
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適切な音声検出結果を得るには、明確な会話と背景ノイズ
が少ないビデオを使用してください。ビデオ チュートリア
ル、会話、ビデオ プレゼンテーションに適した機能です。

字幕エディターを使用して字幕ファイルをインポートする
には

1 ［字幕ファイルのインポート］ ボタン をクリックして、イ
ンポートする字幕ファイルを参照します。

2 ［開く］ をクリックします。

選択した字幕が [字幕] リストに表示されます。

手動または自動的に以前に追加されたすべての字幕セグメ
ントは、そのプロパティと共に選択した字幕ファイルで置
き換えられます。 

字幕エディターを使用して字幕ファイルを編集するには
1 字幕リスト内の各字幕で、デフォルトのテキストをクリックし
てテキスト ボックスを有効にし、必要なエキストを入力しま
す。テキストの編集が終了したら、テキスト ボックスの外側
をクリックします。

すべての字幕セグメントでこの手順を繰り返します。
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2 以下のオプションを使用して、プロジェクトのタイトルをさら
にカスタマイズできます。

3 ［OK] をクリックします。 

字幕リスト内のすべてのセグメントは、タイムラインのタイト
ルトラック上に表示されます。

字幕エディターを使用して字幕ファイルを保存するには

1 ［字幕ファイルのエクスポート］ ボタン をクリックして、
字幕ファイルを保存する場所のパスを参照します。

2 ［保存］ をクリックします。

テキストの書式
テキストの書式であるフォント、テキストの配置、テキストの方
向を変えられます。例えば、テキストの方向は、左から右、右か
ら左、または縦に設定できます。また、境界線やシャドウを付け
たり、テキストを回転することもできます。バックドロップテキ
ストを追加して単色またはグラデーション形状にテキストを重ね
て際立たせます。タイトルクリップの長さを調整して表示するタ
イトルクリップの長さを定義することもできます。

パーツ 説明

選択した字幕を削除 — 選択した字幕セグメント
を削除します

字幕を結合 — 2 つ以上の選択した字幕を結合
します

時間オフセット — 字幕セグメントの入口と
出口の時間オフセットを設定します

テキストオプション — 個々のダイアログボッ
クスを起動して、フォント属性、スタイル、字
幕の位置をカスタマイズします。
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なお、 テキストの方向以外にも設定できるタイ トルの書
式はた く さんあります。

タイトルを編集するには
1 タイムラインで、タイトルトラックでタイトルクリップを選択
し、プレビューウィンドウをクリックしてタイトル編集を有効
にします。

2 オプション パネルの［編集］ タブと ［属性］ タブのさまざまな
オプションを使用してタイトルクリップのプロパティを変更し
ます。

テキストの方向を変更する計画をしている場合、入力する前に
これを設定することが最適です。
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プレビューウィンドウでテキストを回転するには
1 タイトルトラックで、タイトルをダブルクリックします。

2 プレビューウィンドウに黄色と紫のハンドルを表示します。

3 紫のハンドルをクリックして、希望の位置までドラッグします。 

オプションパネルを使用してテキストを回転することもで
きます。より正確に回転角度を設定するには、［編集］ タブ
で ［回転する角度］ に値を指定します。

バックドロップテキストを追加するには
1 ［バックドロップテキスト］ チェックボックスを有効にします。

2 ［バックドロップテキストの属性をカスタマイズ］ ボタン  
をクリックして、［バックドロップテキスト］ ダイアログボッ
クスを開きます。

3 ［単色の背景バー］ または ［テキストでフィット］ のオプショ
ンを選択します。

[テキストでフィット] を選択する場合は、ドロップリストから
形状を選択し、[拡大] ボックスに値を設定します。
タイトルと字幕 147



4 ［カラー設定］ エリアで、［単色］ または ［グラデーション］ オ
プションを選択し、カラースウォッチをクリックして背景色を
設定します。

5 ［グラデーション］ を選択する場合は、矢印ボタンをクリック
してグラデーションの方向を設定し、次のカラースウォッチを
クリックして次の色を設定します。

6 ［透明度］ ボックスで、値を入力します。値が大きいほど透明
度が増します。

7 ［OK] をクリックします。

テキストの境界線と透明度を変更し、シャドウを追加する
には
• ［境界線/シャドウ/透明度］ ボタン をクリックし、［境界線/

シャドウ/透明度］ ダイアログボックスを使用して属性を設定し
ます。
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タイトルプリセットを適用するには
1 タイムライン上のタイトルクリップをクリックして、プレ
ビューウィンドウのタイトルをダブルクリックします。

2 ［編集］ タブで、［タイトルプリセットのスタイル］ ドロップリ
ストをクリックし、効果を適用するサムネイルをクリックし
ます。
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タイトルクリップの再生時間を調整するには
• 以下のいずれかを実行します。

• タイムラインで、クリップのハンドルをドラッグします。
• タイムラインでクリップを選択し、オプションパネルで 
［編集］ タブをクリックして ［長さ］ ボックスに値を入力し
ます。

テキスト効果とアニメーションの適用
フェード、移動パス、ドロップなどのタイトルアニメーション
ツールを使用して、テキストに動きを付けることができます。泡、
モザイク、波紋などのメイン効果プリセットを使用して、テキスト
にフィルターを適用することもできます。タイトルフィルターは、
単独の［メイン効果］ カテゴリーに含まれています。

アニメーションを現在のテキストに適用するには
1 タイトルトラックで、タイトルをダブルクリックします。

2 オプションエリアで、［属性］ タブをクリックします。

3 ［アニメーション］ オプションを有効にして、［適用］ チェック
ボックスを選択します。

4 ［アニメーションのタイプを選択］ ドロップリストからカテゴ
リーを選択し、［適用］ の下のボックスから特定のプリセット
アニメーションを選択します。 

5 ［アニメーションの属性をカスタマイズ］ ボタン をクリッ
クして、アニメーション属性を指定できるダイアログボックス
を開きます。

6 いくつかのアニメーション効果では、一時停止の長さのハンドル
をドラッグして、ステップパネルのナビゲーションエリアに表
示し、テキストが画面に現れてから消えるまでの時間を指定で
きます。
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一時停止の長さのハンドル

タイトルフィルターを現在のテキストに適用するには
1 ライブラリで、［フィルター］ をクリックし、ギャラリーのド
ロップリストから ［メイン効果］ を選択します。ライブラリで
は、［メイン効果］ カテゴリーの下に各種フィルターのサムネ
イルが表示されます。

2 フィルターサムネイルをライブラリからタイムライン内のク
リップにドラッグします。
注記：デフォルトでは、クリップ上に新しいフィルターをド
ラッグすると、そのクリップに適用されていたフィルターは常
に新しいものに置き換えられます。単一のタイトルに複数の
フィルターを適用するには、オプションパネルの ［属性］ タブ
で、［最後に使用したフィルターを置き換える］ を選択解除し
ます。 

3 メインフィルターをカスタマイズするには、オプションエリア
で ［属性］ タブをクリックし、以下のいずれか1つを行います。

• ［フィルターをカスタマイズ］ の左のドロップリストで、サ
ムネイルをクリックします。

• ［フィルターをカスタマイズ］ をクリックします。使用可能
なオプションは、選択したフィルターによって異なります。
注記：1つのクリップに複数のタイトルフィルターが適用され
ている場合は、［フィルターを上に移動］ 矢印 と［フィル
ターを下に移動］ 矢印 をクリックすることで、フィルター
の順序を変えられます。矢印は ［属性］ タブのフィルターリス
トの右に表示されます。タイトルフィルターの順序を変更する
と、クリップの雰囲気が変わります。
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タイトルを画像とアニメーションファイルに変換する
タイトルクリップのフレームを画像ファイル（PNG）に変換した
り、動く要素のあるタイトルクリップをアニメーションファイル
（UISX）に変換することができます。PNG と UISX ファイルは、ア
ルファチャネル ファイルとして保存されます。タイトルを変換す
る理由変換したタイトルをオーバーレイトラックに追加すること
で、利用できる独創的なオプションや属性が広がります。詳しく
は、 171 ページの「オーバーレイクリップ」参照を参照してくださ
い。

変換する前に、タイトルのテキストが最終的なものである
ことを確認してください。変換したテキストは編集できま
せん。

タイトルを画像（PNG）に変換するには
1 タイムラインで、［タイトル］ トラックのクリップをクリック
します。

2 画像として取り込むフレームにスクラブします。

3 クリップを右クリックして、［このフレームをPNGに変換］ を
選びます。

PNGファイルがライブラリに追加されます（フォトカテゴリ）。

動くタイトルをアニメーションファイル（UISX）に変換す
るには
1 タイムラインで、動く要素のある［タイトル］ トラックのク
リップをクリックします。

2 クリップを右クリックして、［アニメーションに変換］ を選択
します。

UISXファイルがライブラリに追加されます（ビデオカテゴリ）。
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トランジション
トランジションを使用すると、あるシーンから次のシーンへス
ムーズに移行できます。1 つのクリップや、タイムラインのすべ
てのトラックのクリップ間に適用することができます。この機能
を効果的に使えば、ムービーにプロ並みのタッチを加えることが
できます。

このセクションでは、以下のトピックについて説明します。
• トランジションの追加
• トランジションの保存と削除

トランジションの追加
ライブラリには 16 種類のトランジションがあります。タイプごと
に、サムネイルを使用して特定のプリセット効果を選択します。
例えば、ディゾルブ、クロスフェード、黒い画面にフェードなど
の人気のトランジションスタイルを選択することができます。
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トランジションを追加するには
• 編集ワークスペースで、以下のいずれか1つを行います。

• ライブラリで ［トランジション］ をクリックして、ドロップ
リストからさまざまなカテゴリーのトランジションを選択し
ます。ライブラリ内のトランジションをスクロールします。
効果を選択してタイムライン上の 2 つのビデオクリップ間に
ドラッグします。トランジションをドロップすると、適切な
場所に配置されます。ドラッグ＆ドロップできるのは、一度
に 1 つのトランジションのみです。 

• ライブラリでトランジションをダブルクリックすると、2つ
のクリップ間で最初に空いているトランジションスロットに
トランジションが自動的に挿入されます。次のカットにトラ
ンジションを挿入するにはこの手順を繰り返します。プロ
ジェクト内のトランジションを置き換えるには、ストーリー
ボードビューまたはタイムラインビューで元のトランジション
のサムネイル上に新しいトランジションをドラッグします。

• タイムラインで2つのクリップをオーバーラップさせます。
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トランジションを自動的に追加するには
1 ［設定］ > ［環境設定］を選択して、［編集］ タブをクリックし
ます。

2 トランジション効果から、[トランジションを自動的に追加] を
有効にします 

既定のトランジションがクリップ間に自動的に追加されます。
注記：［環境設定］ で ［トランジション効果を自動的に追加］ 
が有効になっているかどうかにかかわらず、オーバーラップし
ているクリップ間には常に既定のトランジションが自動的に追
加されます。

選択したトランジションをすべてのビデオクリップに追加
するには
1 トランジションのサムネイルを選択します。

2 ［ビデオトラックに現在の効果を適用］ ボタン をクリック
するか、トランジションを右クリックして ［ビデオトラック
に現在の効果を適用］ を選択します。 

トランジションをすべてのビデオクリップにランダムに追
加するには

• ［ビデオトラックにランダムな効果を適用］ ボタン をク
リックします。

プリセットのトランジションをカスタマイズするには
1 タイムラインでトランジション効果をダブルクリックします。
2 オプションパネルでトランジションの属性または動作を変更し
ます。
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さらにトランジションをカスタマイズするには、以下のい
ずれかを行うことができます。

• [既定のトランジション効果の長さ] で、クリップ間に行うト
ランジションの長さを秒数で入力します。

• ［既定のトランジション効果］ ドロップリストから、トラン
ジション効果を選択します。 

• トランジションをクリップ間に追加する場合は、[ランダム
効果] で [カスタマイズ] ボタンをクリックして、プロジェク
トで使用するトランジションを選択します。

トランジションの保存と削除
さまざまなカテゴリーからお気に入りのトランジションを集めて、
［お気に入り］ フォルダーに保存できます。こうしておくと、頻繁
に使用するトランジションを簡単に見つけ出せます。使用しない
トランジションを削除することもできます。

トランジションをお気に入りに保存するには
1 トランジションのサムネイルを選択します。

2 ［お気に入りに追加］ ボタン をクリックして、トランジ
ションをお気に入りライブラリのリストに追加します。
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プロジェクトからトランジションを削除するには
• 以下のいずれかを実行します。

• 削除するトランジションをクリックし、Deleteキーを押し
ます。

• トランジションを右クリックして、［削除］ を選択します。
• 2つのクリップ間にトランジション効果をドラッグし、ク
リップを分けます。
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カラー /装飾
カラー /装飾ライブラリには、カラークリップ、オブジェクト、
フレーム、およびフラッシュアニメーションが含まれます。

このセクションでは、以下のトピックについて説明します。
• カラークリップの追加
• カラーパターンの追加
• 背景の追加
• オブジェクトまたはフレームの追加
• フラッシュアニメーションの追加

• オブジェクト、フレーム、アニメーションのカスタマイズ

カラークリップの追加
カラークリップは単色の背景です。プリセットのカラークリップ
を使用することも、ライブラリに新しいカラークリップを作成す
ることもできます。例えば、エンドクレジットの背景として黒い
カラークリップを挿入できます。

カラーライブラリでカラークリップを選択するには
1 ライブラリパネルから［カラー /装飾］ を選択し、ギャラリー
のドロップリストから ［色］ を選択します。

2 ライブラリで希望の色を選択し、ビデオまたはオーバーレイト
ラックにドラッグします。
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3 ライブラリにない色を追加するには、ギャラリードロップリスト
の横にある ［追加］ ボタンをクリックします。［カラークリッ
プを作成］ ダイアログボックスで、Corel カラーピッカーまたは 
Windows カラーピッカーのいずれかから色を選択できます。

4 ［オプション］ タブをクリックしてオプションパネルでカラー
クリップの長さを設定します。

カラーパターンの追加
カラーパターンは装飾の背景です。プリセットのカラーパターン
を使用することも、ライブラリに新しいカラークリップとして使
用する画像を追加することもできます。例えば、タイトルの背景
としてカラーパターンを挿入できます。

カラーパターンライブラリでパターンクリップを選択する
には
1 ライブラリパネルから［カラー /装飾］ を選択し、ギャラリー
のドロップリストから ［カラーパターン］ を選択します。

2 ライブラリで希望のパターンを選択し、ビデオまたはオーバー
レイトラックにドラッグします。

3 ライブラリにない色を追加するには、ギャラリードロップリス
トの横にある ［追加］ ボタンをクリックします。[カラー /装飾
を検索] ダイアログボックスで、ライブラリに追加するファイ
ルを選択します。

4 ［オプション］ タブをクリックして、オプションパネルでカ
ラークリップの長さを設定します。
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背景の追加
装飾背景をビデオに追加できます。プリセット背景にはビデオに
視覚的アピールを追加するのに使用できるさまざまなカラフルな
画像が含まれています。

背景ライブラリで背景クリップを選択するには
1 ライブラリパネルから［カラー /装飾］ を選択し、ギャラリー
のドロップリストか ら［背景］ を選択します。

2 ライブラリで希望の背景を選択し、ビデオまたはオーバーレイ
トラックにドラッグします。

3 ライブラリにない色を追加するには、ギャラリードロップリス
トの横にある ［追加］ ボタンをクリックします。[カラー /装飾
を検索] ダイアログボックスで、ライブラリに追加するファイ
ルを選択します。

4 オプションパネルで、カラークリップ の［長さ］ を設定します。

オブジェクトまたはフレームの追加
ビデオにオーバーレイクリップとして装飾オブジェクトまたはフ
レームを追加できます。

オブジェクトまたはフレームを追加するには
1 ライブラリパネルから ［カラー /装飾］ を選択し、ギャラリー
のドロップリストから ［オブジェクト］ または ［フレーム］ を
選択します。

2 ライブラリからオブジェクトまたはフレームを選択し、タイム
ラインのオーバーレイトラック上にドラッグします。

3 ［オプション］ タブをクリックしてオプションパネルを開きます。
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4 オブジェクトまたはフレームのサイズや位置を変更するには、
［属性］ タブをクリックします。
注記：プレビューウィンドウでオブジェクトをダブルクリック
して黄色いハンドルをドラッグし、オブジェクトのサイズを変
更することもできます。

フラッシュアニメーションの追加
オーバーレイクリップとしてフラッシュアニメーションを追加す
ると、ビデオに躍動感を加えることができます。

フラッシュアニメーションを追加するには
1 ライブラリパネルから［カラー /装飾］ を選択し、ギャラリー
のドロップリストから ［フラッシュアニメーション］ を選択し
ます。

2 ライブラリからフラッシュアニメーションを選択し、オーバー
レイトラックにドラッグします。

3 ［オプション］ タブをクリックしてオプションパネルを開き
ます。

オブジェクト フレーム
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4 ［属性］ タブをクリックして、フラッシュアニメーションをカ
スタマイズします。

オブジェクト、フレーム、アニメーションのカスタマ
イズ
［編集］ タブおよび ［属性］ タブのさまざまなオプションを使用し
て、オブジェクトやフレームをカスタマイズできます。アニメー
ションを追加したり、透明度を適用したり、オブジェクトやフ
レームのサイズを変更したりすることができます。
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ビデオフィルター
ビデオフィルターは、クリップのスタイルや外観を変えるときに
適用できる効果です。フィルターは、クリップの質を向上する手
段としても、欠点を補正する手段としても使用できます。たとえ
ば、クリップを絵画のように変えることも、カラーバランスを補
正することもできます。

このセクションでは、以下のトピックについて説明します。
• フィルターを適用
• お気に入りとしてフィルターをマークする
• 複数のフィルターの適用
• オーディオフィルターの適用

フィルターを適用
フィルターはさまざまな特殊効果と補正を適用します。例えば、
以下のフィルターはライブラリにあります。
• クロップ — クリップをクロップします。フレームをクロップ
した結果で塗り潰したり、境界を表示できます

• 手ぶれ補正 — ビデオの手ぶれを補正し安定させます。
• オートスケッチ — 美しい描画効果をビデオに適用します

フィルターは、単独で、または複数を組み合わせてビデオトラック、
オーバーレイトラック、タイトルトラック、オーディオトラック
に適用できます。
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ビデオトラックのクリップ(ビデオまたは写真)にビデオフィ
ルターを適用するには
1 ライブラリで ［フィルター］ ボタンをクリックすると、
フィルターサンプルのサムネイルが表示されます。

カテゴリー別にライブラリ内のフィルターを表示する場合は、
［ギャラリー］ ドロップリストボックスからフィルターカテゴ
リを選択します。

2 タイムラインでクリップを選択し、ライブラリに表示されてい
るサムネイルからビデオフィルターを選択します。

3 選択したビデオフィルターを、ビデオトラックのクリップ上に
ドラッグ＆ドロップします。

4 ビデオフィルターの属性をカスタマイズするには、オプション
パネルの ［属性］ タブで ［フィルターをカスタマイズ］ をク
リックします。使用可能なオプションは、選択したフィルター
によって異なります。

5 ナビゲーターを使用して、ビデオフィルターを適用したクリッ
プをプレビューします。

［ビデオフィルターを表示する］ ボタン、  または ［オー
ディオフィルターを表示する］ ボタン をクリックし、種
類によりライブラリのフィルターを表示、または隠すこと
ができます。
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お気に入りとしてフィルターをマークする
さまざまなカテゴリーからお気に入りのフィルターをマークして
集め、［お気に入り］ フォルダーに保存できます。こうしておく
と、頻繁に使用するフィルターを簡単に見つけ出せます。

フィルターをお気に入りとしてマークするには
1 ライブラリで ［フィルター］ ボタンをクリックすると、
フィルターサンプルのサムネイルが表示されます。

2 ライブラリに表示されているサムネイルからお気に入りとして
マークするビデオフィルターを選択します。

3 ［お気に入りに追加］ ボタン をクリックして、［お気に入り］ 
カテゴリーにフィルターを追加します。

特定のフィルターのカスタマイズを保存することもできま
す。［オプション］パネルでフィルターの ［属性］ タブをク
リックし、フィルターリストまたは ［フィルターをカスタ
マイズ］ の設定をカスタマイズしたら、フィルターリスト
の右に表示される ［お気に入りに追加］ ボタン をク
リックします。

お気に入りのフィルターを検索して適用するには
1 ライブラリパネルで、［お気に入り］ カテゴリーを ［ギャラ
リー］ ドロップリストボックスから選択します。

2 ライブラリに表示されているサムネイルから使用するお気に入
りのビデオを選択します。
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複数のフィルターの適用
デフォルトでは、クリップ上に新しいフィルターをドラッグする
と、そのクリップに適用されていたフィルターは常に新しいもの
に置き換えられます。1 つのクリップに複数のフィルターを適用
するには、［最後に使用したフィルターを置き換える］ の選択を解
除します。Corel VideoStudio では、1 つのクリップに 5 つまでの
フィルターを適用できます。 

プレビュー内の選択を切り替えてフィルターをプレビューするこ
ともできます。プロジェクトをレンダリングするように選択した
ときには、有効になっているフィルターだけがムービーに含めら
れます。

1 つのクリップに複数のビデオフィルターが適用されている場合
は、 または をクリックしてフィルターの順序を変更できま
す。ビデオフィルターの順序を変更すると、クリップの見え方も
変わります。

オーディオフィルターの適用
Corel VideoStudio では、キーフレームをクリップに追加するなど
さまざまな方法でビデオフィルターをカスタマイズできます。
キーフレームを使用すると、ビデオフィルターに異なる属性や動
作を指定できます。つまり、クリップの任意のポイントでビデオ
フィルターの見え方を変えたり、時間経過に伴って効果の強弱を
変えたりといったことが自由に行えます。

クリップのキーフレームを設定するには
1 ライブラリからタイムラインのクリップ上にビデオフィルター
をドラッグ＆ドロップします。

2 ［オプション］ パネルで、［フィルターのカスタマイズ］ をク
リックします。ビデオフィルターのダイアログボックスが表示
されます。
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注記：使用可能な設定はビデオフィルターによって異なります。
3 ビデオフィルターの属性を変更するフレームへ移動するには、
キーフレームコントロールでジョグスライダーをドラッグする
か、矢印を使用します。

 

注記：正確にキーフレームを配置するために、マウスホイール
を使ってタイムラインのコントロールバーをズームインまたは
ズームアウトできます。

4 ［キーフレームを追加］  をクリックして、そのフレームをク
リップのキーフレームとして設定します。この特定フレームに
対してビデオフィルター設定を調整できます。

注記：菱形マーク がタイムラインのコントロールバーに表
示され、フレームがクリップのキーフレームであることを示
します。

5 クリップにさらにキーフレームを追加するには、手順3と4を
繰り返します。

キーフレームコントロール
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6 タイムラインのコントロールを使って、クリップを編集したり
キーフレームへ移動するなどの操作を行います。

• キーフレームを削除するには、［キーフレームを除去］  を
クリックします。

• ［キーフレームを逆転］  をクリックして、タイムライン上
のキーフレームの順序を逆にして最後のキーフレームを開始
フレームに、最初のキーフレームを終了フレームにします。

• 次のキーフレームへ移動するには、［次のキーフレームに進
む］  をクリックします。 

• 選択したキーフレームより前に移動するには、［前のキーフ
レームに戻る］  をクリックします。

7 ［フェードイン］  と ［フェードアウト］  をクリックして
フィルターにフェードの位置を設定します。

8 目的に合わせてビデオフィルターの設定を調整します。

9 変更内容をプレビューするには、ダイアログボックスのプレ
ビューウィンドウで ［再生］  をクリックします。

10 終了したら ［OK］ をクリックします。
注記：ビデオフィルターが適用されたクリップをプレビューす
るには、プレビューウィンドウ、またはTV モニターやDV カメ
ラなどの外付け機器を使用します。

表示媒体を選択するには、まず 、続いて  をクリックし
て、［プレビュー再生オプション］ ダイアログボックスを開き
ます。
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オーバーレイクリップ
複数のオーバーレイトラックを追加すると、より創造の可能性が
広がります。具体的には、オーバーレイを一部透明にした背景ビ
デオの上にクリップを重ねたり、ビデオマスクを使ったり、オブ
ジェクトやフレームをビデオに追加して背景との混ざり具合を調
整できます。

このセクションでは、以下のトピックについて説明します。
• オーバーレイトラックへのクリップの追加
• オーバーレイクリップの調整
• オーバーレイクリップを結合して超高画質 (4K) ビデオを作成
• オーバーレイクリップへのモーションの適用
• オーバーレイクリップの全体の透明度の調整
• オーバーレイクリップへの境界線の追加
• オーバーレイクリップと背景のブレンド
• マスクフレームの追加
• オーバーレイクリップでのビデオマスクの使用

オーバーレイトラックへのクリップの追加
プロジェクトにメディアファイルをオーバーレイクリップとして
追加するには、タイムライン上のオーバーレイトラックにメディ
アファイルをドラッグします。
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オーバーレイトラックにクリップを追加するには
1 ライブラリで、プロジェクトに追加するオーバーレイクリップ
が含まれるメディアフォルダーを選択します。

2 ライブラリから、タイムライン上のオーバーレイトラックにメ
ディアファイルをドラッグします。

 

注記：カラークリップもオーバーレイクリップとして使用でき
ます。さらにトラックを追加するには、 87 ページの「トラック
の追加と交換」参照を参照してください。

3 オーバーレイクリップをカスタマイズするには、［属性］タブ
をクリックします。オーバーレイクリップがプリセットサイズ
で中央に配置されるので、［属性］タブのオプションを使用し
て、オーバーレイクリップに方向/スタイルを適用したり、
フィルターを追加したり、サイズや位置の変更を行います。

オーバーレイクリップの調整
オーバーレイクリップおよびトラックの使用方法がわかれば、
プロジェクトで各種効果を簡単に実現できます。
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ビデオとオーバーレイトラックのクリップを分割するには
1 再生モードとして［プロジェクト］ をクリックして、カットす
る部分までスライダーをドラッグします。 

2 ［クリップの分割］ ボタン をクリックします。

オーバーレイクリップのサイズを変更するには
• 以下のいずれかを実行します。

• オーバーレイクリップをプレビューウィンドウの希望の場所
にドラッグします。オーバーレイクリップはタイトルセーフ
エリアの外に出ないようにすることをお勧めします。

• タイムラインビューで、オーバーレイクリップをクリック
し、［オプションパネルを開く］ をクリックします。［属性］ 
タブで、［配置オプション］ をクリックし、位置オプションの
メニューから選択します。

 

オーバーレイクリップのサイズを変更するには
• オーバーレイクリップのサイズを変更するには、プレビュー
ウィンドウでオーバーレイクリップのハンドルをドラッグし
ます。 
注記：角にある黄色いハンドルをドラッグすると、縦横比を維
持したままクリップのサイズを変更できます。
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オーバーレイの配置やサイズを指定するには
• ［属性］ タブの［配置オプション］ をクリックして、お好みの効
果を作成できるオプションをクリックします。
これはオーバーレイクリップのサイズを変更して、その位置を
調整します。

オーバーレイクリップを変形するには
• オーバーレイクリップの周りアウトラインボックスの角に緑の
ノードをドラッグします。

緑色のノードをド ラ ッグしてオーバーレイクリ ップを変形できます。

緑色のノードを選択すると、カーソルが変わり、小さな黒のボッ
クスが付いた小さな矢印になります。

Shift キーを押したまま緑のノードをドラッグすると、現在
のクリップのアウトラインボックス内の変形を維持でき
ます。
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オーバーレイクリップを結合して超高画質 (4K) ビデ
オを作成
一部の超高画質 HD（4K解像度） ビデオは、4K カメラで撮影され
た 4 つのフル HD ファイルを結合して作成されます。オーバーレ
イ効果の追加以外は、オーバーレイトラックを使用して HD ビデ
オを 1 つの超高画質 (4K) ムービーに結合します。

オーバーレイクリップを使用して HD ファイルを結合する
には
1 [ライブラリ] で、結合する 4 つの HD ファイルを含むメディア 
フォルダーを選択します。 

各ファイルは、超高画質 (4K) ビデオの 1/4 を表します。

2 各ファイルを [ライブラリ] から [タイムライン] の [オーバーレ
イトラック] にドラッグします。

3 プレビュー ウィンドウに合うよう、オーバーレイクリップの
サイズを変更します。
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4 バーレイクリップの位置を変えます。詳しくは、 172 ページの
「オーバーレイクリップの調整」参照を参照してください。

ビデオがレンダリングされていない場合でも、超高画質 (4K) 
ビデオを新しいプロジェクトに *.vsp ファイルとしてイン
ポートして編集を簡単にすることができます。

オーバーレイクリップへのモーションの適用

オーバーレイクリップにモーションを適用するには
1 ［属性］ タブの ［方向/スタイル］ オプションで、画面上でオー
バーレイクリップを移動する際の方向とスタイルを選択します。 

2 ムービーの中でクリップが現れる場所と消える場所を設定する
には、該当の矢印をクリックします。 

クリップを回転させたり、フェードイン/フェードアウトする
こともできます。

 トリムマーカー（一時停止の長さ）により、クリップが画
面から消えるまでの一時停止の長さを決定することできま
す。オーバーレイクリップにモーションを適用した場合は、
トリムマーカーをドラッグして一時停止の長さを設定し
ます。
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オーバーレイクリップの全体の透明度の調整
オーバーレイクリップの全体の透明度を調整して、簡単に半透明
の効果を出すことができます。オーバーレイクリップと背景のブ
レンドについて、詳しくは  178 ページの「オーバーレイクリップ
と背景のブレンド」参照を参照してください。

トラック透明モードを使用してトラックの透明度を調整すること
も可能です。 132 ページの「トラック透明」参照を参照してくだ
さい。

オーバーレイクリップへ透明度を適用するには
1 ［属性］ タブで ［マスク＆クロマキー］ をクリックします。 

2 ［透明度］ スライダーをドラッグしてオーバーレイクリップの
不透明度を設定します。

 

オーバーレイクリップへの境界線の追加
オーバーレイクリップへ境界線を追加できます。例えば、画像の
周囲に白い境界線を付ければ、より写真らしくなります。
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オーバーレイクリップへ境界線を追加するには
1 ［属性］ タブで ［マスク＆クロマキー］ をクリックします。 

2 ［境界線］ 矢印をクリックしてオーバーレイクリップの境界線
の幅を設定します。 

3 矢印キーの隣にある ［境界線］ カラーボックスをクリックして
境界線の色を設定します。

オーバーレイクリップと背景のブレンド
さまざまな「キー」オプションを使うことで、オーバーレイク
リップと背景のブレンドの程度を指定できます。
• クロマキー — オーバーレイクリップから特定の色を取り除く
ときに使います。例えば、背景が「グリーンスクリーン」の被
写体を取り込むか、または被写体の一部を緑で覆う場合、クロ
マキーは緑を取り除くために使えます。それから、被写体を他
の背景に置いて周囲を変えたり、空に浮かぶオブジェクトを出
現させるなどの特殊な効果を生み出すことができます。

• グレーキー — 色ではなくトーン（明るさ/暗さの値）を基準に
して、オーバーレイクリップの透明度を調整します。

• 乗算 — オーバーレイ色の値と下にある色を乗算し、255で除算
します。結果は、元の色より濃くなります。白にはブレンドの
効果がありません。また、黒は常に黒になります。［ブレンド］/
［不透明度］ スライダーを使って、透明度を調整できます。
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• キーの追加 — オーバーレイクリップの色の値と下の色の値を
加算します。［ブレンド］/［不透明度］ スライダーを使って、
透明度を調整できます。

使用できる設定は、選んだキーのタイプによります。見映えに満
足するまで、さまざまな設定を試してみてください。

キー設定を使ってオーバーレイクリップと背景をブレンド
するには
1 ［属性］ タブで ［マスク＆クロマキー］ をクリックします。

2 ［オーバーレイオプションを適用］ チェックボックスを有効に
し、続いて ［タイプ］ ドロップリストから以下のいずれかの設
定を選びます。
• クロマキー
• グレーキー
• 乗算
• キーを追加

［クロマキー］ を選んだ場合、スポイトツール を使ってプレ
ビューウィンドウの色を採取し、（スポイトツールの右にある）
近似色の値を調整します。透明効果がプレビューウィンドウに
表示されます。

クロマキーを適用して
いない状態

クロマキーを適用し
た状態
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3 結果に満足するまで、以下の設定を試してみてください（使用
できるコントロールは選択したタイプによります）。
• ガンマ — 画像のコントラストに影響し、これを使うことで
画像全体を明るく（コントロールを右に移動する）、または
暗く（コントロールを左に移動する）できます。

• 最小 — 右に移動すると、画像の最も明るいピクセルを暗く
できます。

• 最大 — 左に移動すると、画像の最も暗いピクセルを明るく
できます。

• カットオフ — 右に移動すると、画像に新しい黒点を設定で
きます（画像の黒が増えます）。

• しきい値 — 左に移動すると、画像に新しい白点を設定でき
ます（画像の白が増えます）。

［乗算］ または ［キーを追加］ を選んだ場合は、［ブレンド］/
［不透明度］ 設定で透明度を調整できます。

［幅］ と ［高さ］ の値を調整することで、オーバーレイク
リップをトリミングできます。

［反転］ チェックボックスを有効にすることで、ブレンド設
定を反転できます。
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マスクフレームの追加
マスクまたはマットをオーバーレイクリップに追加すると、その
周りに不透明/透明でのレンダリングが可能な形状が適用されます。

マスクフレームを追加するには
1 ［属性］ タブで ［マスク＆クロマキー］ をクリックします。

2 ［オーバーレイオプションを適用］ をクリックし、［タイプ］ ド
ロップリストから ［フレームをマスク］ を選択します。

3 マスクフレームを選択します。

作成したマスクを選択するには、[マスクアイテムを追加] ボタ
ンをクリックして  画像ファイルを参照します。

4 プレビューウィンドウで、新しい設定でイメージがどのように
変わるかを確認します。
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注記：マスクには任意の画像ファイルを使用できます。マスク
は8ビットのビットマップ形式である必要がありますが、この
形式でない場合は、Corel VideoStudio で自動的にマスクが変換
されます。イメージマスクは、Corel PaintShop Photo Proや
CorelDRAW などのプログラムを使用して作成できます。

オーバーレイクリップでのビデオマスクの使用
ビデオマスクは、アニメーションを使ってオーバーレイクリップ
のコンテンツを出現させる手法です。機能としてはトランジショ
ンに似ています。既存のビデオマスクを適用したり、独自のビデ
オマスクを作成・インポートしたり、サードパーティのビデオマ
スクをインポートすることができます。

ビデオマスクを使う ことで、 独創的な表現で下位のコン
テンツを出現させることができます。

独自のビデオマスクを作成する方法はたくさんあります。例えば、
新しいプロジェクトを始め、ライブラリの［カラー /装飾］ カテゴ
リーから、黒のカラータイルと白のカラータイルをタイムライン
に追加します。トランジションを適用し、長さを 2 つのタイルに
一致させます。作業内容をビデオファイル（MPEG 4、AVI、また
はMOVなど）に保存します。続いてこのファイルをビデオマスク
としてインポートできます。

マスククリエーターを使用してビデオマスクを作成することも可
能です。詳しくは、 125 ページの「マスククリエーターの使い方」
参照を参照してください。
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オーバーレイクリップへビデオマスクを適用するには
1 タイムラインでオーバーレイクリップを選択します。

2 ［属性］ タブで ［マスク＆クロマキー］ をクリックします。

3 ［オーバーレイオプションを適用］をクリックし、［タイプ］
ドロップリストから［ビデオマスク］を選択します。

4 マスクを選択します。

作成したマスクを選択するには、[マスクアイテムを追加] ボタ
ンをクリックして  ビデオファイルを参照します。

5 プレビューウィンドウで、新しい設定でイメージがどのように
変わるかを確認します。

ビデオマスクのリストからファイルを削除するには、マス
クのサムネイルをクリックし、［マスクアイテムを削除］ ボ
タン をクリックします。
ビデオマスクのフォルダーはデフォルトのユーザーコンテ
ンツフォルダー（...Documents/Corel VideoStudio Pro/
X10.0/）に作成できます。
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モーショントラッキング
Corel VideoStudio では、ビデオクリップのトラッキングパスを作
成し、ビデオの特定の要素を追跡することができます。モーショ
ントラッキング機能を使用すると、タイムラインにオブジェクト
を何度も追加したり、動きを誘導するためにキーフレームを使用
したりする必要がなくなります。

さらに、モーショントラッキング機能は、映像内でに従ってタイ
トルにもともとタイトル付ビデオを撮影しているように、タイト
ルをビデオクリップに組み込んでカメラの動きに従うようにでき
る、シームレスな目の錯覚を作成します。

このセクションでは、以下のトピックについて説明します。
• ビデオオブジェクトのモーショントラッキング
• モーションをトラッキングパスに一致させる
• モーションを生成する

ビデオオブジェクトのモーショントラッキング
[モーション トラッキング] 機能は、ビデオ内のある一点または領
域の動きを追跡し、自動的トラッキングパスを生成します。 

モーション トラッキングは、[モーションの調整] 機能と共に使用
できます。モーションの調整により、作成されたトラッキングパ
スにオーバーレイとタイトルが自動的に従うようにできます。

メインの背景ビデオに合うよう、オーバーレイとタイトル
を手動でアニメーションにする場合は、[モーションのカス
タマイズ] 機能を利用できます。
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モーショントラッキングのインターフェースの基本

モーシ ョ ン ト ラッキングのダイアログボックス

パーツ 説明

1 — トラッカー 追跡するオブジェクトを指定してトラッキン
グパスを作成します。
これは、選択したトラッカー タイプに依存す
る領域として表示することもできます。

2 — 再生コント
ロール

ビデオ再生をコントロールするボタン。 

3 — タイムライン
コントロール

ズームとトラックのコントロールを伴うビデ
オ タイムライン。

4 — トラッカーコ
ントロール

トラッカー、トラッキングパス、一致したオ
ブジェクトのプロパティを制御できるボタン
とオプション。

4

3

2

1

5

6

7

8
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5 — プレビュー
ウィンドウ

再生中の現在のビデオを表示します。

6 — 一致したオブ
ジェクト

一致したオブジェクトが配置されている場所。

7 — トラッキング
パス

プログラムによって追跡されるモーションの
パス。

8 — タイムコード 正確なタイムコードを指定して、プロジェクト
の特定部分に直接ジャンプできます。

モーション トラッキングボタンとオプション

 

モーション トラッキング — ビデオクリッ
プ内で選択されたトラッカーの動きを自動
的に追跡します。

デフォルトの位置に戻す — すべてのアク
ションを破棄します。

トラックイン / トラックアウト — ビデオ内で
動きが追跡される作業範囲を指定します。

ズームイン / ズームアウト — ビデオ タイ
ムラインの表示を調整します。

トラッキングパスを表示 — プレビュー 
ウィンドウにトラッキングパスを表示/非
表示にします。

各トラッカーの目はその状態を表します。
有効な場合は、開いた目が表示され、ト
ラッカーがプレビュー ウィンドウに表示さ
れます。無効な場合は、閉じた目が表示さ
れ、選択したトラックが非表示になります。

          トラッカーを追加 / トラッカーを削除 — 
トラッカーを追加および削除します

パーツ 説明
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トラッカーの名前を変更 — アクティブな
トラッカーの名前を変更します

パス ライブラリへ保存 — アクティブ パス
をパス ライブラリへ保存します。

     ポイントとしてトラッカーを設定 / エリア
としてトラッカーを設定 /マルチポイント 
トラッカーを設定— 1点のトラッキングポ
イント、領域としてのトラッキングエリ
ア、または動的な複数の点からなるマルチ
ポイントエリアから選択できます。

モザイクを適用/隠す — 追跡するオブジェ
クトにモザイク効果を適用します。このボ
タンで、追跡オブジェクトの領域をぼかす
ことができます。長方形か円形のモザイク
を選べます。

モザイクサイズの変更 — モザイクのサイ
ズを設定できます。 

一致したオブジェクトの追加 — 一致した
オブジェクトを追加して、[位置] ドロップ
リストまたはプレビュー ウィンドウでそ
の位置を調整することができます。

キャンセル — [モーション トラッキング] 
ダイアログボックスを閉じて、ビデオに適
用したすべての変更を破棄します。

OK — [モーション トラッキング] ダイアロ
グボックスを閉じ、トラッキングパスをビ
デオ属性として維持します。
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[モーション トラッキング] ダイアログボックスを開くには
• 以下のいずれかを行うことができます。

• ビデオトラックでビデオファイルを選択し、ツールバーの

［モーション トラッキング］ ボタン  をクリックします。

• ［ツール］ > ［モーション トラッキング］ の順にクリックし
てビデオファイルを選択します。

• タイムラインのビデオトラックでビデオ クリップを右ク
リックして、[モーション トラッキング] を選択します。

ビデオ オブジェクトのモーションを追跡するには
1 ［ツール］ > ［モーション トラッキング］ の順にクリックします。

2 使用するビデオを検索して、[開く] をクリックします。[モー
ション トラッキング] ダイアログボックスが開きます。

この例では、湖の近くを少年が歩いているビデオが選択されて
います。

3 トラッカーを、追跡するビデオの部分にドラッグします。 

この例では、正面の顔にトラッカーをドラッグします。その
領域が拡大され、選択した部分を詳細に確認することができ
ます。
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4 ［トラッカーの種類］ 領域で、以下のトラッカーから 1 つ選択
します。

• ポイントとしてトラッカーを設定（デフォルト）  — 1 点

のトラッキングポイントを設定します。

• エリアとしてトラッカーを設定  — 固定のトラッキング

エリアを設定します。大きなサンプルエリアを指定できるだ
けではなく、モザイクの境界線を設定できます。角のノード
をドラッグしてト形状とトラッカーのサイズを調整できます。

• マルチポイントトラッキングの設定 — 人物や物体のカ

メラからの距離やアングルが変わると、画面に写る大きさや
形に合わせてトラッキング領域を動的に調整できます。追跡
する領域の内側 4 隅にノードをドラッグします。このトラッ
カーには、自動的にモザイク加工が適用されます。詳しく
は、 211 ページの「追跡オブジェクトの部分をぼかすには」
参照を参照してください

5 ［モーショントラッキング］ ボタン をクリックします。

ビデオは、生成されたトラッキングパスのように再生されま
す。[トラッキングパスを表示] が選択されている場合、追跡処
理が完了するとトラッキングパスがハイライト表示されます。
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6 ［OK] をクリックします。 

他のビデオ要素に対比して目立つようにするビデオ内のポ
イントやエリアを簡単に追跡できます。ビデオ内の類似し
たピクセルと混ざるピクセルの選択を防ぎます。

モーションをトラッキングパスに一致させる
[モーションの調整] 機能を使用すると、自動的にオーバーレイや
タイトルのモーションをトラッキングパスに一致させ、エレメン
トが別のエレメントに従う効果を作成できます。例えば、タイト
ル名をその人のトラッキングパスに一致させると、ビデオ内で動
いている人を特定することができます。、
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モーシ ョ ンの一致ダイアログボックス
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パーツ 説明

1 — 再生コントロール ビデオ再生をコントロールするボタン。

2 — タイムラインコ
ントロール

ズーム コントロールを伴うビデオ タイムラ
イン。

3 — 属性パネル 位置、サイズ、不透明度、回転、シャド
ウ、境界線、鏡、イーズイン/アウト コン
トロールを定義します。

4 — プレビューウィ
ンドウ

再生中の現在のビデオを表示します。

5 — 一致したオブ
ジェクト

一致したオブジェクトが配置される、タイ
トルまたはオーバーレイになる場所を指定
します。［モーションの調整］ 機能にのみ適
用されます。

6 — モーションパス 手動定義のモーションパス。［モーションの
カスタマイズ］ ダイアログボックスでのみ
表示されます。

7 — オブジェクトの
歪みウィンドウ 

ビデオクリップ / オーバーレイ オブジェクト
の方向を制御します。

8 — キーフレームコ
ントロール

キーフレームの位置/オフセットを追加、
削除、制御します。

9 — タイムコード 正確なタイムコードを指定して、プロジェ
クトの特定部分に直接ジャンプできます。
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モーションの調整 /モーションの生成のボタンとオプション

キーフレームの追加 — キーフレームを追
加します

キーフレームの削除 — キーフレームを削
除します

前のキーフレームに移動 — 前の利用可能
なキーフレームにジャンプします

キーフレームを反転 — 現在のキーフレー
ムを反転します

キーフレームを左に移動 — 現在のキーフ
レームを左に1ステップ移動します

キーフレームを右に移動 — 現在のキーフ
レームを右に1ステップ移動します

次のキーフレームに移動 — 次の利用可能
なキーフレームにジャンプします

トラッカー メニュー — 一致したオブジェ
クトが追跡するトラッカーを選択します。
［モーションの調整］ ダイアログボックス
でのみ表示されます。

 

リセット — すべてのアクションを破棄し
ます。［モーションのカスタマイズ］ ダイ
アログボックスでのみ表示されます。

保存先 — パス ライブラリーにアクティブ 
パスを保存します。［モーションのカスタ
マイズ］ ダイアログボックスでのみ表示さ
れます。
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モーシ ョ ンの調整 /モーシ ョ ンの生成の右クリ ック  メニュー

キャンセル — ［モーションのカスタマイ
ズ］/［モーションの調整］ ダイアログボッ
クスを閉じ、ビデオに適用されたすべての
変更を破棄します。

OK — ［モーションのカスタマイズ］/
［モーションの調整］ ダイアログボックス
を閉じ、トラッキングパスをビデオクリッ
プ属性として保存します。

モーションの調整 /モーションの生成の右クリック メニュー

キーフレームを追加 キーフレームを追加

キーフレームを除去 キーフレームを削除

縦横比固定 ビデオクリップ/オーバーレイ オブジェク
トのサイズを変更する場合、縦横比を維持
します。

歪みをリセット クリップまたはオブジェクトの廃棄後元の
アスペクト比に戻ります。

オブジェクトの歪み
ウィンドウを表示

ビデオクリップ/オーバーレイ オブジェク
トの方向を制御するオブジェクト歪みウィ
ンドウを表示/非表示にします。
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[モーションの調整] ダイアログボックスを開くには
• タイムラインでオーバーレイクリップを右クリックして、

[モーションの調整] を選択します。

モーションをトラッキングパスに一致させには
1 トラッキングパスのあるビデオをビデオトラックに挿入します。

2 タイトルクリップをオーバーレイトラックに挿入し、プロジェ
クトに一致するようにそのプロパティを調整します。

この例では、ビデオ内の少年の名前がタイトルトラックに追加
されます。

グリッドラインを表示 グリッドライン設定を修正する ［グリッド
ライン オプション］ ウィンドウを起動しま
す。

背景ビデオを表示 タイムラインで他のトラックを表示/非表示
にします。

プレビュー ウィンド
ウに結果を表示

プレビュー ウィンドウに編集の同時表示を
有効/無効にします。

表示サイズを調整 
(マウス ホイール)

倍率を 100%、50%、 33% に変更します。
または、マウスホイールを使用して拡大/縮
小することができます。
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3 タイトルトラック内のタイトルを右クリックして、[モーション
の調整] を選択します。[モーションの調整] ダイアログボック
スが開きます。

4 複数のトラックがある場合は、一致させたいトラッカーを選択
します。

サンプルビデオでは、少年のトラッキングパスを表すトラッカー 
01 が選択されています。

5 プロジェクトの必要条件に応じて、タイトルのプロパティを調
整します。

値を設定するごとに、キーフレームが追加されます。
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この例では、少年とタイトルの間の適切な距離を設定するた
め、オフセット値が調整されています。タイトルが見える程度
に透明になるように、サイズと不透明度の値も調整されます。 
注記：ビデオ内でクリップを回転、移動する必要がある場合
は、[オフセット] および [回転] で値を設定できます。また、
シャドウや境界を加えたり、イメージを反転するオプションが
あります。［イーズイン］/［イーズアウト］ ボタン / をク
リックすると、動きの開始、または終わり部分を遅くすること
ができます。スライダをドラッグしてタイミングをコントロー
ルします。
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6 ビデオを再生して作成したアニメーションをテストします。完
了したら、［OK］ をクリックします。

サンプルプロジェクトの結果を下に示します。
 

キーフレームを使用して、トラッカーをドラッグし [モー
ションの調整] ダイアログボックスの値を調整すると、オー
バーレイやタイトルのプロパティを微調整できます。

オーバーレイクリップをトラッキングパスからリンク解除
するには
• オーバーレイクリップを右クリックして、[モーションの削除] 
を選択します。

モーションを生成する
[モーションのカスタマイズ] 機能を使用すると、既存の追跡情報
を参照せずに、オーバーレイやタイトルのモーションを背景ビデ
オのエレメントに手動で一致させることができます。これにより、
独自のモーションパスを定義したり、さまざまなプロパティを変
更して複雑なモーション効果を作成することができます。
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モーシ ョ ンのカスタマイズダイアログボックス

パーツ 説明

1 — 再生コントロール ビデオ再生をコントロールするボタン。

2 — タイムラインコ
ントロール

ズーム コントロールを伴うビデオ タイム
ライン。

3 — 属性パネル 位置、サイズ、不透明度、回転、シャド
ウ、境界線、鏡、イーズイン/アウト コン
トロールを定義します。

4 — プレビューウィ
ンドウ

再生中の現在のビデオを表示します。
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[モーションの生成] ダイアログボックスを開くには
• タイムラインでビデオクリップを右クリックして、[モーション
のカスタマイズ] を選択します。

［モーションのカスタマイズ］ ダイアログボックスは、オプ
ションパネルの ［属性］ タブをクリックし、［高度なモー
ション］ オプションをクリックして開くこともできます。
このオプションは、クリップが ［オーバーレイトラック］ 
で選択されている場合のみ使用できます。

モーションを生成するには
1 タイムラインで背景ビデオクリップまたはオーバーレイクリッ
プを右クリックして、[モーションのカスタマイズ] を選択しま
す。［モーションのカスタマイズ］ ダイアログボックスが開き
ます。 

この例では、タイトルが直線のモーションパスで示されてい
ます。 

5 — モーションパス 手動定義のモーションパス。［モーション
のカスタマイズ］ ダイアログボックスでの
み表示されます。

6 — オブジェクトの
歪みウィンドウ 

ビデオクリップ / オーバーレイ オブジェク
トの方向を制御します。

7 — キーフレーム コ
ントロール

キーフレームの位置/オフセットを追加、
削除、制御します。

8 — タイムコード 正確なタイムコードを指定して、プロジェ
クトの特定部分に直接ジャンプできます。

パーツ 説明
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2 線の区分やキーフレームノードをドラッグして、モーションパ
スの形状を変更します。

注記：別のフレームに移動して変更を行うごとに、キーフレー
ムノードが自動的に追加されます。また、スクラバをドラッグ
し、［キーフレームを追加］ ボタン をクリックしてキーフ

レームノードを作成することもできます。
3 プロジェクトの必要条件に応じて、タイトルのプロパティを調
整します。 

値を設定するごとに、キーフレームが追加されます。

下記の例は、[位置]、[サイズ]、[回転] の値を調整した後のタ
イトルです。
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注記：また、[不透明度]、[シャドウ]、[境界線]、[鏡] で値を調
整すると、それぞれ不透明度の変更、シャドウや境界線の追
加、イメージの反転を行うことができます。［イーズイン］/

［イーズアウト］ ボタン / をクリックすると、動きの開
始、または終わり部分を遅くすることができます。スライダを
ドラッグしてイーズインとイーズアウトのタイミングをコント
ロールします。

4 ビデオを再生して作成したアニメーションをテストします。完
了したら、［OK］ をクリックします。

既存のトラッキングパスがカスタマイズされている場合は、
ビデオ内の既存のモーション調整情報は汎用の移動パスに
変換されます。
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トラッキングパス
Corel VideoStudio は移動パスを作成するための特定のポイントや
領域を追跡します。このパスは、連続ビデオ フレーム内の選択し
たポイントやエリアの場所を表します。 

トラッキングパスが得られると、トラッカー領域の周りの一致し
たイブジェクトを選択するか、トラッカーを使用してビデオ要素
をぼかすように選択することができます。

このセクションでは、以下のトピックについて説明します。
• トラッキングパスの調整
• トラッキングパスにオブジェクトを使用する
• パス ライブラリーを使用する

トラッキングパスの調整
手動で追跡ポイントをリセットして、トラッキングパスの動作を
微調整または修正することができます。トラッキングパスについ
ての詳細は、 185 ページの「ビデオオブジェクトのモーショント
ラッキング」参照を参照してください。

トラッキングパスを調整するには
1 ビデオトラックでビデオファイルを選択し、ツールバーの

［モーション トラッキング］ ボタン  をクリックします。 

2 トラッカーのリストから、調整するトラッカーを選択します。

3 パスを調整する場所までジョグ スライダーをドラッグします。
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4 トラッカーをドラッグして新しいキーフレームの位置にドラッグ
します。

5 ［モーショントラッキング］ ボタン をクリックしてパ

スを再トラッキングします。トラッカーは新しいキーフレーム
の位置を使用して追跡を続けます。

トラックポイントを調整すると、一致したオブジェクトの
動きを微調整したり、滑らかにすることができます。

トラッキングパスの長さを定義するには
1 モーショントラッキングの開始位置までジョグ スライダーを
ドラッグします。［トラックイン］ ボタン をクリックします。

2 モーショントラッキングの終了位置までジョグ スライダーを
ドラッグします。［トラックアウト］ ボタン をクリックし
ます。

トラッキングパスの長さが定義されました。

トラッキングパスの長さを延長するには
1 追跡されていない領域までジョグ スライダーをドラッグして
トラッキングの終了位置を指定します。 

2 ［モーショントラッキング］ ボタン をクリックします。

追跡されるオブジェクトのモーションと延長されたパスが生成
されます。

ジョグ スライダーをドラッグして ［トラックイン］ ボタン
をクリックすると、現在のパスが削除され、新しい開始

点がマークされます。
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トラッキングパスをリセットするには
次のいずれかを行うと、現在のトラッキングパスをリセットして、
追跡する新しい領域を選択できます。
• トラッカーポイントを別の場所にドラッグします。
• ジョグ スライダーを別の場所にドラッグして、［トラックイン］ 
ボタン をクリックします。

• [リセット] ボタン  をクリックします。

トラッカーを表示/非表示にするには
• または をクリックしてトラッカーを表示または非表示
にします。

トラッカーを追加するには
1 ［新しいトラッカーを追加］ ボタン をクリックしてさらにト
ラッカーを追加します。画面上に新しいトラッカーが表示さ
れ、リストに追加されます。
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2 トラッカーを、追跡するビデオの部分にドラッグします。

この例では、2番目のトラッカーは湖の静止の魚梯にドラッグ
されています。

3 ［モーショントラッキング］ ボタン をクリックします。 

[トラッキングパスを表示] を選択すると、両トラッカーのパス
が表示され、選択したトラッカーがハイライトされます。

この例では、トラッカー 1は少年を追跡し、トラッカー 2は湖
の静止の魚梯を追跡しています。カメラが右にパンしているの
で、結果は、右方向へ動いているトラッカー 1のパスと、左方
向へ動いているトラッカー 2のパスを表示します。
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4 ［OK] をクリックします。

トラッカーを削除するには、トラッカーを選択し、［トラッ
カーを削除］ ボタン をクリックします。

トラッカーの名前を変更するには
1 トラッカーを選択し、［トラッカーの名前を変更］ ボタン を
クリックします。

2 [トラッカーの名前を変更] ダイアログボックスに新しいトラッ
カーの名前を入力します。

3 ［OK] をクリックします。

トラッキングパスにオブジェクトを使用する

オブジェクトの追加するには
1 ［モーショントラッキング］ ウィンドウで、[一致したオブジェ
クトの追加] を有効にします。

追加したオブジェクトがプレビューウィンドウに表示されます。
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2 以下のいずれかを行って一致したオブジェクトの位置を調整し
ます。
• [位置] ドロップリストからオプションを選択します。

• 追加したオブジェクトのマーカーをプレビュー ウィンドウ
の任意の場所にドラッグします。

3 プレビュー ウィンドウで、追加したオブジェクトの角をド
ラッグしてサイズを調整します。

4 前の処理で説明したようにモーション追跡を行い、トラッキン
グパスを生成します。

5 ［OK] をクリックします。

[モーション トラッキング] ダイアログボックスが閉じ、プレ
イスホルダーがオーバーレイ ラックに追跡されます。

6 ライブラリで必要なメディアクリップを検索して、タイムライ
ンのプレースホルダー上にドラッグします。プレースホルダー
にドラッグしながら Ctrl キーを押して、新しいメディアク
リップをプレースホルダーの位置に落としてクリップを置き換
えます。
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追跡オブジェクトの部分をぼかすには
1 ［モーショントラッキング］ ダイアログボックスで ［モザイク

を適用］ ボタン  をクリックしてモザイクを有効にしま

す。そしてこのボタンの横にある矢印をクリックして ［長方
形］ または ［円形］ のモザイクを選択します。
注記：マルチポイント トラッカーを使用している場合、形状
は動的でオブジェクトの動きによって決定されるため、形の選
択はできません。
予想されるぼかし領域がグリッドとしてプレビューウィンドウ
に表示されます。 

2 グリッドの隅にあるノードをドラッグするか ［モザイクサイ
ズの調整］ ボックスの値を調整して、ぼかす部分が覆われるよ
うにグリッドのサイズを調整します。
注記：この機能を有効にすると、一致するオブジェクトのオプ
ションが灰色表示になります。
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3 前の処理で説明したようにモーション追跡を行い、トラッキン
グパスを生成します。

メインプログラムのプレビューウィンドウでビデオを表示す
ると、追跡したオブジェクトの領域にモザイク風の効果が現
れます。 

4 ［OK] をクリックします。
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モーショントラッキングと組み合わせると、この機能はビ
デオに表示したくない要素をぼかすのに一番役立ちます。
この例としては、人のプライバシーを保護するために顔を
ぼかす、セキュリティのために自動車のナンバープレート
を覆う、または登録商標の企業ロゴを隠す、などがあり
ます。

パス ライブラリーを使用する
プリセットパスをパス ライブラリーからタイムラインのクリップ
にドラッグすることにより、メインビデオトラックやオーバーレ
イトラックのクリップにモーション行動を加えることができます。

[モーション トラッキング] ダイアログボックスでトラッキ
ングパスを保存するには
1 トラッキングパス名を選択し、［パス ライブラリへ保存］ ボタ
ン をクリックします。

[パス ライブラリへ保存] ダイアログボックスが開きます。

2 パスのフォルダーの場所を選択します。

3 ［OK] をクリックします。
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[表示されているすべてのパスをエクスポート] を選択して、
表示されているすべてのトラッキングパスを保存します。
保存したすべてのトラッキングパスが、以前それに関連付
けられていた速度と時間のプロパティなしの一般的な移動
パスに変換されます。

パスをパス ライブラリーに取り込むには

1 ［インポート パス］ ボタン をクリックします。

2 パスファイルを参照して、［開く］ をクリックします。

パス ライブラリーからパスを出力するには

1 ［エクスポート パス］ ボタン をクリックします。［エクス
ポート パス］ ダイアログボックスが開きます。

2 ［参照］ ボタン をクリックしてパスファイルを選択します。 

3 パフフォルダーの名前を入力します。

4 ［OK] をクリックします。

スマートパッケージを使用してプロジェクトを出力する場
合は、プロジェクトの追跡情報も出力され、スマートパッ
ケージが開いているコンピューターに対応するパスフォル
ダーが自動的に作成されます。

パス ライブラリーを初期化するには
• ［設定］ >［ライブラリー マネージャー］ > ［ライブラリーの
初期化］  の順にクリックします。
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オーディオ
サウンドはビデオ作品の成功を決定付ける要素の 1 つです。
Corel VideoStudio では、プロジェクトに音楽、ナレーション、
サウンド効果を追加できます。

Corel VideoStudio のオーディオ機能では、合計 4 つのトラックを
利用できます。ボイストラックにはナレーションを挿入でき、
ミュージックトラックには BGM や音響効果を挿入できます。

このセクションでは、以下のトピックについて説明します。
• オーディオファイルの追加
• オーディオダッキングを使って音量を自動調整する
• ビデオクリップからオーディオトラックを分割します。
• オートミュージックの使用
• クリップのボリュームコントロールの使用
• オーディオクリップのトリムと切り取り
• オーディオ再生時間の伸縮
• フェードイン /アウトを適用する
• サウンドミキサーを使用する
• ステレオチャネルの調整
• サラウンドサウンドミキサーの使用
• サラウンドサウンドのミキシング
• オーディオチャネルの複製
• オーディオフィルターの適用
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オーディオファイルの追加
以下のどの方法でも、プロジェクトにオーディオファイルを追加
できます。 
• ローカルドライブまたはネットワークドライブからライブラリ
にオーディオファイルを追加します。（ライブラリには Triple 
Scoop のロイヤルティフリーの音楽が含まれています）

• CD からオーディオを取り込みます。
• 音声クリップを録音します。

• オートミュージックの使用
注記：ビデオファイルからオーディオを抽出することもでき
ます。

オーディオファイルをライブラリに追加するには
• [メディアファイルの取り込み ] ボタン  をクリックし、
コンピュータ内のオーディオファイルを参照します。

オーディオファイルをライブラリに取り込んだら、そのファイ
ルをライブラリからタイムラインにドラッグしてプロジェクト
に追加できます。

ナレーションを追加するには
1 スクラバを移動して、ビデオにナレーションを挿入する部分を
指定します。

2 タイムラインビューで  [記録 /取り込みオプション ] ボタン
をクリックし、[ナレーション ] を選択します。[音量を調整 ] 
ダイアログボックスが表示されます。
注記：現在のプロジェクトのキュー位置に既存のナレーショ
ンクリップが存在する場合は、メッセージが表示されます。
タイムラインの何もないところをクリックして、クリップが
選択されていない状態にしてください。
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3 マイクに向かって話し、メーターが正しく反応するかどうかを
確認します。マイク音量を調整するには、Windowsオーディ
オミキサーを使用します。

4 [開始 ] をクリックし、マイクに向かって話し始めます。

5 録音を終了するには、Esc キー、または Space キーを押します。

6 ナレーションを録音する場合は、1 セッションを 10 秒から 15 秒
程度にすることをお勧めします。細かく録音することで、録音
に失敗した部分を簡単に削除してやり直すことができます。削
除するには、タイムライン上でクリップを選択して Delete 
キーを押します。

音楽 CDから取り込むには
1 タイムラインビューで、  [記録 /取り込みオプション ] ボタン
をクリックし、[音楽 CD から取り込む ] をクリックします。

[オーディオトラックを取り込む ] ダイアログボックスが表示
されます。

2 トラックリスト でインポートするトラックを選択します。

3 [参照 ] をクリックし、取り込んだファイルを保存するフォルダ
を選択します。

4 [取り込み ] をクリックして、オーディオトラックの取り込みを
開始します。 

オーディオダッキングを使って音量を自動調整する
オーディオダッキング（概念はサイドチェインと類似）は、自動
的にあるトラックの音量を下げて、他のトラックを聞こえやすく
するものです。例えば、音楽とナレーションが含まれるビデオプ
ロジェクトがある場合、オーディオダッキングを利用することで
ナレーターが話している間、音楽の音量を自動的に下げることが
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できます。このとき、「ダッキング」を起動するしきい値と、どの
程度バックグラウンドトラックの音量を下げるかを調整できます。

オーディオダッキングを使うには
1 タイムラインビュー（編集ワークスペース）で、「ダッキング」
を適用するトラックが、編集するビデオ、オーバーレイ、また
はボイストラックの下にあることを確認します。

2 「ダッキング」するミュージックトラックを右クリックし、
[オーディオダッキング ] を選択します。

3 [オーディオダッキング ] ダイアログ ボックスで、以下の各ス
ライダを調整します。
• ダッキングレベル — 下げる音量を決定します。数値が高い
ほど音量が下がります。

• 感度 — ダッキングをするために必要な音量のしきい値（選
択されたトラックより上にあるトラックから測定）を決定し
ます。満足できる結果が得られるまで、感度 スライダを調整
してください。

• アタック — 感度 しきい値に合致した後、[ダッキングレベル ] 
設定までボリュームが下がる時間を決定します。 

• ディケイ — ダッキングレベルから通常のクリップの音量に
戻るまでの時間を決定します。 
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ここの例では、 ナレーシ ョ ンが紫のト ラックで、 音
楽が青のト ラックです。 各例の黄色のラインは、 次
のようにオーディオダッキングの感度を設定した場
合の音楽ト ラックの音量が下がる時点とその程度を
示しています。 上部 = 0、 中間 = 2、 下部 = 30。
この例では、 2 の設定が最も適しています。

黄色の音量ラインのキーフレームノードをドラッグ、追加、
または削除することで、オーディオダッキングの効果を手
動で微調整できます。
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ビデオクリップからオーディオトラックを分割します。
Corel VideoStudio では、既存のビデオクリップのオーディオ部分
をオーディオトラックに分割できます。

オーディオを含んでいるビデオクリ ップはオー
ディオアイコンを表示します

ビデオクリップからオーディオトラックを分割するには
1 ビデオクリップを選択します。

2 ビデオクリップを右クリックして、[オーディオを分割 ] を選択
します。

これは新しいオーディオトラックを生成します。

ビデオクリップからオーディオトラックを分割したら、
オーディオトラックにオーディオフィルターを適用できま
す。詳しくは、229ページの「オーディオフィルターの適
用」を参照してください。

オートミュージックの使用
Corel VideoStudio のオートミュージック機能を使うと、ScoreFitter® 
ライブラリのロイヤルティフリー音楽で高品質サウンドトラック
を簡単に作成できます。楽曲のバリエーションは様々なので、作
成するビデオの雰囲気に合わせることができます。
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オートミュージックで音楽を追加するには

1 ツールバーの [オートミュージック ] ボタン  をクリックし
ます。

[オートミュージック ] パネルが開きます。

1 [カテゴリー ] リストから、希望する音楽のタイプを選択します。

2 [曲 ] リストから、楽曲を選択します。

3 [バージョン ] リストから、楽曲のバージョンを選択します。

選択した楽曲を聴くには、[選択した曲を再生 ] ボタンをク

リックします。 

1 希望する楽曲が見つかったら、[タイムラインに追加 ] ボタン

 をクリックします。 
注記：[自動トリム ] を有効にしてオーディオクリップを自
動的に切り取るか、好みの再生時間にカットします。

音声レベルが平均化されたクリップのボリューム調整
音声レベルの平均化機能により、選択された複数のオーディオや
ビデオクリップの音量レベルが自動的に一定に保たれます。かす
かにしか聞こえない音声も大音量ではっきり聞こえる音も、音声
レベルを平均化してクリップ全体で音量が均等になるよう調整さ
れます。つまり、選択されたクリップすべての音量が分析され、
ボリュームの低いクリップの音量が最もボリュームの高いクリッ
プの音量レベルまで引き上げられます。手動でクリップの音量を
調整する方法については、222ページの「クリップのボリューム
コントロールの使用」 をご参照ください。
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複数のオーディオ付きクリップに [音声レベルの平均化 ] を
適用するには
1 編集ワークスペースで、平均化するオーディオクリップを選択
します。

Shift キーを押しながらクリップをクリックして複数のクリップ
を選択します。

2 選択したクリップを右クリックして、[音声レベルを平均化 ] を
選択します。

クリップのボリュームコントロールの使用
音量調整は [オーディオ ] タブで行うことができます。ここでは、
クリップのボリュームが、録音された元のボリュームに対する
パーセンテージで表示されます。値の範囲は 0 から 500% で、0% 
はクリップを完全に無音に、100% は元の録音ボリュームと同じに
します。

 

オーディオクリップのトリムと切り取り
ナレーションや BGM を録音した後、タイムライン上でオーディオ
クリップを簡単にトリムできます。 
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クリップを自動的にトリムするには
• 以下のいずれかを実行します。

• 先頭または末尾のハンドルをドラッグして、クリップを短く
します。
注記：タイムラインでオーディオクリップを選択すると、
トリム用のハンドルが表示されます。 

• トリムマーカーをドラッグします。

• ジョグ スライダーを移動して [マークイン ] / [マークアウト
] ボタンをクリックします。

オーディオクリップを分割するには
• [クリップの分割 ] ボタン  をクリックして、クリップを分割
します。

オーディオ再生時間の伸縮
タイムストレッチ機能を使用すると、ピッチを歪めることなくビ
デオの再生時間に合わせてオーディオクリップを伸縮できます。
通常、プロジェクトに合わせてオーディオクリップを伸縮すると
サウンドが歪みますが、タイムストレッチ機能では、オーディオ
クリップの再生テンポだけが変更されます。 
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オーディオクリップを 50～ 150% に伸縮する場合、サウンド
の歪みは生じませんが、50% 以下または 150% 以上に伸縮
する場合は、歪みが生じることがあります。

オーディオクリップの再生時間を伸縮するには
1 タイムラインやライブラリのオーディオクリップをクリックし、
オプションパネルを開きます。

2 [オーディオ ] タブパネルで [再生速度変更 /タイムラプス ] をク
リックし、[再生速度変更 /タイムラプス ] ダイアログボックス
を開きます。

3 [速度 ] に値を入力するか、スライダーをドラッグしてオーディ
オクリップの速度を変更します。速度を遅くするとクリップの
再生時間が長くなり、速くすると短くなります。 
注記：[タイムストレッチの長さ ] で、クリップの再生時間
を指定できます。この場合、クリップの速さは指定した再生
時間に応じて自動的に調整されます。時間を短くしても、
クリップはトリムされません。

タイムラインで、 選択したクリ ップのハンドルを
Shift キーを押しながら ドラ ッグすることで、 オー
ディオクリ ップの再生時間を伸縮できます。
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フェードイン /アウトを適用する
小さい音量から始まって徐々に大きくなり、また徐々に小さくなっ
て終わるという BGMの手法は、スムーズなトランジション演出の
ためによく使われます。 

オーディオクリップにフェード効果を適用するには
• [フェードイン ]  と [フェードアウト ]  ボタンをクリック
します。

サウンドミキサーを使用する
ビデオクリップの音声、ナレーション、BGM を調和させるには、
ビデオクリップの相対音量を調整することが大切です。 

プロジェクト内の異なるオーディオトラックをバランスよ
くミックスするには
1 ツールバーの [サウンド ミキサー ] ボタン  をクリックし
ます。 
注記：プロジェクトのプロパティ [オーディオ設定 ] で オー
ディオタイプが 3/2 に設定されると、[サラウンドサウンド
ミキサー ] が表示されます。オーディオタイプが 2/0 ステレ
オモードに設定されると、[2 チャンネルミキサー ] が表示さ
れます。設定の確認には、[設定 ] > [プロジェクトのプロパ
ティ ] > [編集 ] を 選択し、[プロファイルの編集オプション
] ダイアログボックスで [圧縮 ] タブをクリックします。
サラウンドサウンドミキサーの使用については、227ページの
「サラウンドサウンドミキサーの使用」を参照してください。

2チャンネルミキサーの使用については、226ページの「ステ
レオチャネルの調整」を参照してください。
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ステレオチャネルの調整
ステレオファイル（2チャンネル）の場合、1つの波形で左右の
チャネルが表されます。

2ch ステレオモードを使用するには
1 [設定 ] > [プロジェクトのプロパティ ] の順にクリックします。

2 [プロジェクトのプロパティ ] ダイアログボックスで、[プロ
ジェクトの形式 ] ドロップリストから形式を選択します。

3 [編集 ] をクリックします。

4 [プロファイル編集オプション ] ダイアログボックスで、[圧縮 ] 
タブをクリックします。

5 [オーディオ形式 ] ドロップリストで、[ドルビーデジタルオー
ディオ ] を選択します。

6 [オーディオ設定 ] エリアで、[オーディオタイプ ] ドロップリス
トボックスから [2/0 (L, R)] を選択します。

7 ツールバーの [サウンド ミキサー ] ボタン  をクリックし
ます。

8 ミュージックトラック上をクリックします。 

9 オプションパネルで [再生 ] をクリックします。

10 サラウンドサウンドミキサーの中央にある音符記号をクリック
し、任意のサウンド位置に従って調整します。
注記：音符記号を移動すると、サウンドの聞こえてくる方向
が変わります。

11 [ボリューム ] をドラッグしてオーディオの音量を調整します。
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サラウンドサウンドミキサーの使用
2 つのオーディオチャネルしかないステレオストリームとは異な
り、サラウンドサウンドには 5 つの独立したオーディオチャネル
があり、これらのチャネルが 1 つのファイルにエンコードされ、
5 つのスピーカーと 1 つのサブウーファーに送られます。

サラウンドサウンドミキサーにはサラウンド効果を出すために必
要なすべてのコントールがあります。これらのコントロールによ
り、5.1 ch 構成のマルチスピーカーからオーディオが出力されま
す。ステレオファイルにこのミキサーを使用して、オーディオが
スピーカー間を移動するように音量を調整することもできます。

サラウンドサウンドのミキシング
サラウンドサウンドのすべてのオーディオチャネルには、前に挙
げたステレオ構成と同様のコントロールに加え、いくつかの専用
コントロールが存在します。
• 6 チャンネル VU メーター — [左フロント ]、[右フロント ]、

[中央 ]、[サブウーファー ]、[左サラウンド ]、[右サラウンド ] 
があります。

• 中央 — センタースピーカーから出力される音量を調整します。
• サブウーファー — 低周波数サウンドの出力量を調整します。
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5.1 ch サラウンドサウンドモードを使用するには
1 [設定 ] > [プロジェクトのプロパティ ] の順にクリックします。

2 [プロジェクトのプロパティ ] ダイアログボックスで、[プロ
ジェクトの形式 ] ドロップリストから形式を選択します。

3 [編集 ] をクリックします。

4 [プロファイル編集オプション ] ダイアログボックスで、[圧縮 ] 
タブをクリックします。

5 [オーディオ形式 ] ドロップリストで、[ドルビーデジタルオー
ディオ ] を選択します。

6 [オーディオ設定 ] エリアで、[オーディオタイプ ] ドロップリス
トボックスから [3/2 (L, C, R, SL, SR)] を選択します。

7 ツールバーの [サウンド ミキサー ] ボタン  をクリックし
ます。

8 サラウンドサウンドミキサーの中央にある音符記号をクリック
し、好みのサウンド位置に合わせて 6つのチャネルのいずれか
にドラッグします。ステレオモードの手順 1と 2 を繰り返し
ます。

9 [ボリューム ]、[中央 ]、[サブウーファー ] をドラッグしてオー
ディオのサウンドコントロールを調整します。
注記：ビデオトラック、オーバーレイトラック、およびボイス
トラックでサウンド位置を調整することもできます。これを
実行するには、希望のトラックボタンをクリックし、手順 2
と 3 を繰り返します。
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オーディオチャネルの複製
オーディオファイルによっては、音声と BGM が別々のチャネルに
分けられることがあります。オーディオチャネルを複製すると、
片方のチャネルを無音にすることができます。

オーディオチャネルを複製するには、ツールバーの [サウンド ミ
キサー ] ボタン  をクリックします。次に [属性 ] タブをクリック
して [オーディオチャネルを複製 ] を選択し、複製するオーディオ
チャネル（ほとんどの場合 [左 ]または [右 ]）を選択します。

マイクを使用してナレーションを録音する場合は、1 つの
チャンネルだけで録音されます。チャンネル全体に複製す
るのにこの機能を使用すると、オーディオの音量を向上さ
せることができます。

オーディオフィルターの適用
Corel VideoStudio では、ミュージックトラックと音声トラックの
オーディオクリップにフィルターを適用できます。また、オー
ディオを含むビデオクリップに、オーディオフィルターを適用で
きます。
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オーディオフィルターを適用するには
1 [ライブラリ ]で  をクリックしてフィルターを表示します。

2 オーディオフィルターのみを表示するには、[オーディオフィ
ルターを表示する ] ボタン  をクリックします。

3 タイムラインにオーディオフィルターをドラッグし、オーディ
オクリップまたはオーディオを含むビデオクリップにドロップ
します。

オーディオクリップが選択されていれば、[オプション ] パ
ネルからオーディオフィルターを適用することができます。
オプションパネルの [オーディオ ] タブ で [オーディオフィ
ルター ] をクリックします。[使用可能なフィルター ] リス
トから、希望のオーディオフィルターを選択し、[追加 ] を
クリックします。[オプション ] ボタンが有効なときには、
オーディオフィルターをカスタマイズできます。[オプショ
ン ] をクリックしてダイアログボックスを開き、特定の
オーディオフィルターの設定を行います。
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ペインティング クリエーター
Corel VideoStudio の機能であるペインティング クリエーターを使
用すると、ペイント、描画、または文字をアニメーションや静止
画として記録し、オーバーレイ効果としてプロジェクトに適用で
きます。

このセクションでは、以下のトピックについて説明します。
• ペインティング クリエーターの使用
• ペインティング クリエーターモードへの切り替え
• 静止画像とアニメーションの作成
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ペインティング クリエーターの使用
［ペインティング クリエーター］ ウィンドウには、アニメーション
や描画を記録または保存するのに必要なすべてのツールが含まれ
ています。以下の表は、［ペインティング クリエーター］ ウィンド
ウ内のコントロールと機能の一覧です。

ペインティング クリエーターのインターフェースの基本

パーツ 説明

1 — ブラシの太さ 2つのスライダーとプレビューボックスを
使って、ブラシの先の太さを設定します。

2 — キャンバス/
プレビューウィン
ドウ 

ペイントエリアです。

3 — ブラシパネル さまざまなブラシの種類の中から選択します。

4

3

5

1

2
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ペインティング クリエーターのコントロールボタンとスラ
イダー

4 — カラーパレット Windows カラーピッカーまたはCorel カラー
ピッカーを使用して色を選択または指定でき
ます。スポイトをクリックして色を選択する
こともできます。

5 — ギャラリー 作成したアニメーションや静止画のサムネイ
ルが含まれています。

新規作成/クリアボタン — 新しいキャン
バス/プレビューウィンドウを開きます。

ズームイン/ズームアウトボタン — ペ
イントビューをズームイン/ズームアウ
トできます。

原寸 — キャンバスまたはプレビュー
ウィンドウを実寸に戻します。

背景イメージボタンとスライダー — 
［背景イメージ］ ボタンをクリックする
と、ペイント時の参照用にイメージを
使用できます。背景イメージの透明度
はスライダーで調整できます。 

テクスチャ オプションボタン — テク
スチャを選択し、ブラシの先に適用で
きます。

スポイトツール — カラーパレットま
たは周りのオブジェクトから色を選択
できます。

消しゴムモードボタン — ペイント/ア
ニメーションを描いたり消したりでき
ます。

パーツ 説明
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元に戻すボタン — スチルモードとア
ニメーションモードで、操作を元に戻
したりやり直したりできます。

やり直しボタン — スチルモードとア
ニメーションモードで、操作を元に戻
したりやり直したりできます。

録音を開始/静止画ボタン — ペイント
セッションを記録します。または、作
成したペイントをギャラリーに追加し
ます。静止画ボタンはスチルモードの
場合にだけ表示されます。

再生/停止ボタン — 現在のペイントア
ニメーションを再生/停止します。アニ
メーションモードでのみ使用できます。

削除ボタン－アニメーションまたはイ
メージをライブラリから削除します。

長さを変更ボタン－選択したクリップ
の再生時間を変更します。

環境設定ボタン－［環境設定］ ダイア
ログボックスを開きます。

アニメーションまたはスチルモードボ
タン－アニメーションモードとスチル
モードを切り替えることができます。

OK ボタン－ペインティング クリエー
ターを閉じて、アニメーション*.uvp 
形式と*.png 形式の画像を
Corel VideoStudio のライブラリに挿入
します。
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ペインティング クリエーターを起動するには
• ［ツール］ > ［ペインティング クリエーター］ の順にクリック
します。

アニメーションやイメージをライブラリに取り込むには
• ペインティング クリエーターウィンドウで、ギャラリー内で
必要なサムネイルを選択し、［OK］ をクリックします。
Corel VideoStudio は現在選択されているフォルダーのライブラ
リにアニメーションと静止画像を自動的に追加します。アニ
メーションは *.uvp 形式で保存され、イメージは *.png ファイ
ルとして保存されます。

ペインティング クリエーターモードへの切り替え
ペインティング クリエーターでは、以下の 2 種類のモードを選択
できます。アニメーションモードと スチルモード。 

ペインティング クリエーターモードを選択するには
• 以下のいずれかのボタンをクリックします。

• アニメーションモード  — ペインティングセッション全
体を記録し、出力内容をタイムラインに組み込みます。

• スチルモード  — 静止画編集ソフトウェアで行うように
各種ツールを使用してイメージファイルを作成できます。 
注記：デフォルトでは、ペインティング クリエーターはアニ
メーションモードで起動します。

閉じるボタン－ペインティング クリ
エーターウィンドウを閉じます。
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デフォルトのクリップ再生時間を変更するには

1 ［環境設定］ ボタン をクリックします。 

［環境設定］ ダイアログボックスが表示されます。
2 ［全般］ タブで、［標準のマクロ表示時間］ を増減します。
注記：［OK] をクリックします。

静止画像とアニメーションの作成
［ペインティングクリエーター］ ウィンドウでアニメーションの記
録や静止画像を保存できます。アニメーションの再生や静止画像
への変換ができます。異なるブラシストロークを使用するには、
ブラシ設定を調整します。描画しながら基準画像を使用すること
もできます。

ペイントアニメーションを記録するには
1 ［記録開始］ をクリックします。 

2 各種のブラシセットやカラーセットを使ってキャンバスまたは
プレビューウィンドウ上で静止画をペイントした後、［記録停
止］ をクリックします。 
注記：作成したペイントアニメーションは自動的にギャラリー
に保存されます。 

静止画をペイントするには
• 各種のブラシセットやカラーセットを使ってキャンバスまたは
プレビューウィンドウ上で静止画をペイントした後、［静止画］ 
をクリックします。 
注記：作成したペイントは自動的にギャラリーに保存されます。
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ペイントアニメーションを再生するには
• ギャラリー内のアニメーションサムネイルをクリックして、
［再生］ ボタン  をクリックします。

アニメーションを静止画に変換するには
• ギャラリーで、アニメーションのサムネイルを右クリックし、
［アニメーションアイテムをスチルに転送］ を選択します。
注記：変換した静止画は、アニメーションの導入や終了時のク
リップとして使用できます。

ブラシ設定を指定するには
1 ［設定］ ボタン をクリックします。

2 ブラシプロパティを変更して、希望のブラシストローク効果を
作成します。
注記：オプションはペイントツールによって異なります。

3 ［OK] をクリックします。 

参照イメージを使用するには

• ［背景イメージオプション］ ボタン をクリックすると、
［背景イメージオプション］ ダイアログボックスが表示されま
す。次のオプションを設定します。
• デフォルトの背景色を参照 — ペイントまたはアニメーショ
ンに単色の背景色を選択できます。

• 現在のタイムラインイメージ — タイムラインに現在表示さ
れているビデオフレームを使用します。

• イメージをカスタマイズ — イメージを開き、そのイメージ
をペイントまたはアニメーションの背景として使用できます。
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ライブ画面キャプチャ
Corel VideoStudio のスクリーン キャプチャ機能を使用して、コン
ピューターの操作とマウスの動きを記録します。この機能を使用
すると、いくつかの簡単なステップで視覚化を必要とする操作の
ビデオを作成できます。また、強調やフォーカスを増すために
キャプチャエリアを定義したり、ナレーションを組み込むことが
できます。

このセクションでは、以下のトピックについて説明します。
• スクリーン キャプチャ プロジェクトの開始
• 画面の記録

スクリーン キャプチャ プロジェクトの開始

ライブ画面キャプチャウィンドウを開くには
• 以下のオプションのいずれかを行うことができます。

• 取り込みワークスペースで、［ライブ画面キャプチャ］ をク
リックして ［スクリーン キャプチャ］ ツールバーを起動しま
す。Corel VideoStudio のメインプログラムウィンドウが背景内
に最小化され、[ライブ画面キャプチャ］ ツールバーが表示さ
れます。

• ［記録/取り込みオプション］  から ［スクリーン キャプ
チャ］  をクリックします。

• ［スタート］ メニューのプログラムリストからライブ画面キャ
プチャを選択するか、［スタート］ 画面からプログラムファイ
ルをクリックします。
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デフォルトの取り込み領域は自動的に画面全体をカバーし、
[ライブ画面キャプチャ ] ツールバーとともに表示されます。

画面の録画ツールバーの基本

パーツ 説明

1 — キャプチャエ
リア フレーム

取り込むエリアを画面で指定します（ノード
つきの青いアウトライン）。デフォルトでは、
これは画面全体を対象にします。

2 — 記録コント
ロール

画面の録画を操作するボタンが含まれます。

3 — キャプチャエ
リアフレームのサ
イズ

キャプチャするアクティブなプログラムを指
定し、キャプチャするエリアのサイズを幅と
高さのボックスで指定します。

4 — 設定 (デフォル
トのビュー )

ファイル、オーディオ、表示、およびキー
ボードショートカット設定を指定できます。

1

2

3

4
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画面の記録
実際の画面キャプチャを行うには、初めにビデオの設定を行い
ます。

ビデオを設定するには
1 ［設定］ をクリックします。

2 ［ファイルの設定］ で、以下の詳細を指定します。
• ファイル名 — プロジェクトのファイル名を入力します。

• 保存先 — ビデオファイルを保存する場所を指定できます。

• ライブラリへ取り込み — 取り込んだ画面を自動的にライブ
ラリへインポートし、ライブラリの保存パスを識別します。
注記：スクリーン キャプチャは、デフォルトでライブラリの
サンプル フォルダーに保存されます。 をクリックして新し
いフォルダーを追加して、ファイルの保存場所を変更します。
• 形式 — ドロップリストで使用できる形式からオプションを
選択します。

• フレームレート — 録画時に使用するフレーム数を指定でき
ます。
注記：フレームレートを小さくすると小さいサイズになりイン
ターネットにビデオをアップロードするには適していますが、
画面での精度が低くなります。フレームレートを高くすると大
きなファイルサイズを生成し、実際の画面を取り込んで詳細に
表示するのに適しています。

3 ［オーディオの設定］ >［音声］ で、次のいずれかを行います。

• ［音声記録を有効にする］  をクリックして音声を録音し
ます。音声入力をテストするには、［サウンド チェック］ ボ
タンをクリックします。

• ［音声記録を無効にする］  をクリックして音声録音を無効
にします。
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4 システム オーディオを有効または無効にし、ボリュームスラ
イダーを調整して希望の値に設定します。 

5 [制御設定] では、以下のオプションが利用できます。

• マウス クリック アニメーション — スクリーン キャプチャ
にマウスクリックを含めます。

• F10/F11 ショートカット キーを有効にする — 画面の取り込
みのキーボード ショートカットをオン/オフにします。
注記：画面キャプチャのショートカットキーがキャプチャする
プログラムと衝突する場合は、記録中の予期しない停止や一時
停止を防ぐため、この機能を無効にすることをお勧めします。

6 [モニターの設定] で、表示装置を選択します。
注記：プログラムは、ご使用のシステムで使用できる表示装置
の数を自動的に検出します。デフォルトでは主モニターが選択
されています。

スクリーン キャプチャを記録するには
1 以下のオプションのいずれかを選択します。

• 全画面 — 画面全体をキャプチャできます。［画面の録画］ 
ツールバーを開くと、このオプションはデフォルトで有効に
なっています。

• カスタム — キャプチャするエリアを指定できます。キャプ
チャエリアのサイズがそれに従って表示されます。また、ア
クティブなプログラムのリストからオプションを選択するこ
とにより、キャプチャするアプリケーションウィンドウを指
定できます。

2 ［設定］ をクリックして、その他のオプションを表示します。
注記：ナレーションやシステムオーディオを含めるには、それ
ぞれの設定を有効にして指定してから記録を開始します。
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3 ［記録の開始 / 再開］ をクリックして、スクリーン キャプチャ
を開始します。 

指定されたキャプチャエリア内のすべての活動が記録されま
す。スクリーン キャプチャはカウントダウンに続いて開始さ
れます。
注記：スクリーン キャプチャは、F10 を押すと停止し、F11 
を押すと一時停止または再開します。

4 スクリーン キャプチャを終了するには、［記録の停止］ をク
リックします。

スクリーン キャプチャはライブラリおよび指定したカスタ
ムフォルダーに追加されます。ビデオを Corel VideoStudio 
のタイムラインに取り込んで、クリップのトリムや効果や
タイトルの追加ができます。
詳しくは、 93 ページの「メディアを編集」参照および 
139 ページの「タイトルと字幕」参照を参照してください。

高画質のビデオを作成するには、共有ワークスペースで該
当する Windows Media Video (WMV) プロファイルを使用し
ます。また、［最初のビデオクリップに合わせる］  を有効に
して、ビデオのレンダリング時にスクリーン キャプチャ記
録の設定を使用します。

詳しくは、 291 ページの「コンピューター再生用のファイル
を保存する」参照を参照してください。
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おまかせモード
Corel で、すばやく簡単にオリジナルのムービーを作成できます。
Corel おまかせモードを使用することで印象的なプロジェクトを素
早く統合できます。テンプレートを選択し、メディアクリップを
追加してムービーを保存するだけです。

このセクションでは、以下のトピックについて説明します。
• おまかせモードでプロジェクトを作成する
• テンプレートの選択（おまかせモード）
• メディアクリップの追加（おまかせモード）
• タイトルの編集（おまかせモード）
• ミュージックの追加（おまかせモード）
• パン & ズーム効果の適用（おまかせモード）
• ムービー再生時間の設定（おまかせモード）
• コンピューター再生用のファイルを保存する（おまかせモード）
• Web へのアップロード（おまかせモード）

おまかせモードでプロジェクトを作成する
おまかせモード を起動して、すぐに新規プロジェクトの作成や既
存のプロジェクトの編集ができます。

おまかせモードでプロジェクトを作成するには
• VideoStudio ウィンドウから、［ツール］ > ［おまかせモード］ 
の順にクリックします。
おまかせモード ウィンドウが開きます。
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既存のおまかせモードプロジェクトを開くには
• おまかせモードで、［メニュー］矢印 > ［プロジェクトを開く］ 
の順にクリックします。

テンプレートの選択（おまかせモード）
おまかせモード には、さまざまなテーマを持つ多数のテンプレート
が含まれています。

テンプレートを選択するには
1 ［テンプレートを選択］ タブをクリックします。

2 ドロップリストからテーマを選択できます。 

すべてのテーマを表示するように選択するか、リストから特定
のテーマを選択します。

3 サムネールリストからテーマをクリックします。

4 テンプレートをプレビューするには、［再生］ ボタン をク
リックします。

選択したテンプレートはオレンジのボックスでマークされ
ます。他のタブを開く場合は、テンプレートサムネールは 
［個人テンプレート］ タブに表示されます。

VideoStudio X9 以降をお持ちの場合、オリジナルのおまか
せモードテンプレートを作成することができます。
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メディアクリップの追加（おまかせモード）
ムービー作成時には、写真、ビデオクリップ、メディアクリップ
の組み合わせを使用できます。

メディアクリップを追加するには
1 ［メディアの追加］ タブをクリックします。

2 ［メディアの追加］ ボタン をクリックします。 

［メディアの追加］ ダイアログボックスが開きます。

3 追加するメディアファイルを選択して、[開く] をクリックし
ます。

Windows Explorer フォルダーから写真やビデオのファイル
を おまかせモード ウィンドウにドラッグして追加すること
もできます。 

タイトルの編集（おまかせモード）
おまかせモード テンプレートには、組み込みタイトルクリップが
あります。プレースホルダーテキストを独自のテキストに交換、
フォントスタイルと色の変更、シャドウや透明などの効果の追加
を行うことができます。

タイトルを編集するには
1 ［メディアの追加］ タブで、［ジョグスライダー］ を紫のバーで
マークされているムービークリップの部分にドラッグします。

これで［タイトルを編集］ ボタン が有効になります。
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2 ［タイトルを編集］ ボタンをクリックするか、プレビューウィ
ンドウのタイトルをダブルクリックします。

3 ［フォント］ ドロップリストからフォントを選択してフォント
スタイルを変更します。

4 フォントカラーを変更する場合は、［カラー］ ボタン をク
リックして、カラータイルをクリックします。

また、リストからオプションをクリックして、Corel カラー
ピッカーまたは Windows カラーピッカーを起動することもで
きます。

5 シャドウを追加するには、［シャドウ］ チェックボックスを有
効にします。

6 シャドウの色を変更するには、チェックボックスの下の ［色］ 

ボタン をクリックして、カラータイルをクリックするかカ
ラーピッカーを起動します。
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7 透明度を調整するには、［透明度］ の下向き矢印をクリックし
てスライダーをドラッグします。

[透明度] ボックスをクリックして新しい値を入力することもで
きます。

8 タイトルを移動するには、テキストボックスを画面上の新しい
位置にドラッグします。

9 タイトルの編集を終了するには、テキストボックスの外側をク
リックします。

Corel VideoStudio には拡張タイトル編集機能があります。
おまかせモードでプロジェクトが完了した後、Corel 
VideoStudio でタイトルを編集するには、［保存して共有す
る］ タブをクリックして ［VideoStudio で編集］ をクリック
します。

ミュージックの追加（おまかせモード）
ほとんどのミュージックには維持または交換できる組み込み
ミュージックがあります。独自のミュージックの追加、ミュー
ジックの削除、オーディオファイルの順番の変更を行うことがで
きます。オーディオの標準化を適用して、各ミュージッククリッ
プの音量を同じレベルに自動的に調整できます。

BGM を追加するには

1 ［メディアの追加］ タブで、［ミュージックを編集］ ボタン  

をクリックします。

2 ［ミュージックオプション］ をクリックし、［ミュージックの追
加］ を選択します。

［ミュージックの追加］ ダイアログボックスが開きます。

3 オーディオファイルを選択して、[開く] をクリックします。
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オーディオクリップを調整するには
1 ［メディアの追加］ タブで、［ミュージックを編集］ ボタンをク
リックします。

2 ［ミュージックオプション］ リストからオーディオファイルを
クリックします。

3 ［上へ移動］ ボタン または [下へ移動] ボタン をク
リックして、オーディオファイルの順番を変えます。

オーディオファイルを削除するには
1 ［メディアの追加］ タブで、［ミュージックを編集］ ボタン

をクリックします。

2 オーディオファイルのタイトルをクリックして、［削除］ ボタ
ン をクリックします。

オーディオの標準化を適用するには
1 ［メディアの追加］ タブで、［ミュージックを編集］ ボタン

をクリックします。

2 ［オーディオの標準化］ チェックボックスを有効にして、各
ミュージッククリップの音量を同じレベルに調整します。

パン & ズーム効果の適用（おまかせモード）
パンとズーム効果を写真に適用して、ムービーやスライドショー
をさらに面白いものにします。おまかせモードはプロジェクト内
のすべての写真に自動的に効果を適用します。
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パン & ズーム効果を写真に適用するには

1 ［メディアの追加］ タブで、［オプション］ ボタン をク
リックします。

2 ［画像のパン & ズームオプション］ から、［スマートパン & 
ズーム］ チェックボックスを有効にします。

ムービー再生時間の設定（おまかせモード）
プロジェクトとミュージックの再生時間の関係を決定できます。

ムービー再生時間を設定するには

1 ［メディアの追加］ タブで、［オプション］ ボタン をク
リックします。

2 を［ムービーの長さ］ からクリックして、以下のいずれか 1 つ
のオプションを選択します。
• ミュージックをムービー再生時間に合わせる — ムービーの
最後まで再生するミュージッククリップを自動的に調整し
ます。

• ムービーをミュージック再生時間に合わせる — ミュージッ
クトラックの最後まで再生するムービークリップを自動的に
調整します。

コンピューター再生用のファイルを保存する（おまか
せモード）
おまかせモード では、コンピューターで再生できるビデオファイ
ル形式でムービープロジェクトを保存できます。
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コンピューター再生用のビデオファイルを作成するには

1 ［保存して共有する］ タブで、［コンピューター］ ボタン を
クリックします。

2 以下のボタンから表示するいずれか1つをクリックして、ビデ
オのプロファイルを選択します。
• AVI

• MPEG-2

• AVC / H.264

• MPEG-4

• WMV

3 ［プロファイル］ ドロップリストで、オプションを選択します。

4 ［ファイル名］ ボックスで、ファイルの名前を入力します。

5 ［ファイルの場所］ ボックスで、ファイルを保存する場所を指
定します。

6 ［ムービーを保存] をクリックします。

Web へのアップロード（おまかせモード）
ビデオを YouTube、Facebook、Flickr、またはVimeo にアップロー
ドして、ムービーをオンラインで共有します。アカウントへは お
まかせモード 内からアクセスできます。既存のアカウントがない
場合は、アカウントを作成するように指示されます。

はじめて おまかせモード からログインする場合は、オンラインア
カウントと おまかせモード 間の接続の認証を要求されます。この
認証では、ビデオの正常なアップロードに関する制限情報の交換
ができます。

ビデオのアップロードと同じく、通常オンラインサイトは、アッ
プロード後ビデオを投稿する時間が必要です
252 Corel VideoStudio X10 



YouTube、Facebook、Flickr、Vimeo で規定されているビデ
オや音楽の著作所有権に関する使用条件に必ず従ってくだ
さい。

ビデオを YouTube、Facebook、Flickr、または Vimeo に
アップロードするには
1 ［保存して共有する］ タブで、［Webへアップロード］ ボタン

をクリックします。

2 以下のいずれかのボタンをクリックします。

• YouTube

• Facebook

• Flickr

• Vimeo

サインインが必要な場合は、[ログイン] ボタンが表示されま
す。このボタンをクリックしてサインインします。はじめてサ
インインする場合は、Corel VideoStudio とオンラインアカウン
ト間の接続の認証を要求されます。

3 ビデオのタイトル、説明、プライバシー設定、追加タグなどの
必要な情報を入力します。

4 ［品質］ ドロップリストで、任意のビデオ品質を選択します。

5 ［ファイル名］ ボックスで、ファイルの名前を入力します。

6 ［ファイルの場所］ ボックスで、ファイルのコピーを保存する
場所を指定します。

7 ［ムービーをアップロード］ をクリックします。
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VideoStudio でムービーを編集する（おまかせモード）
おまかせモード は、簡単な 3 つの手順でムービーを完成させるこ
とができるように設計されています。後で、VideoStudio を使って
プロジェクトを編集することも可能です。

VideoStudio でムービーを編集するには
• ［保存して共有する］ タブで、［VideoStudio で編集］ をクリッ
クします。
プロジェクトファイルは自動的にタイムラインに配置されます。

おまかせモード プロジェクトが VideoStudio に取り込まれ
ると、連続して VideoStudio プロジェクトのようにムービー
を編集できます。
詳しくは、83 ページの「タイムライン」 を参照してくだ
さい。
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おまかせモードテンプレートの作成
VideoStudio X10 で、おまかせモードテンプレートを作成できます。
以前に保存された静的なプロジェクトであるインスタントプロ
ジェクト テンプレートとは異なり、おまかせモード テンプレート
は、ユーザーがテンプレートにドロップした写真やビデオの数に
合わせて自動的に拡大または縮小するよう設計されています。つ
まり、何を変更し、維持し、繰り返すかを管理するには、ある規
則性が必要になります。おまかせモードテンプレートは大変使用
しやすいものですが、作成には知識と計画を必要とします。

このセクションでは、以下の内容について説明します。
• おまかせモードテンプレートの用語
• おまかせモードテンプレートの作成規則
• おまかせモードテンプレートの作成

おまかせモードテンプレートの用語
以下の用語は、おまかせモードテンプレートの作成および説明に
使用されます。
• セグメント — メイントラックに追加された各イメージまたは
ビデオによりセグメントが作成されます（背景やオブジェクト
などのグラフィックライブラリからのイメージやビデオを含み
ます）。オーバーレイ、タイトル、トランジションなどのエレ
メントを追加し、セグメントを強化できます。また、セグメン
トのエレメントに効果を適用することもできます。セグメント
は、独立したブロックとして考える必要があります。セグメ
ント内のエレメントは、メイントラックにあるセグメントのイ
メージやビデオの再生時間を超えないようにしてください
（ミュージックトラックだけは例外です）。
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• エレメント — エレメントは、トランジション、タイトル、オ
ブジェクト、またはあらゆるメディア要素を指します。言い換
えると、テンプレートセグメントを構築するために使用される
個々の要素のことです。

• 属性 — 動作を決定するテンプレートエレメントに割り当てる
プロパティ。

• プレースホルダー — ユーザーメディアと交換される一時メ
ディアに割り当てられる属性。プレースホルダーは、デフォル
トで繰り返しが可能です（ユーザーがテンプレートに追加する
ことのできる不特定数のメディアを指定することができます）。
オプションは、十分なユーザーコンテンツがない場合に不必要
なエレメントのプレースホルダーに割り当てる属性です。例え
ば、メインのビデオトラックにユーザーコンテンツが足りなく
なったとき、（シーケンスを完成するためにコンテンツを繰り
返すのではなく）却下できるセグメントのプレースホルダにオ
プションを適用できます。

• 静的 — 現在の位置にとどめておきたいテンプレートエレメン
トに割り当てられる属性。メインのビデオトラック内のメディ
アが静的と指定されると、セグメントはシーケンス内で繰り返
されず、現在の位置のみで表示されます（たとえば、セグメン
トの最初または終わりなど）。

メ インのビデオト ラックに追加された画像やビデオク
リ ップにより、 セグメン トが作成されます （オレンジの
四角で表示）。 各セグメン トは、 複数のエレメン ト を持つ
ことができます （赤い楕円で表示）。
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[おまかせモード  テンプレートデザイナー ] ダイアログ
ボックスで、 テンプレートのエレメン トに属性を割り当
てます。 ダイアログボックスを開くには、 タイムライン
のテンプレートエレメン ト を右クリ ックし、 [おまかせ
モード  テンプレートデザイナー ] を選択します。
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おまかせモードテンプレートの作成規則
おまかせモードテンプレートが正しく動作するには、いくつかの
規則に従う必要があります。すべてのプロジェクトで使用するひ
とつのワークスペースでテンプレートを作成するため、気づかな
いうちに規則を破ってしまうことがあります。テンプレートを保
存する前に規則を確認し、共有する前にはおまかせモードに保存
されたテンプレートを必ずテストするようにしてください。

規則
1 セグメント：セグメント内のエレメントが他のセグメントにか
かっていないことを確認します。

2 プレースホルダー：テンプレートには最低 1 つのプレースホル
ダが必要です。

3 オーディオ：テンプレートのオーディオには 1 曲目のミュー
ジックトラックのみを使用します。オーディオファイルは、
1 つ以上のセグメントにかかって使用できる唯一のエレメント
です（例えば、テンプレートプロジェクト全体に流れる 1 曲の
楽曲を使用することができます）。

4 タイトル：タイトルには 1 つめのタイトルトラックのみを使用
します。

5 トランジション：テンプレートの最初または最後のセグメント
ではない、セグメントの最後のみでトランジションを使用しま
す。実質的に、トランジションはセグメントを繋げるものでは
ありますが、セグメントの前にくるメディアに属するものであ
ると考えると良いでしょう。

6 グループ：2 か所以上でユーザーメディアを表示する場合、
プレースホルダーに合致するグループ数を割り当てる必要があ
ります。例えば、同じグループ数の属性を対応するプレースホ
ルダーに割り当てると、同一のユーザーメディアをイントロの
オーバーレイおよびメインのスライドショーで使用できます。
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上記の規則は、始めに覚えるべき基本的な規則で、いくつかの例
外があります。さまざまな属性設定による動作環境を詳しく学び、
インスピレーションを得るには、VideoStudio で既存のおまかせ
モードテンプレートを開き、エレメントの属性設定を確認してく
ださい。

上記のプロジェク トには、 5 つのセグメン トがあります。
青い領域は最初と最後のセグメン ト を示し、 オレンジ色
の領域は 3 つの中間セグメン ト を示します。 このプロ
ジェク トでは、 青い領域 1回のみ表示されること （最初と
最後のセグメン ト）、 そしてオレンジ色のセグメン トは、
すべてのユーザーメディアが調整されるまで順番に繰り
返されるよう属性が選択されています。 小さなイン トロ
のオーバレイに表示されるユーザーメディアはまた、 メ
インのスライドシ ョーの一部としても表示されます。

中間セグメント
間のみのトラン
ジション。

セグメント — 音楽以
外、ビデオトラック
メディアを超えて使
用されることのでき
るエレメントはあり
ません。

属性：静的（エレメント
は変更されず、繰り返し
もなし）

属性（オーバーレイ エレメ
ント）プレースホルダー、
グループ（中間セグメント 
プレースホルダーに合致す
るよう各プレースホルダー
に割り当てられる数）

属性（中間セグメント）：プ
レースホルダー、オプショ
ン、グループ（最初のセグ
メントのオーバーレイ プ
レースホルダーに合致する
よう各プレースホルダーに
割り当てられる数）
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おまかせモードテンプレートの作成
おまかせモードテンプレートの作成には、既存のおまかせモード
テンプレートを変更、既存プロジェクトをテンプレートへ変換、
インスタントプロジェクトの構成要素を使用、または最初からテ
ンプレートを構築など、いくつかの方法があります。初めてのプ
ロジェクトには、一からテンプレートを作成すると、テンプレー
トの規則を学習する良い機会になります。既存のおまかせモード
テンプレートを見直してみると、良いインスピレーションを得る
ことができます。

一般的に、おまかせモードテンプレートには最初、中間、最後が
あります。セグメントが 1 つだけのテンプレートも可能ですが、
テンプレートのルックアンドフィールを定義するにはいくつかの
セグメントが必要となります。

以下は、テンプレートを作成するときのポイントをご紹介します。
• 基礎となるエレメント（変わらずに存在するもの）は何か？例
えば、最初と最後のセグメントがあるか？あるとしたら、その
セグメント内で不変のエレメントは何か？そのセグメントに静
的なプレースホルダー（繰り返さないユーザーコンテンツ）を
含むか？

• いくつのセグメントを作成するか？すべてのユーザーメディア
が配置されるまで、プレースホルダーのあるセグメントはシー
ケンス内で繰り返されます（静的と指定されていない限り）

• オプションにする（ユーザーコンテンツが終了したときに却下
できる）セグメントはどれか？ 
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テンプレートを作成するには
1 VideoStudio の編集 ワークスペースで、おまかせモードテンプ
レートの規則に従いテンプレートを作成します。

各セグメントのエレメントがオーバーラップしないことを確認
してます（ミュージックトラック 1 曲のオーディオクリップは
除く）。

2 エレメントを右クリックし、おまかせモード テンプレートデ
ザイナーを選択します。

3 おまかせモード テンプレートデザイナー ダイアログボックス
で、エレメントに適用する属性を選択します。

4 各エレメントについて、ステップ 3～4 を繰り返します。

5 ［ファイル］ >［保存］ をクリックし、ファイル名を入力します。

6 ［ファイル］ >［テンプレートとして出力］ >［おまかせモード
テンプレート］ をクリックします。

テンプレートのパスおよびテンプレートフォルダ名を確認し
ます。

フォルダ名をファイル名と別にしたい場合は、［テンプレート
フォルダ名］ ボックスに新しい名前を入力します。

7 ［カテゴリー］ リストで、テンプレートのグループを選択します。

8 ［OK] をクリックします。

テンプレートのクリップ プレースホルダーにビデオクリッ
プを含める場合、効果フィルタがプレースホルダークリッ
プに適用されていると、ユーザービデオクリップは対応す
るプレースホルダークリップの長さに制限されます。
おまかせモードテンプレートの作成 261



262 Corel VideoStudio X10 



ストップモーション アニメーション
DV/HDV カメラやWebカメラ、または DSLR から取り込んだ画像、
または取り込んだ写真から、Corel VideoStudio で直接ストップ
モーション アニメーションを作成して、ビデオプロジェクトに追
加することができます。

このセクションでは、以下のトピックについて説明します。
• ストップモーション プロジェクトの作成
• Corel VideoStudio にストップモーション画像を取り込む
• DSLR の拡大モードの使用

ストップモーション プロジェクトの作成
綺麗に作成するポイントは、ストップモーション アニメーション
プロジェクトに使用する静止画やビデオを撮る場合に三脚を使用
してください。

ストップモーションウィンドウを開くには
• 取り込みワークスペースで、［ストップモーション］ をクリッ
クし、［ストップモーション］ ウィンドウを開きます。
注記：また、［記録/取り込みオプション］  から ［ストップ
モーション］  をクリックしても ［ストップモーション］ 
ウィンドウを開けます。
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新規ストップモーション アニメーションプロジェクトを作
成するには
1 新規ストップモーションアニメーションプロジェクトを作成す
るには、［作成］ をクリックします。
注記：既存のプロジェクトが開いている場合は、次に進む前に
作業を保存するように指示されます。

2 ［プロジェクト名］ にストップモーション プロジェクトの名前
を入力します。

3 ［保存先］ で、クリップを保存するフォルダーを指定するか検
索します。 

4 ［ライブラリに保存］ のドロップリストから既存のライブラリ
フォルダーを選択して、ストップモーション プロジェクトを
保存する場所を選択します。
注記：［新規フォルダーを追加］ をクリックして、新しいライ
ブラリフォルダーを作成する こともできます。

既存のストップモーション アニメーションプロジェクトを
開くには
1 ［開く］ をクリックし、作業するストップモーション アニメー
ションプロジェクトを検索します。
注記：Corel VideoStudio で作成したストップモーション アニ
メーションプロジェクトは、Ulead Image Sequence（*.uisx）
形式です。

2 ［開く］ をクリックして、プロジェクトを開きます。
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ストップモーション アニメーションプロジェクトに画像を
取り込むには
1 ［インポート］ をクリックし、ストップモーション アニメー
ションプロジェクトに挿入する静止画像を検索します。

注記：写真がフォルダーに表示されない場合は、［参照］ をク
リックします。

2 ［開く］ をクリックします。 

静止画像がストップモーション アニメーションプロジェクト
に自動的に挿入されます。

自動/連続モードでデジタル一眼レフカメラで連続的に撮影
された写真は、ストップモーション アニメーションプロ
ジェクトのよい例です。

ストップモーション アニメーションプロジェクトを再生す
るには
• ［再生］ をクリックします。

ストップモーション アニメーションプロジェクトを保存す
るには
• ［保存］ をクリックします。プロジェクトが指定した取り込み
とライブラリのフォルダーに自動的に保存されます。

ストップモーションを終了するには
• ［終了］ をクリックして、ビデオプロジェクトに戻ります。
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Corel VideoStudio にストップモーション画像を取り
込む

画像を取り込むには
1 Ｗeb カメラ、DV/HDV カメラ、または DSLR をコンピューター
に接続します。 

2 メッセージボックスが表示され、デバイスを使用するかどうか
確認されます。［OK] をクリックします。

3 複数のデバイスを接続する場合は、ドロップリストから任意の
取り込みデバイスを選択します。

4 ストップモーション設定のいずれかを変更します。
5 [イメージを取り込み] をクリックして手動で画像を取り込み
ます。

ストップモーション設定タブ
• イメージの長さ —  各画像の表示時間を選択します。フレーム
レートを大きくすると、各イメージの露出時間が短くなります。

• 取り込み解像度 — 画面の取り込み品質を調整します。オプ
ションは、取り込みデバイスの設定によって異なります。

• 自動取り込み — [自動取り込みを有効] をクリックして、プリ
セットの間隔を使用して自動的に取り込むようにプログラムを
設定することもできます。［時間を設定］ ボタン をク
リックして、取り込み頻度と合計取り込み時間の設定を調整し
ます。

• オニオンスキン — スライダーを左から右へ移動して新しく取
り込んだ画像と前に取り込んだフレームの品質を制御します。
取り込んだフレームは、ストップモーションタイムラインに表
示されます。
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Web カメラまたは DV/HDV カメラを使用して画像を取り込
むには
1 DV/HDV カメラを使用している場合は、再生/編集モードに切り
替えて、DV/HDV カメラが DV/HDV モードに切り替えられてい
るか確認してください。

2 録画モードで、各取り込み間の対象を移動して画像に動きを表
します。

3 DV/HDV カメラからのビデオ映像を使用する場合は、ビデオ再
生時に画面の取り込みを行うことができます。

DSLR を使用して画像を取り込むには 
1 対応の DSLR が接続されている場合、［オートフォーカス］ ボタ
ン が自動的に有効になります。この設定を維持するよう

に選択するか、［マニュアルフォーカス］ ボタン をクリッ
クします。
注記：DSLR がオートフォーカスに対応していない場合は、マ
ニュアルフォーカスボタンが自動的に有効になり、オート
フォーカスボタンがグレーになります。

2 対応する DSLR へのライブビューフォーカス表示を有効にする

には、［フォーカスを表示］ ボタン をクリックします。

3 以下の DSLR 設定のいずれかを修正します。ISO、ホワイトバ
ランス、Ev、メタリング モード、画質の DSLR 設定のいずれか
を修正します。Corel VideoStudio は、モード、絞り、シャッ
ター速度にDSLR設定を使用します。

4 拡大モードに切り替えるには、[拡大] ボタン 。
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DSLR の拡大モードの使用
Corel VideoStudio は、カメラのビューファインダーを模倣し、
DSLR 機能と設定へのクイックアクセスを提供します。

パーツ 説明

1 — モード 選択したカメラモードについての情報を
表示します

2 — 画質 画像サイズと画質を設定できます。

3 — メタリングモード カメラのプリセットオプションから選択し
て、メタリングモードを設定できます。

4 — ホワイトバランス カメラのプリセットオプションから選択し
て、ホワイトバランスを設定できます。

5 — フォーカスインジ
ケーター

選択したフォーカス設定についての情報
を表示します

6 — フォーカスを表示 画面にライブビューフォーカスガイドを
表示します。
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7 — 絞り カメラの絞り設定を表示します。DSLR が 
P または Tv モードの場合に、これは無効
になります。

8 — シャッター速度 カメラのシャッター速度設定を表示しま
す。DSLR が P または Av モードの場合に、
これは無効になります。

9 — ISO カメラのプリセットオプションから選択
して、ISO 設定を調整できます。

10 — ライブビュー
フォーカスガイド

矢印をクリックするか、フォーカス領域
ボックスをドラッグしてフォーカス領域
を調整できます。

11 — Ev 露出値補正設定を選択できます。

12 — オニオンスキン スライダーを移動して新しく取り込んだ
画像と前に取り込んだフレームの品質を
制御します。

13 — 自動取り込み 自動取り込み機能を有効にします。

14 — 取り込み解像度 画質を設定します。プリセットオプショ
ンから選択するか、DSLR の設定を使用す
ることができます。

15 — イメージの長さ 各画像の表示時間を選択します。

パーツ 説明
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マルチカメラ編集
マルチカメラエディタは、異なるカメラで異なるアングルから撮
影されたイベントの映像からプロ並みのビデオ作品を作成するこ
とを可能にします。

最大 *6 台のカメラによるマルチビュー ワークスペースで、ビデ
オクリップを再生しながらクリップを同期し、その場で編集作業
を行えます。放送スタジオのカメラ切り替えのように、ビデオク
リップを切り替えることで、1つのシーンの異なる角度、異なる要
素をキャプチャできます。

ビデオ映像のキャプチャには、アクションカメラ、ドローンカメ
ラ、DSLR、スマートフォンなど、さまざまな録画機材を利用でき
ます。マイクから別個にキャプチャした音声を含めることも可能
です。

カメラの台数は、所有しているソフトウェアのバージョンによって
異なります。

本セクションでは、以下の内容について説明します。
• マルチカメラエディタ ワークスペース
• マルチカメラ編集の基本手順
• マルチカメラ エディタへのビデオおよびオーディオクリップ
のインポート

• マルチカメラプロジェクトでビデオと音声クリップを同期
• マルチカメラ プロジェクト用のオーディオソースの選択
• 複数クリップを編集してマルチカメラ作品を作成
• マルチカメラエディタへのPIP（ピクチャインピクチャ）の追加
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• マルチカメラソースファイルの管理
• マルチカメラプロジェクトの保存とエクスポート
• マルチカメラエディタ付きのスマートプロキシを使用

マルチカメラエディタ ワークスペース
以下の図には、マルチカメラエディタの主要機能を示します。

マルチビューペイン メインプレビューペイン

タイムラ
イン

マルチカメラおよび 
PIP トラック

ソース同期タイプ
メインオーディオ ジョグ スラ

イダー

ツールバーおよび再生
コントロール
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ツールバー、再生、その他のコントロール
作業スペースに含まれるコントロール類を以下に示します。

メインツールバーには以下のコントロールが含まれます：

 カメラ数 — ソフトウェアのバージョンに応じて、4～6 台の
カメラを表示するマルチビューペインを設定できます。

 ソース同期タイプ — クリップを同期します。
詳しくは、 277 ページの「マルチカメラプロジェクトでビデオと
音声クリップを同期」参照を参照してください。

 メインオーディオ — 優先されるオーディオソー
スを選択します。詳しくは、 279 ページの「マルチカメラ プロジェ
クト用のオーディオソースの選択」参照を参照してください。

 クリップを分割 — クリップをセグメントに分割します。詳し
くは、 283 ページの「マルチカメラエディタでクリップを分割す
るには」参照を参照してください。

  マーカーの設定／削除 — オーディオ同期などの編集目的
で、カメラトラックにマーカーを追加します。

 トランジションおよび再生時間 — マルチカメラト
ラックのクリップ間にトランジションを適用し、トランジション
の再生時間を設定します。詳しくは、 282 ページの「マルチカメ
ラのセグメント間にトランジションを追加するには」参照を参照
してください。

メインプレビューペインには以下のコントロールが含まれます：

  左回転および右回転 — マルチカメラトラックまたはPIPト
ラックに追加する前に、カメラトラックのクリップを回転します。
注：ロック解除されたトラックのみが回転可能です。

 ［ホーム］、［前フレーム］、［再生］、［次フ
レーム］、［終了］ボタンを含む再生バー
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 ループ — 最後に達した時点、最初から再生を繰り返すこと
で、選択したトラックを連続再生します。

 音量設定 — 再生時のオーディオ音量を調整します。

 タイムコードコントロール — メインプレビューペ
インに表示される時間／フレーム、タイムラインのジョグ スライ
ダーの設定位置を確認、設定します。矢印をクリックするか、数
値をクリックして、時間／フレームを設定します。

タイムラインには以下のコントロールが含まれます：

 ソースマネージャ — クリップの追加、削除を行います。詳し
くは、 285 ページの「マルチカメラソースファイルの管理」参照
を参照してください。

 音声波形ビューの表示／非表示 — カメラおよびオーディオト
ラックの音声波形を表示します。

  ロック／ロック解除 — 個々のトラック上に表示されます。
同期した後は、トラックをロックすることをお勧めします。

  同期に含める、あるいは除外する — 同期プロセスにどの
トラックを含めるかを決定します。

  ミュート／ミュート解除 — 選択したオーディオトラック
に対して、音声のオン／オフを切り替えます。

 タイムラインの拡大 — タイムラインの左下隅にあるこのコン
トロールによってプロジェクトを展開、折りたたむことで、タイ
ムラインにプロジェクト全体を表示できます。

 ズームレベルスライダ — スライダをド
ラッグするか、［ズームイン］（＋記号）、［ズームアウト］（－記
号）のクリックで、プロジェクトのズームレベルを変更できます。
マルチカメラトラックで、個別のセグメントを編集する場合に便
利な機能です。
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以下の標準コントロールは、アプリケーションウィンドウの左上
隅に表示されます。

 設定 — [プロキシマネージャ ] と [名前を付けて保存] にアク
セスできます。詳しくは、 287 ページの「マルチカメラエディタ
付きのスマートプロキシを使用」参照および 286 ページの「マル
チカメラオブジェクトを保存するには」参照を参照してください。

  [取り消し] と [やり直し ] — マルチメディアエディタで、
ほとんどの操作を取り消し、またはやり直します。

マルチカメラ編集の基本手順
マルチカメラ編集プロセスの概要を以下に示します。

1 VideoStudio ライブラリで使用するビデオとオーディオクリッ
プをインポートします。通常、これはひとつのイベントを同時
にキャプチャした複数のクリップです。

2 ライブラリでクリップを選択し、マルチカメラエディタにイン
ポートします。

3 タイムライン全体のクリップを同期します。すべてのクリップ
がオーディオならばこの操作は自動的に行えますが、同期する
方法は複数存在します。

4 維持するオーディオを選択します（オリジナルのオーディオを
利用する場合）。個別のオーディオトラックを選ぶこともでき
ます。

5 マルチカメラ作品の構築を開始します。すべてのクリップを同
時に再生できます。マルチビューペインで、表示するカメラを
クリックします。クリップは好きなだけ切り替えられます。選
択された映像がメインプレビューペインに表示されます。その
後、マルチカメラトラックのプロジェクトを確認して、調整で
きます。
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6 マルチカメラエディタを保存して閉じ、VideoStudio に戻って
プロジェクトを出力します。

重要！  マルチカメラエディタを終了する前に、マルチカメラ
編集を完了することをおすすめします。他のエディタでプロ
ジェクトに加えた変更は、マルチカメラエディタでプロジェク
トを再オープンする場合、サポートされません。つまり、一部
の変更は取り消されることを意味します。

マルチカメラ エディタへのビデオおよびオーディオク
リップのインポート
マルチカメラプロジェクトを作成する最初の手順は、マルチカメ
ラエディタにクリップをインポートすることです。多くの場合、
VideoStudio ライブラリにインポートされている同一イベントから
クリップを選択することになります。

最大で同時に6つのクリップを扱うことができ、2つの独立した
オーディオクリップを含めることができます。

マルチカメラエディタへのビデオクリップをインポートす
るには
1 VideoStudio ライブラリで、使用する全クリップを選択します。

2 以下の手順のどれかひとつに従ってください：

• タイムラインのツールバーで、[マルチカメラエディタ] ボタ

ン  をクリックします。 

• 選択したクリップを右クリックして、[マルチカメラエディタ] 
を選びます。
276 Corel VideoStudio X10 



マルチカメラプロジェクトでビデオと音声クリップを
同期
ビデオとオーディオクリップを同期することで、時間の同じ瞬間
に揃えられます。一番簡単な操作は、マルチカメラエディタで自
動的に各クリップを分析、同期する方法です。録音を計画してい
る場合、拍手などの特殊オーディオ信号を使用できます（本格的
な映画におけるカチンコと同じ機能です）。開始信号付きの音楽パ
フォーマンスやスポーツイベントなど、一部のイベントには、同
期プロセスに役立つ、自然な音声キューが用意されています。

マーカー、撮影時間を利用してクリップを同期したり、タイムラ
イン上でクリップを対象となるタイムコードにドラッグすること
で、手動で調整することも可能です。たとえば、フラッシュなど
の標準視覚要素を使って、ビデオを手動で同期できます。ビデオ
映像に音声が含まれていなかったり、クリップ内の音声波形が同
期し難かったり、クリップを手動で揃えたい場合には、こうした
操作方法が役立ちます。

ソース映像によっては、複数の同期オプションを組み合わせる必
要があります。

マルチカメラエディタでビデオおよびオーディオクリップ
を同期するには
1 マルチカメラエディタにクリップをインポートした後、ツール
バーの [ソース同期タイプ] ドロップリストから以下のオプ
ションを選びます。
• オーディオ — ドロップダウンリストの隣の [同期] ボタン 

 をクリックしてタイムラインのクリップを同期すしま

す。注：このオプションを使用するには、ビデオクリップに
音声が含まれている必要があります。
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• マーカー — タイムラインでクリップを選択し、クリップを
再生するか視覚キューを使って目的位置までスクラブしま
す。そして、ツールバーの [マーカーの設定／削除] ボタン 

 をクリックしてマーカーを追加します。マーカーが各ク

リップに追加されたら、ツールバーの [同期] ボタン  をク

リックし、マーカーに沿ってクリップを配置します。

• 撮影日／時刻 — [同期] ボタン  をクリックすると、カメ

ラが記録したメタデータが示す撮影日時に従ってクリップが
同期されます。注：正確な結果を得るには、クロックはカメ
ラと同期している必要があります。

• 手動 — タイムラインで、視覚キューを使って各クリップを
目的位置までドラッグします。

注：同期プロセスから除外したいクリップがある場合、対
応するトラックの [同期から除外] ボタン  をクリックし
ます。トラックを含めるには、ボタン（同期を有効 ）
を再度クリックします。 

ヒント：クリップを同期した後、個々のトラックの [ロック
] ボタン  を使用すると、編集プロセスの間そのトラック
の同期状態を維持することが可能になります。
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マルチカメラ プロジェクト用のオーディオソースの
選択
マルチカメラエディタにクリップをインポートして同期した後、
プロジェクトの音声についていくつかの決断をすることができま
す。たとえば、4つのビデオクリップがあり、すべてに音声が含ま
れている場合、各クリップを個別に聴き、最高の音声が含まれて
いる1本を選ぶことをお勧めします。独立したオーディオクリップ
を使用することも可能です。

別のオプションでは、すべてのクリップの音声を使用したり、い
ずれも使用しなかったり、カメラの切り替え時に音声を切り替え
ること（スポーツや他のアクション映像と一緒にキャプチャされ
た音声を利用する場合の選択肢）が可能です。

デフォルトでは、カメラ 1 の音声が選択されます。

マルチカメラプロジェクト用のオーディオソースを選択す
るには
1 マルチカメラエディタのタイムラインにクリップが表示された
状態で、ツールバーの [メインオーディオ] ボックスでカメラ
またはオーディオクリップを選択します。[再生]  をクリッ

クして、各クリップの音質を確認します。

2 プロジェクトで使用するカメラまたはオーディオクリップを選
択します。すべての他のトラックの音声はミュートされます。

その他のオプション：
• 自動 — 再生中のクリップに合ったオーディオに切り替えます。

• なし — マルチカメラプロジェクトにオーディオは含まれま
せん。マルチカメラエディタを終了した後、VideoStudio で
音声を追加できます。

• すべてのカメラ — すべてのクリップの音声を同時に再生し
ます。
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ヒント：マルチカメラエディタ終了後にオーディオを編集
する場合、VideoStudio でオーディオトラックとして利用可
能になるトラックは、メインオーディオの設定によって決
定されることにご注意ください。

複数クリップを編集してマルチカメラ作品を作成
マルチカメラエディタでクリップのインポートと同期を行いオー
ディオ設定を選択した後、クリップを編集してマルチカメラ作品
の作成を開始することができます。マルチカメラエディタのマル
チビューペインにより、作業が楽しく簡単になります。トラック
を切り替えてブレンドすることで新しい音楽作品を作りだすDJの
ように、マルチカメラエディタを使うとビデオトラックを視覚的
に切り替え、トランジションを加えてブレンドすることができ
ます。

再生が遅かったり、スムーズに流れないと感じられる場合は、
スマートプロキシ設定をチェックします。詳しくは、 287 ページ
の「マルチカメラエディタ付きのスマートプロキシを使用」参照
を参照してください。

マルチビューペインとメインプレビューペインを使って基本部分
を構築した後、マルチカメラトラックのプロジェクトを調整し、
トランジションやクリップ分割ツールなどの編集機能を利用でき
ます。クリップの回転など、一部の編集操作はマルチカメラト
ラックで作品にクリップを追加する前に、個々のカメラトラック
で行う必要があります。

マルチカメラ作品を作成するには
1 マルチカメラエディタのタイムラインにクリップが表示された
状態で、メインプレビューペインの下の [再生] ボタン  を

クリックします。
280 Corel VideoStudio X10 



すべてのカメラの映像は、マルチビューペインで同時に確認で
きます。

2 プロジェクトの構築を始めるには、マルチビューペインでビデ
オが再生されているときに、表示したいカメラのプレビューを
クリックします。

選択されたカメラの映像がメインプレビューペインに表示され
ます。

メ インプレビューペインの左側に、 マルチビューペイン
が表示されます。 すべてのカメラの映像は、 マルチ
ビューペインで同時に確認できます。

3 カメラを切り替えるには、マルチビューペインで別のカメラを
クリックします。カメラは好きなだけ切り替えられます。プロ
ジェクトをマルチカメラトラックでプレビューできます。

タイムラインのマルチカメ ラ ト ラッ クには、 作品中のそ
のカメラのセグメン トが表示されます。

マルチカメラトラックのズームレベルを調整するには、タイム
ライン左下のズームレベルスライダ  をド

ラッグします。
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4 マルチビューペインを使って最初のパスを完了した後、マルチ
カメラトラックの切り替えのタイミングを調整できます。プロ
ジェクトを再生するか、編集位置までスクラブし、カメラのセ
グメントをクリックし、切り替えを行うフレームがメインプレ
ビューペインに表示されるまで、そのエッジをドラッグします。

マルチカメラのトラックのセグメントを別のカメラに切り替え
るには、そのセグメントを右クリックし、コンテキストメ
ニューから別のカメラを選ぶか、マルチビューペインのカメラ
プレビューをクリックします。

マルチカメラのセグメント間にトランジションを追加する
には
1 マルチカメラトラックで、セグメントをクリックします。

2 ツールバーで [トランジション] ボタン  をクリックしま

す。アクティブになるとボタンには黄色の枠が付けられ、タイ
ムラインにトランジションアイコン（AB）が表示されます。

ボタンがグレイで表示される場合、セグメントの端をわずかば
かりドラッグして、ボタンを再アクティブ化します。

デフォルトでは、クロスフェードトランジションが適用され
ます。
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3 ツールバーで、トランジションの [再生時間] ボックスに時間
を入力します。

ヒント：プロジェクトには黒または空のセグメントを
追加できます。すでにマルチカメラトラックにあるセ
グメントを黒または空白に変更するには、セグメント
をクリックし、[黒] または　[空白] を選択します。ビ
デオセグメントと黒いセグメントの間にトランジショ
ンを適用できます。プロジェクトを再生しながら、黒
または空白のセグメントを追加するには、マルチビューペ
インでカメラプレビューをクリックする代わりに、カメラ
プレビュー右側の黒（B）または空白（0）をクリックし
ます。

マルチカメラエディタでクリップを分割するには
1 タイムラインで、マルチカメラまたはPIPトラックでクリップ
を選択し、[再生] をクリックするか、カットを作る位置まで
ジョグ スライダーをドラッグします。

2 [クリップの分割] ボタンをクリックします。

注：クリップの分割は、セグメントの一部を別のカメラに
置き換えて、別のスイッチを追加する場合などに便利です。
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マルチカメラエディタへのPIP（ピクチャインピク
チャ）の追加
マルチカメラプロジェクトにPIP効果を追加できます。PIPによっ
て、メインビデオを背景で再生しながら、画面の一部でビデオを
表示できます。

上部の図は、 PIP （ピクチャインピクチャ） の概念を示し
ます。

マルチカメラプロジェクトにPIP効果を追加できます。
1 マルチカメラトラックでマルチカメラ作品を作成した後、［再
生］  をクリックするか、PIP効果を追加する位置までスクラ

バをドラッグします。

2 タイムラインで、PIPトラック上の円をクリックして、トラッ
クをアクティブ化します。

アクティブになると、円の色は赤に変わります 。

3 マルチビューペインで、使用するカメラのプレビューをクリッ
クします。

セグメントがPIPトラックに追加されます。
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4 セグメントの終点を設定するには、PIP トラックでセグメント
の終わりをクリックし、それをタイムライン上の希望の位置ま
でドラッグします。

5 PIP のコーナーを選択するには、PIP トラックの [PIP 位置の変
更] ボタン  をクリックします。

PIP位置は、メインプレビューペインで確認できます。

マルチカメラソースファイルの管理
ソースマネージャを使用して、マルチカメラプロジェクトのト
ラックにビデオおよびオーディオクリップを追加／削除できます。
クリップの長さ、クリップの場所など、クリップの関連情報を表
示することも可能で、トラックをロック／ロック解除できます。

ソースマネージャでクリップを追加、削除、管理するには
1 タイムラインの左上の [ソースマネージャ ] ボタン  をク

リックします。

2 [ソースマネージャ ] ダイアログ ボックスで、以下の操作を行
います。
• [ロック／ロック解除] ボタンをクリックし、編集のためにト
ラックのロックを解除したり、編集できないようにロックし
たりします。

•  トラックにクリップを追加するには、トラックを選択して [

［クリップの追加] ボタン  をクリックし、追加するクリッ

プまで移動して [開く] をクリックします。クリップはトラッ
クの番号付き一覧に表示されます。

•  トラックからクリップを削除するには、トラックを選択し、
そのトラックのクリップ一覧で、削除するクリップの隣の
チェックボックスをチェックし、[削除] ボタン  をクリッ

クします。
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マルチカメラプロジェクトの保存とエクスポート
マルチカメラプロジェクトが完了したら、保存して VideoStudio か
ら編集、エクスポート、共有できます。

重要！  マルチカメラエディタを終了する前に、マルチカメラ
編集を完了することをおすすめします。VideoStudio でプロ
ジェクトに加えた変更は、マルチカメラエディタでプロジェク
トを再オープンする場合、サポートされません。つまり、一部
の変更は取り消されることを意味します。

マルチカメラオブジェクトを保存するには
• ウィンドウ下部の [OK] ボタンをクリックして、現在の名前で
プロジェクトを保存します（ウィンドウの右上隅に表示）。こ
の結果、マルチカメラエディタも閉じられます。
プロジェクトの名前を変更するには、終了前に [設定] ボタン 

 をクリックし、[名前を付けて保存] を選んで [プロジェク
ト名] ボックスに名前を入力します。

VideoStudio ライブラリにマルチカメラプロジェクトが表示さ
れます。 

VideoStudio でマルチカメラプロジェクト（.vsp）を開くには、
編集作業スペースで、ライブラリからタイムラインへマルチカ
メラプロジェクトをドラッグします。デフォルトでは、プロ
ジェクトは複合クリップとして表示されます。個々のトラック
に作業をするためにクリップを拡大するには、Shift キーを押
しながらプロジェクトをライブラリからドラッグし、タイムラ
インにドロップします。
286 Corel VideoStudio X10 



マルチカメラエディタ付きのスマートプロキシを使用
スマートプロキシの一番の目的は、大規模な高解像度ビデオファ
イルでの作業時に、より融通性のある編集およびプレビュー体験
を提供することです。

スマートプロキシは、大規模ソースファイルの低解像度作業コ
ピーを作成します。これらのより小さなファイルはプロキシファ
イルと呼ばれます。プロキシファイルを利用することで、高解像
度プロジェクト（例：HDV および AVCHD ソースファイルを持つ
プロジェクト）をスピードアップできます。

スマートプロキシは、VideoStudio ワークスペースまたはマルチカ
メラエディタに設定、調整されます。詳しくは、 64 ページの「ス
マートプロキシを使って、より速く、よりスムーズな編集環境を
実現」参照を参照してください。
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保存して共有する
ムービープロジェクトが完了したら、保存して共有します。プロ
ジェクトの保存時、すべてのファイルは結合されレンダリングと
呼ばれる処理で 1 つのビデオファイルを作成します。

コンピューターやモバイル機器で再生できるビデオファイルとし
てムービーを保存し、プロジェクトをディスクにメニュー付で書
き込むか、YouTube、Facebook、Flickr、または Vimeo アカウント
へ直接アップロードできます。

このセクションでは、以下のトピックについて説明します。
• 共有オプションの選択
• コンピューター再生用のファイルを保存する
• モバイル機器用ビデオファイルの保存
• HTML5 ビデオファイルの保存
• Web へのアップロード
• 3D ビデオファイルの作成
• プロジェクトの一部からビデオファイルを作成する (トリム)

• サウンド ファイルを作成する
• 共有ワークスペースで、カスタムプロファイルを使用する
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共有オプションの選択
Corel VideoStudio には、以下の共有カテゴリーがあります。

• コンピューター — ムービーをコンピューターで再生できる
ファイル形式で保存します。このオプションを使用してビデオ
サウンドトラックをオーディオファイルに保存することもでき
ます。詳しくは、 291 ページの「コンピューター再生用のファ
イルを保存する」参照および 303 ページの「サウンド ファイ
ルを作成する」参照を参照してください。

• デバイス— モバイル機器、ゲームコンソール、カメラでムー
ビーを再生できるファイル形式に保存します。詳しくは、 
293 ページの「モバイル機器用ビデオファイルの保存」参照
を参照してください。

• HTML5 — プロジェクトの開始時、または開いている HTML5 プ
ロジェクトで［ファイル］ >［新規HTML5］プロジェクト を選
択する場合、この出力オプションは共有ワークスペースで利用
できるようになります。この形式は、Safari などのさまざまな
ブラウザと互換性があります。詳しくは、 295 ページの
「HTML5 ビデオファイルの保存」参照を参照してください。

• Web — ムービーを直接 YouTube、Facebook、Flickr、Vimeo に
アップロードします。ムービーは選択するサイトに適した形式
で保存されます。詳しくは、 298 ページの「Web へのアップ
ロード」参照を参照してください。

• ディスク — ムービーをディスクや SD カードに保存して書き
込みます。詳しくは、 307 ページの「ディスク書き込み」参照
を参照してください。

• 3D ムービー — ムービーを 3D 再生形式に保存します。詳しく
は、 300 ページの「3D ビデオファイルの作成」参照を参照し
てください。
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• VideoStudio プロジェクト — プロジェクトの開始時に [ファイ
ル] > [新規 HTML5] プロジェクトを選択する場合、ネイティブ
の Corel VideoStudio 形式（*.vsp）でコピーを保存できます。
詳しくは、 297 ページの「HTML5 プロジェクトを Corel 

VideoStudio プロジェクト (VSP) として保存するには」参照を
参照してください。

コンピューター再生用のファイルを保存する
Corel VideoStudio では、コンピューターで再生できるビデオファ
イル形式でムービープロジェクトを保存できます。

プロジェクト全体をムービーファイルにレンダリングする
前に、[ファイル] > [保存] または [名前を付けて保存] の順
に選択して、Corel VideoStudio プロジェクトファイル
（*.VSP）として最初に必ず保存してください。こうするこ
とで、いつでもプロジェクトに戻って編集することができ
るようになります。

コンピューター再生用のビデオファイルを作成するには

1 共有ワークスペースで、［コンピューター］ ボタン をク
リックします。

2 以下のボタンから表示するいずれか1つをクリックして、ビデ
オのプロファイルを選択します。
• AVI

• MPEG-2

• AVC/H.264

• MPEG-4

• WMV

• MOV
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• オーディオ
• カスタム
ビデオファイルのプロジェクト設定を使用する場合は、ボタン
の上にある ［プロジェクト設定に合わせる］ チェックボックス
を有効にします。 

3 ［プロファイル］ または ［形式］ ドロップリストで、オプショ
ンを選択します。

カスタムプロファイルを作成する場合は、［カスタムプロファイル

を作成］ ボタン をクリックします。詳しくは、 304 ページ
の「共有ワークスペースで、カスタムプロファイルを使用す
る」参照を参照してください。

4 ［ファイル名］ ボックスで、ファイルの名前を入力します。

5 ［ファイルの場所］ ボックスで、ファイルを保存する場所を指
定します。

6 以下のオプションのいずれかを設定します。

• プレビュー範囲のみを作成 — プレビューパネルのトリム
マーカー間で選択されるビデオ部分のみをレンダリングし
ます。

• スマートレンダリングを有効にする — 以前レンダリングさ
れた部分のビデオを解析し、新しい部分や変更された部分の
みをレンダリングします。これはレンダリング時間を劇的に
削減できます。
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7 ［開始］ をクリックします。

Esc キーを押すと、レンダリングが中止します。
ビデオをレンダリングするときに進捗状況のバーが表示さ
れます。進捗状況バー上のボタンを使用して以下を行うこ
とができます。

•進捗状況バーの［一時停止/再生］ ボタン
をクリックして、レンダリング処理を

一時停止または再開します。
•［再生］ ボタン をクリックして、レン
ダリング中のプレビューを有効にするか、
プレビューを停止してレンダリング時間
を短縮します。

レンダリング進捗状況バー

モバイル機器用ビデオファイルの保存
スマートフォンやタブレット、ゲームコンソールなどのさまざま
なモバイル機器で再生できるファイル形式にムービープロジェク
トを保存できます。Corel VideoStudio には、特定のデバイス用に
ビデオを最適化するさまざまなプロファイルが含まれています。

携帯機器またはビデオカメラ用のビデオファイルを作成す
るには

1 共有ワークスペースで、［デバイス］ ボタン をクリックし
ます。

2 以下のボタンから表示するいずれか1つをクリックして、ビデ
オのプロファイルを選択します。
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• DV — プロジェクトを DV 対応ビデオに変換して DV ビデオ
カメラに戻します。ビデオカメラをコンピューターに接続
し、ビデオカメラの電源を入れて再生/編集モードにします。
詳細は、ビデオカメラの取扱説明書を参照してください。

• HDV — プロジェクトを HDV 対応ビデオに変換して HDV ビ
デオカメラに戻します。ビデオカメラをコンピューターに接
続し、ビデオカメラの電源を入れて再生/編集モードにしま
す。詳細は、ビデオカメラの取扱説明書を参照してください。

• モバイル機器 — iPad、iPhone、Android デバイスなど、ほとん
どのタブレットやスマートフォンに対応する高画質 MPEG-4 
AVC ファイルを作成します。

• ゲームコンソール — PSP 機器に対応する MPEG-4 AVC ビデ
オファイルを作成します。

3 ［プロファイル］ ドロップリストで、オプションを選択します。

4 ［ファイル名］ ボックスで、ファイルの名前を入力します。

5 ［ファイルの場所］ ボックスで、ファイルを保存する場所を指
定します。

6 以下のオプションのいずれかを設定します。

• プレビュー範囲のみを作成 — プレビューパネルのトリム
マーカー間で選択されるビデオ部分のみをレンダリングしま
す。

• スマートレンダリングを有効にする — 以前レンダリングさ
れた部分のビデオを解析し、新しい部分や変更された部分の
みをレンダリングします。これはレンダリング時間を劇的に
削減できます。

7 ［開始］ をクリックします。

Esc キーを押すと、レンダリングが中止します。
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ライブラリでビデオクリップを右クリックし、[DV録画] を
選択して編集ワークスペースでDVビデオカメラに戻すこと
もできます。

HTML5 ビデオファイルの保存
プロジェクトの開始時に、［ファイル］ >［新規 HTML5］ プロジェ
クトを選択する場合は、［HTML5 ファイル］ 出力オプションが共有
ワークスペースに表示されます。

HTML5 プロジェクトはハイパーリンク」とチャプターを含むこと
ができます。このビデオ形式は、最新のほとんどのブラウザや 
Safari などの HTML5 テクノロジーをサポートするブラウザに対応
しています。

HTML5 ビデオプロジェクトを直接クラウドベースのストレージ
サービス (Dropbox や Google Driveなど) に保存できます。これらク
ラウドベースサービスについての詳細は、Dropbox や Google Drive 
のヘルプを参照してください。

HTML5 プロジェクトの開始についての詳細は、「プロジェクトの
新規位作成、ページ 11」を参照してください。

HTML5 プロジェクトを編集可能な Corel VideoStudio プロジェク
トとして保存する

プロジェクトを後で編集して HTML5 以外の形式に出力する必要が
ある場合は、プロジェクトのコピーをネイティブの Corel 
VideoStudio Pro 形式 (*.vsp) に保存できます。
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HTML5 ビデオフォルダーを作成するには

1 共有ワークスペースで、［HTML5ファイル］ ボタン をクリッ
クします。

2 以下の 設定のいずれかを修正します。

• WebM — ビデオ形式エリアで、WebM 形式を使用する場合
は、[WebM形式] チェックボックスを選択します。(推奨)

• サイズ — ドロップリストから画面解像度とアスペクト比を
選択します。

• オーディオと背景ビデオをフラット化する — [サイズ] エリ
アで、ブラウザが複数のビデオやオーディオトラックに対応
しているか不明な場合は、このチェックボックスを選択しま
す。(推奨)

3 ［プロジェクトフォルダー名］ ボックスで、名前を入力します。

4 ［ファイルの場所］ ボックスで、ファイルを保存する場所を指
定します。

クラウドベースのストレージ サービスに保存する場合は、任
意のサービスのローカル フォルダーを検索します。

5 以下のオプションのいずれかを設定します。

• プレビュー範囲のみを作成 — プレビューパネルのトリムマー
カー間で選択されるビデオ部分のみをレンダリングします。

• スマートレンダリングを有効にする — 以前レンダリングさ
れた部分のビデオを解析し、新しい部分や変更された部分の
みをレンダリングします。これはレンダリング時間を劇的に
削減できますが、WebM出力では使用できません。

6 ［開始］ をクリックします。

ブラウザで Index.html を開いて、出力フォルダーのビデオを
表示できます。
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Esc キーを押すと、レンダリングが中止します。
ビデオをレンダリングするときに進捗状況のバーが表示さ
れます。進捗状況バー上のボタンを使用して以下を行うこ
とができます。

•進捗状況バーの［一時停止/再生］ ボタン
をクリックして、レンダリング処理を

一時停止または再開します。
•［再生］ ボタン をクリックして、レン
ダリング中のプレビューを有効にするか、
プレビューを停止してレンダリング時間
を短縮します。

レンダリング進捗状況バー

HTML5 プロジェクトを Corel VideoStudio プロジェクト 
(VSP) として保存するには
1 共有ワークスペースで、［VideoStudio プロジェクト］ ボタン

をクリックします。

2 ［主題］ タブで、主題情報を入力します。

3 ［説明］ ボックスで、プロジェクトの説明を入力します。

4 ［ファイル形式］ ドロップリストからVSPバージョンを選択し
ます。

5 ［ファイル名］ ボックスで、ファイルの名前を入力します。

6 ［ファイルの場所］ ボックスで、プロジェクトを保存する場所
を指定します。

7 ［開始］ をクリックします。
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Web へのアップロード
ビデオを YouTube（2Dおよび3D形式）、Facebook、Flickr、Vimeo 
にアップロードして、プロジェクトをオンラインで共有できます。 
アカウントは Corel VideoStudio 内からアクセスできます。既存の
アカウントがない場合は、アカウントを作成するように指示され
ます。

はじめて Corel VideoStudio からログインする場合は、オンライン
アカウントと Corel VideoStudio 間の接続の認証を要求されます。
この認証では、ビデオの正常なアップロードに関する制限情報の
交換ができます。

ビデオのアップロードと同じく、通常オンラインサイトは、アッ
プロード後ビデオを投稿する時間が必要です

YouTube、Facebook、Flickr、Vimeo で規定されているよう
にビデオや音楽の著作所有権に関する条件に必ず従ってく
ださい。

ビデオを YouTube、Facebook、Flickr、または Vimeo に
アップロードするには

1 共有ワークスペースで、［Web］ ボタン をクリックします。

2 以下のいずれかのボタンをクリックします。
• YouTube

• Facebook

• Flickr

• Vimeo
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サインインが必要な場合は、[ログイン] ボタンが表示されま
す。このボタンをクリックしてサインインします。はじめてサ
インインする場合は、Corel VideoStudio とオンラインアカウン
ト間の接続の認証を要求されます。

3 ビデオのタイトル、説明、プライバシー設定、追加タグなどの
必要な情報を入力します。

3D ビデオを YouTube にアップロードする場合は、［プライバ
シー］ ボックスの下の［3D ビデオとして保存］ チェックボック
スを有効にします。

4 以下のオプションのいずれか1つを有効にします。

• プロジェクトをアップロード — デフォルト設定を使用する
か、ドロップリストからプロファイルを選択できます。
［ファイル名］ ボックスに名前を入力して、［ファイルの場所］ 
を選択します。

• ビデオをアップロード — ［ ビデオファイルを開く］ ダイア
ログボックスから保存したビデオファイルを選択し、［開く］ 
をクリックします。

5 以下のオプションのいずれかを設定します。
• プレビュー範囲のみを作成 — ステップパネルのトリムマー
カー間で選択されるビデオ部分のみをレンダリングします。

• スマートレンダリングを有効にする — 以前レンダリングさ
れた部分のビデオを解析し、新しい部分や変更された部分の
みをレンダリングします。これはレンダリング時間を劇的に
削減できます。
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6 ［開始］ をクリックします。

アップロードが完了すると、メッセージが表示されます。

個々のユーザーアカウントにログインするには、最初に 
［ログアウト］ ボタンをクリックします。ボタンは、YouTube、
Facebook、Flickr、Vimeo ボタンの下に表示されます。個々
のユーザーアカウントにログインできます。
YouTube は現在 MP4 形式の 3D ファイルしか対応していま
せん。以前に保存した 3D ビデオをアップロードする場合
は、古いファイルが対応しているか確認してください。サ
イドバイサイド 3D をお勧めします。

3D ビデオファイルの作成
Corel VideoStudio では、3D ビデオファイルを作成したり、通常の 
2D ビデオを 3D ビデオに変換できます。3D ビデオの表示に必要な
ファイルのタイプや機器については、3D 再生装置の取扱説明書を
必ず参照してください。例えば、一般的な赤と青のメガネ (アナグ
リフ) で良い場合や、偏光 TV 画面を表示するには専用の偏光メガ
ネが必要な場合など。

3D ビデオファイルを作成するには

1 共有ワークスペースで、［3D ムービー］ ボタン をクリック
します。

2 以下のいずれかのボタンをクリックします。

• MPEG-2

• AVC / H.264

• WMV

• MVC
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3 ［プロファイル］ または ［形式］ ドロップリストで、オプショ
ンを選択します。

カスタムプロファイルを作成する場合は、［カスタムプロファイル

を作成］ ボタン をクリックします。詳しくは、 304 ページ
の「共有ワークスペースで、カスタムプロファイルを使用する」
参照を参照してください。

4 以下の3D変換オプションのいずれか1つを選択します。

• アナグリフ（赤青メガネ） — 3D ビデオを見るには、赤と青
の汎用アナグリフ 3D メガネのみが必要です。専用の表示モ
ニターは不要です。

• サイドバイサイド — 3D ビデオを見るには、偏光 3D メガネ
と対応する偏光表示モニターが必要です。

5 ［ファイル名］ ボックスで、ファイルの名前を入力します。

6 ［ファイルの場所］ ボックスで、ファイルを保存する場所を指
定します。

7 以下のオプションのいずれかを設定します。

• プレビュー範囲のみを作成 — ステップパネルのトリムマー
カー間で選択されるビデオ部分のみをレンダリングします。

• スマートレンダリングを有効にする — 以前レンダリングさ
れた部分のビデオを解析し、新しい部分や変更された部分の
みをレンダリングします。これはレンダリング時間を劇的に
削減できます。

8 ［開始］ をクリックします。

Esc キーを押すと、レンダリングが中止します。
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ビデオをレンダリングするときに進捗状況のバーが表示さ
れます。進捗状況バー上のボタンを使用して以下を行うこ
とができます。

•進捗状況バーの［一時停止/再生］ ボタン
をクリックして、レンダリング処理を

一時停止または再開します。
•［再生］ ボタン をクリックして、レン
ダリング中のプレビューを有効にするか、
プレビューを停止してレンダリング時間
を短縮します。

レンダリング進捗状況バー

プロジェクトの一部からビデオファイルを作成する 
(トリム)

いずれかの共有カテゴリーで、プロジェクト全体でなくその一部
からビデオを作成するには、プレビューウィンドウの下の［トリ
ムマーカー］ を使用して ［プレビュー範囲のみを作成］ チェック
ボックスを選択します。

ステップパネルの使用について、詳しくは  36 ページの「ステッ
プパネルの使用」参照を参照してください。

トリム範囲からビデオファイルを作成するには
1 共有ワークスペースで、完了カテゴリーをクリックし、出力オ
プションをクリックし、設定を選択します。

2 ［プレビュー範囲のみを作成］ チェックボックスが選択されて
いることを確認します。

3 ステップパネルで、[プロジェクト] をクリックします。
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4 範囲を選択するには、オレンジのトリムマーカーを必要な開始
点と終了点までドラッグします。

 

オレンジのト リムマーカー間のエリアのみがレン
ダリングされます。

5 共有ワークスペースの右下の ［開始］ をクリックします。

サウンド ファイルを作成する
Corel VideoStudio では、既存のビデオファイルからサウンドファ
イルを作成できます。別のイメージセットで同じサウンドを使用
したり、ライブパフォーマンスのオーディオをサウンドファイル
に変換する場合などに特に便利です。Corel VideoStudio では、プ
ロジェクトのオーディオファイルを M4A、OGG、WAV、または 
WMA 形式で簡単に作成できます。

オーディオファイルを作成するには

1 共有ワークスペースで、［コンピューター］ ボタン をク
リックして ［オーディオ］ を選択します。

2 ［形式］ ドロップリストからオーディオファイル形式を選択し
ます。

形式の設定を調整する場合は、［オプション］ ボタン をク
リックし、プロファイルまたは属性ページの設定を調整します。

3 ［ファイル名］ ボックスで、ファイルの名前を入力します。

4 ［ファイルの場所］ ボックスで、ファイルを保存する場所を指
定します。
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5 以下のオプションのいずれかを設定します。
• プレビュー範囲のみを作成 — ステップパネルのトリムマー
カー間で選択されるビデオ部分のみをレンダリングします。

• スマートレンダリングを有効にする — 以前レンダリングさ
れた部分のビデオを解析し、新しい部分や変更された部分の
みをレンダリングします。これはレンダリング時間を劇的に
削減できます。

6 ［開始］ をクリックします。

共有ワークスペースで、カスタムプロファイルを使用
する
共有ワークスペースからプロジェクトを出力する前に、ほとんど
のビデオファイル形式のカスタムプロファイルを作成し、コン
ピューターと 3D ムービー共有カテゴリーに保存することができ
ます。オーディオとカスタム出力形式は、カスタムプロファイル
に対応していません。

カスタムプロファイルについて、詳しくは  62 ページの「カスタ
ムプロファイルの作成」参照を参照してください。

共有ワークスペースでカスタムプロファイルを作成するに
は

1 共有ワークスペースで、［コンピューター］ ボタン または 

［3D ムービー］ ボタン をクリックします。

2 出力形式ボタンをクリックします。

3 ［プロファイル］ ドロップリストから、既存のプロファイルを
クリックしてカスタムプロファイルの基準として使用します。

4 ［カスタムプロファイルを作成］ ボタン をクリックします。
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5 ［新規プロファイルオプション］ ダイアログボックスで、［Corel 
VideoStudio］ タブをクリックし、［プロファイル名］ ボックス
に名前を入力します。

6 ［全般］ タブをクリックして、必要な設定を選択します。
注記：追加のタブと設定は選択する形式のタイプによって利用
できます。

7 ［OK] をクリックします。

［プロファイル］ ドロップリストにカスタムプロファイルが表
示されます。

共有ワークスペースでカスタムプロファイルを編集するには
1 共有ワークスペースで、作成したプロファイルの出力形式を選
択し、［プロファイル］ ドロップリストからプロファイルを選
択します。

2 ［カスタムプロファイルを編集］ ボタン をクリックします。

3 ［プロファイル編集オプション］ ダイアログボックスで必要な
設定を変更して、［OK］ をクリックします。

共有ワークスペースでカスタムプロファイルを削除するには
1 共有ワークスペースで、作成したプロファイルの出力形式を選
択し、［プロファイル］ ドロップリストからプロファイルを選
択します。

2 ［カスタムプロファイルを削除］ ボタン をクリックします。
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ディスク書き込み
Corel VideoStudio では、プロジェクトを DVD、AVCHD、Blu-ray 
ディスクに書き込むことができます。または、SD カードにプロ
ジェクトを出力できます。

このセクションでは、以下のトピックについて説明します。
• プロジェクトをディスクに保存する
• ファイルの整理
• チャプターの追加と編集
• メニューテンプレートの編集
• 高度なメニューの作成
• 書き込む前のムービーとメニューのプレビュー
• プロジェクトをディスクに書き込む
• ディスクイメージファイルのコピー
• ディスクラベルの作成

プロジェクトをディスクに保存する

プロジェクトをディスクに出力するには
1 ［共有］ ワークスペースで、［ディスク］ ボタンをクリックします。

2 以下の出力形式のいずれかを選択します。

• DVD

• AVCHD

• Blu-ray

• SD カード
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新しいウィンドウを開き、ディスク出力をカスタマイズするこ
とができます。

パーツ 説明

1 — ジョグスライ
ダー

特定のシーンへ移動できます。

2 — マークイン/
マークアウト

プロジェクトのプレビュー範囲を設定しま
す。または、クリップをトリムする開始位置
と終了位置を設定します。

3 — 設定とオプ
ション

［環境設定］ ダイアログボックスと ［ディス
クテンプレート マネージャー］ を使用します。

1

754
6

2

8

3
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VideoStudio Proのプロジェクト *.vsp ファイル形式で保存し
ていない場合でも、［ディスクを作成］ ダイアログボックス
に書き込み用として表示されます。

出力したビデオは自動的に正しい縦横比に調整され (［ディ
スクテンプレートマネージャー］ ダイアログボックスで指
定されたように)、正しい縦横比に合わせるためにレター
ボックスやピラーボックスに入れられます。

ディスク出力プロジェクトを保存するには
1 ディスク出力ウィンドウで、［閉じる］ ボタンをクリックします。 

［名前を付けて保存］ のウィンドウが開きます。

2 ［ファイル名］ ボックスで、ファイルの名前を入力します。

3 ［保存先］ ドロップリストで、ファイルの場所を選択します。

4 — プロジェクト
設定

プレビューの際ムービープロジェクトがどの
ようにレンダリングされるかが決まります。

5 — 表示アスペク
ト比を変更

アスペクト比を 4:3～16:9 の範囲から選択し
ます。

6 — ナビゲーショ
ンパネル

再生のボタンを提供します。

7 — 閉じるボタン [ディスクを作成] ダイアログボックスを閉
じて、[名前を付けて保存] ダイアログボック
スを開きます。

8 — メディアク
リップリスト

追加されたメディアクリップをサムネールと
して表示します。
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4 ［名前を付けて保存］ のタイプドロップリストで、ファイル形
式を選択します。 

VideoStudio の旧バージョンと互換性があるファイル形式を選
択できます。

5 ［保存］ をクリックします。

注記：ディスク形式ボタンのチェックマーク は、ディスク
プロジェクトが保存されたことを示します。以前に選択した
ディスク形式ボタンをクリックしてディスク出力処理を続行し
ます。後でディスクプロジェクトを編集できます。［ファイル］ >
［プロジェクトを開く］の順にクリックして、保存した 
VideoStudio Pro プロジェクトファイル（*.vsp）を選択します。

ファイルの整理
最終ムービーに含めたいビデオや VideoStudio Pro プロジェクト
ファイル (*.vsp) を出力することができます。

ビデオを追加するには
1 ［ビデオファイルを追加］ をクリックします。ビデオが保存さ
れているフォルダーを検索します。1つまたは複数のビデオク
リップを選択します。

2 ［開く］ をクリックします。
注記：ビデオをメディアクリップリストに追加すると、ビデオ
クリップの最初の黒のクリップにより黒のサムネイルが表示さ
れる場合があります。それを変更するには、ビデオクリップ上
をクリックして、対象のシーンになるまでジョグ スライダー
を移動します。サムネイルを右クリックして、［サムネイルを
変更］ を選択します。
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VideoStudio Pro プロジェクトを追加するには
1 ［VideoStudio プロジェクトファイルを追加］をクリックしま
す。プロジェクトが保存されているフォルダーを検索します。 

追加するビデオクリップをいくつか選択します。

2 ［開く］ をクリックします。

著作権保護されていない DVD、AVCHD、および BDMV ディ
スクからビデオを追加することもできます。

ビデオクリップと VideoStudio Pro プロジェクトをトリムす
る場合は、ジョグスライダー、マークイン/マークアウト、
ナビゲーションコントロールを使用します。ビデオのトリ
ミングによって、ビデオの長さを正確に編集することがで
きます。 

チャプターの追加と編集
この機能は、［メニューを作成］ オプションが選択されている場合
にのみ使用できます。チャプターを追加することで、それらの関
連したビデオクリップにリンクしたチャプターメニューを作成す
ることができます。チャプターのポイントを VideoStudio プロジェ
クトに追加すると、それらは自動的にディスクメニューチャプ
ターに変換されます。詳しくは、70 ページの「キューとチャプ
ターの追加」 を参照してください。

ビデオクリップのチャプタは最高 99 個まで作成できます。
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サブメニューにビデオサムネイルとして表示される各チャプタは、
ビデオクリップのブックマークのようなものです。チャプターを
クリックすると、ビデオが選択したチャプターから再生されます。 

［メニューを作成］ オプションが選択されていない場合は、［次へ］ 
をクリックすると、メニューを作成しないですぐに次のステップ
に移動します。

1 つの VideoStudio Pro プロジェクトやビデオクリップだけ
でディスクを作成する時に、メニューを作成する場合は、
［イントロビデオを再生してから､メニューを表示する］ を
選択しないでください。 
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ビデオクリップにリンクされたチャプターを作成または編
集するには
1 ［メディアクリップリスト］ からビデオを選択します。 

2 ［チャプターの追加/編集］ をクリックします。 

3 ジョグスライダーをドラッグしてチャプターポイントとして設
定するシーンまで移動し、［チャプターの追加］ をクリックし
ます。さらに、［チャプターの自動追加］ をクリックすると、
VideoStudio Pro にチャプターを自動的に選択させることができ
ます。
注記：［チャプターの自動追加］ を使用する場合は、ビデオの
長さが 1 分以上であるか、またはビデオにシーン変更情報が
なければなりません。 

4 手順3を繰り返してチャプターポイントをさらに追加します。 

5 ［OK] をクリックします。 

また、［チャプターの削除］ または ［すべてのチャプターを
削除］ を使用すると、不必要なチャプターを削除できます。 

［チャプターの自動追加］ をクリックすると、ビデオが DV 
形式の AVI ファイルの場合は、プログラムが自動的にシー
ンを検出してそれに応じてチャプターを追加します。
MPEG-2ファイルの場合は、プログラムはシーン変更情報を
使用して自動的にチャプターを生成します。
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ディスクメニューの作成
ディスクメニューを使用すると、視聴者はディスクのコンテンツ
をナビゲートして、見たいビデオの特定の部分を簡単に選ぶこと
ができます。

Corel VideoStudio では、メニューテンプレートを適用してディス
クメニューを作成し、プロジェクトの必要性に合わせて編集する
ことができます。

メニューテンプレートを適用するには 
1 1 メディアの追加ページで ［メニューを作成］ を選択し、［次
へ］ をクリックします。これにより、2 メニュー & プレビュー
ページに移動します。

2 ［ギャラリー］ タブで、適用するメニューテンプレートのサム
ネイルをクリックします。 

レイアウト設定を他のメニューページに適用するには
• ［編集］ タブで ［レイアウトの設定］ をクリックして、［このメ
ニューのすべてのページに適用］ を選択します。 

BGM をメニューに追加するには

1 ［編集］ タブで ［BGM の設定］ ボタンをクリックし、BGM 

として使用されるオーディオファイルをオプションのメニュー
から選択します。

2 ［オーディオ ファイルを開く］ ダイアログボックスで、使用す
るオーディオファイルを選択します。
注記：［オーディオの詳細設定］ ボタン をクリックし、
オーディオの長さを調整し、フェードインおよびフェードアウ
ト効果を適用します。
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背景画/ビデオをメニューに加えるには

1 ［編集］ タブで ［背景の設定］ ボタン をクリックし、背景

の画像またはビデオとして使用される画像ファイルまたはビデ
オファイルをオプションのメニューから選択します。

2 ［静止画ファイルを挿入］ ダイアログボックスまたは ［ビデオ
ファイルを開く］ ダイアログボックスで、使用する画像ファイ
ルまたはビデオを選択します。

モーションメニューを加えるには
1 ［編集］ タブで ［モーションメニュー］ を選択します。

2 ［再生時間］ で秒数を設定することによりビデオサムネイルの
再生時間を調整します。
注記：モーションメニューを使用すると、ファイルサイズが増
加します。ディスク容量使用表示と必要なメニュー領域の値を
調べて、ファイルサイズが選択した出力の制限内であることを
確認します。

メニューテンプレートの編集
メニューテンプレートを編集するには、［編集］ タブでオプション
を選択するか、プレビューウィンドウでメニューオプションをク
リックします。また、新規テキスト、装飾およびノートメニュー
を追加できます。カスタマイズしたテンプレートは、新しいメ
ニューテンプレートとして保存できます。

Blu-ray ディスクを作成する場合は、再生を中断しないで使用でき
る高度なメニューを作成できます。このメニューでは、視聴者は
ムービーを見ながら、ディスクのコンテンツをナビゲートでき
ます。 
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メニューのテキストスタイルを編集するには
1 プレビューウィンドウのテキストオブジェクトを右クリックし
て、［フォント属性］ を選択します。 

2 ［フォント］ ダイアログボックスで、テキスト属性を変更します。

［編集］ タブで ［フォントの設定］ をクリックしても、
［フォント］ ダイアログボックスが開きます。

メニューオブジェクトをサイズ変更、回転、変形するには 
• プレビューウィンドウでメニューオブジェクトをクリックし、
ハンドルまたはノードをドラッグします。

オブジェクトを前の状態に戻すには、プレビューウィンド
ウを右クリックして、［0 度に設定する］ または ［オブジェ
クトのゆがみを除去する］ を選択します。

単一のメニューオブジェクトを揃えるには
• プレビューウィンドウでメニューオブジェクトをクリックし、
希望する位置にドラッグします。

メニューオブジェクトをドラッグするときに基準としてグ
リッドを使用するには、プレビューウィンドウを右クリッ
クして、［グリッドラインを表示］ を選択します。最寄のグ
リッドラインにオブジェクトを自動的に揃えるには、［グ
リッド ラインに合わせる］ を選択します。 
オブジェクトは必ず TV セーフエリア（点線で囲まれていま
す）内に収めるようにしてください。 
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複数のメニューオブジェクトを揃えるには
1 プレビューウィンドウで、Ctrl キーを押しながらオブジェクト
を選択します。

2 右クリックして、［配置］を 選択し、次のオプションから選択
します。
• 左/上/右/下 — 選択されたすべてのオブジェクト (モデルオブ
ジェクトを除く) を水平方向に移動して、左/上/右/下側を、
モデルオブジェクトの左/上/右/下側に合わせます。 

• 垂直方向の中央 — 選択されたすべてのオブジェクトを、上
端/下端のオブジェクトの中央に対して垂直に移動します。 

• 水平方向の中央 — 選択されたすべてのオブジェクトを、左
端/右端のオブジェクトの中央に対して水平に移動します。 

• 両方の中央 — 選択されたすべてのオブジェクトを、上端/下
端/左端/右端のオブジェクトの中央に移動します。 

• 垂直方向に均等配置 — 選択されたすべてのオブジェクト (上
端/下端のオブジェクトを除く) を、上下空間が均等になるよ
うに垂直方向に移動します。このメニュー項目は、3 つ以上
のオブジェクトが選択されている場合にのみ使用できます。

• 水平方向に均等配置 — 選択されたすべてのオブジェクト (左
端/右端のオブジェクトを除く) を、左右空間が均等になるよ
うに水平方向に移動します。このメニュー項目は、3 つ以上
のオブジェクトが選択されている場合にのみ使用できます。 

• 均等な幅/高さ — 選択されたすべてのオブジェクト (モデル
オブジェクトを除く) を、モデルオブジェクトと同じ幅/高さ
にサイズ変更します。 

• 均一な幅と高さ — 選択されたすべてのオブジェクト (モデル
オブジェクトを除く) を、モデルオブジェクトと同じ幅と高
さにサイズ変更します。 
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メニューオブジェクトの Z オーダーを配置するには
• プレビューウィンドウでメニューオブジェクトを右クリックし
て、［配置］ を選択し、次の配置オプションから選択します。
• 前に表示 — 選択されたオブジェクトを1レイヤー前に表示し
ます。 

• 後ろに表示 — 選択されたオブジェクトを1レイヤー後ろに表
示します。 

• 手前に表示 — 選択されたオブジェクトを最前面に表示します。 

• 最後に表示 — 選択された背景オブジェクトの直前に表示し
ます。 

形状メニューオブジェクトの属性をコピーし、貼りつける
には
• プレビューウィンドウでメニューオブジェクトを右クリックし
て、［形状属性をコピー］ または ［形状属性を貼り付け］ を選
択します。
注記：幅、高さ、回転角度、変形、透明、シャドウおよびハイ
ライトなどの属性をコピーおよび貼り付けることができます。
ただし、テキスト境界はコピーできません。 

メニューフィルターやトランジション効果を加えるには
1 プレビューウィンドウでメニューオブジェクトをクリックし
ます。

2 ［編集］ タブで適用するフィルターまたは効果を選択します。
• 移動パス — タイトル、サムネイルボタン、ナビゲーション
ボタンなどのメニューオブジェクトにあらかじめ定義された
モーションパスを適用します。 

• メニューイン/メニューアウト — 選択フィルターやトランジ
ション効果を開きます。メニューテンプレートにメニューイ
ン効果がある場合は、既定の表示時間は20秒です。
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一部のテンプレートメニューには、メニューインおよびメ
ニューアウトトランジションにサウンド効果があります。
ただし、これらのサウンド効果を変更または削除すること
はできません。 

高度なメニューの作成
高度なメニューテンプレートは、バックグラウンド設定、タイト
ルメニュー、チャプターメニューの 3 つの独立したレイヤーで構
成されています。現在選択されているレイヤーで、メニューオブ
ジェクトを編集できます。 

下の図に、ディスクメニューの構成を示します。

この例で、タイトル 1 には 3 つのチャプターがあり、タイトル 1 
ビデオのサムネイルをクリックすると、チャプターメニュー #1に
ジャンプします。タイトル 2 の場合は、割り当てられているチャ
プターがないので、タイトル 2 をクリックすると、ビデオが最初
から再生されます。

タイトル 1

メインメニュー

チャプターメニュー #1

タイトル 2
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タイトルメニューを追加するには
• ［編集］ タブで ［詳細設定］ をクリックして、［タイトルメ
ニューを追加］ を選択します。

チャプターメニューを追加するには
• ［編集］ タブで ［詳細設定］ をクリックして、［チャプターメ
ニューを作成］ を選択します。

メニューサムネイル番号を表示するには
• ［編集］ タブで ［詳細設定］ をクリックして、［サムネイル番号
を表示］ を選択します。

メニューテンプレートを作成するには
1 2 メニュー & プレビューページの［編集］ タブで、［カスタム］ 
をクリックします。［メニューをカスタマイズ］ ダイアログ
ボックスが表示されます。

2 以下のオプションから選択します。
• BGM の設定 — BGM として使用するオーディオファイルを
選択できます。

• 背景の設定 — 背景画像またはビデオとして使用する画像ま
たはビデオファイルを選択できます。

• フォントの設定 — テキスト属性を適用できます。

• パンとズーム — パンとズーム効果を適用できます。

• モーションフィルター — モーション効果を適用できます。

• メニューイン/メニューアウト — メニューのモーション効果
を適用できます。

3 ドロップダウンメニューで、［フレーム］、［ナビゲーションボ
タン］、または ［レイアウト］ を選択して、関連するプリセッ
トサムネイルを表示します。サムネイルをダブルクリックする
と、それが適用されます。
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注記：また、プレビューウィンドウでメニューオブジェクトを
サイズ変更、変形、回転、および移動することができます。 

4 ［メニューテンプレートに追加］ をクリックして、テンプレー
トをお気に入りフォルダーに追加します。
注記：［メニューをカスタマイズ］ ダイアログボックスで作業
する場合は、［フォント］ ダイアログボックスを使用するとテ
キストを正確にサイズ変更できます。［フォント］ のダイアロ
グボックスを開くには、テキストを右クリックして ［フォン
トの属性］ を選択する方法もあります。

書き込む前のムービーとメニューのプレビュー
ディスクに書き込む前にムービーを確認するには、マウスで 
［再生］ をクリックしてコンピュータでムービーを確認し、メニュー
をテストします。スタンドアロンディスクプレイヤーの標準リモ
コン同様にナビゲーションコントロールを使用します。
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プロジェクトをディスクに書き込む
これはディスク作成の最後の手順です。ムービーをディスクへ書
き込むか、ハードドライブのディスクフォルダーへ保存するか、
ディスクイメージファイルを作成して、後でムービーを書き込む
ことができます。

書き込みオプション
• ディスク書き込み装置 — 書き込み装置の設定を指定します。
• ラベル — Blu-ray ディスク/DVD. のボリューム名を入力できま
す。ラベルには最高 32 個のチャプターを使用することができ
ます。

• ドライブ — ビデオファイルを書き込むのに使用するディスク
書き込み装置を選択します。 

• コピー枚数 — 書き込むディスクのコピー枚数を設定します。
• ディスク形式 — 現在のプロジェクトの出力ディスク形式を表
示します。

• ディスクへ書き込み — ディスクへ直接ビデオプロジェクトを
書き込みます。
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• レコーディング形式 — 標準的な DVD ビデオの作成には 
DVDVideo 形式を選択します。ファイルをハードドライブコ
ピーしないでディスクを効率的に編集するには、DVD ビデオ
を選択します。DVD-Video は業界標準に準拠し、家庭用 DVD 
プレーヤーとコンピューターの

• DVD フォルダーを作成 — 作成しているビデオが DVD-Video の
場合にのみ使用できます。作成したファイルは、ビデオファイ
ルを AVCHD または Blu-ray ディスクに書き込むための準備ファ
イルです。また、これにより Corel WinDVD などのディスク再
生ソフトを使って、コンピュータ上で完了したディスクフォル
ダーを閲覧できます。 

• ハードディスクへのイメージファイルの作成 — ビデオディス
クを複数回書き込む場合に使用します。このオプションを選択
すると、同じビデオディスクを書き込む場合に再度ファイルを
生成する必要がなくなります。このオプションは、DVD-Video 
の場合にのみ使用でき、AVCHD および Blu-ray ディスクのプロ
ジェクトの場合は無効になります。

• 音声レベルを平均化 — 作成時に、各ビデオファイルに異なる
音声録音レベルを使用する場合があります。これらビデオク
リップが一緒にされると、音量は著しく異なる場合がありま
す。クリップ間のボリュームレベルを一定にするには、プロ
ジェクト全体の音声波形を評価し、ビデオ全体の音声レベルを
平均化する ［音声レベルを平均化］ 機能を使用します。

• 消去 — 書き込み可能なディスクのすべてのデータを削除し
ます。

• 書き込みオプション — プロジェクト書き込み用に出力の詳細
設定を調整します。

• 作業用フォルダーからテンポラリファイルを削除 — 作業フォ
ルダー内の不必要なファイルすべてを削除します。

• 書き込み — 書き込みを開始します。
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• 必要な領域 — プロジェクトの書き込み時の参照として使用さ
れます。これらのインジケータは、プロジェクトをディスクに
書き込むために必要なスペースがあるかどうかを知るのに役に
立ちます。

• 必要/有効なハードディスクスペース — プロジェクトに必要な
領域とハードドライブの空き領域を表示します。

• 必要/有効なディスクスペース — ビデオファイルに必要なディ
スク領域と空き領域を表示します。 

ムービーをディスクに書き込むには
1 プロジェクトをプレビューした後に ［次へ］ をクリックします。

2 ［他の出力オプションを表示］ をクリックして、以下のいずれ
かのオプションを有効にします。
• DVD フォルダーの作成 — 指定した場所にDVD フォルダーを
作成します。

• ハードディスクへのイメージファイルの作成  — DVD の ISO 
イメージファイルを作成します。

• 音声レベルを平均化 — 再生中の不規則の音声レベルを平均
化します。
注記：ハードディスクへのイメージファイルの作成は、
AVCHD および Blu-ray ディスクのプロジェクトでは無効になり
ます。 

3 ［その他の書き込み設定］ をクリックします。 

［書き込みオプション］ ダイアログボックスが表示されます。
追加の書き込みドライブと出力設定を定義し、［OK］ をクリック
します。

4 ［書き込み］ をクリックして書き込みを開始します。

タスクが正常に終了と言うメッセージが表示されたら、［OK］ 
をクリックします。
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5 ［閉じる］ をクリックすると、作業を自動的に保存して
Corel VideoStudio Editor に戻ります。

ディスクイメージファイルのコピー
ディスクイメージファイルは、コンテンツ全体とディスクのファ
イル構造を取り込んだ単一のファイルです。コンピューターで
ディスクイメージファイルを作成すると、ソースディスクコンテ
ンツをバックアップや将来のディスク書き込み用に保存できます。
ディスクイメージファイルを保存するには、コンピューターに十
分な空き容量が必要になります。

ディスクイメージファイルをコピーするには
1 空のディスクをディスク書き込み装置に挿入します。

2 [ツール] > ［ディスク イメージから書き込む (ISO)］ をクリック
します。 

ディスクコピーのダイアログボックスが表示されます。
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3 ［ソースディスクイメージファイル］ で、ソースディスクイ
メージ (*.iso) ファイルを参照して選択します。 

4 ［コピー先］ で書き込みドライブを選択します。

5 ［コピー］ をクリックするとコピーが始まります。

をクリックして書き込みの環境設定を行います。 

ディスクラベルの作成
Corel VideoStudio で、ディスクラベル、ケースカバー、挿入物を
作成し、印刷します。画像、テキスト、アイコンを追加および編
集して、レイアウトを完成します。

ディスクラベル作成ダイアログボックスを開くには
• ［ディスクの作成］ ダイアログボックスの左下にある ［ディス
ク ラベルの印刷］ アイコンをクリックします。

全般タブ

［全般］ タブでは、ディスクラベルまたはディスクカバーのテンプ
レートを選択できます。その後で、ディスクラベル、カバー、
ブックレットの全体的なデザインを変更することができます。参
考のために、選択した用紙サイズに関連するメディアやラベルの
実際のサイズが表示されます。

イメージタブ

［イメージ］ タブでは、イメージのプロパティを調整できます。
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テキストタブ

［テキスト］ タブでは、テキストのプロパティをフォーマットして
調整できます。

ディスクラベル作成オプション

ディスクラベルをデザインする場合は、以下のいずれかを行うこ
とができます。
• ファイル

• ディスクラベルを読み込む — 以前に保存したディスクレベル
プロジェクトを開きます。

• ディスクラベルを保存 — ディスクラベルプロジェクトを保存
します。

• イメージを追加 — ラベルに追加するイメージを選択します。
• テキストの追加 — テキストオブジェクトをラベルに追加し
ます。

• アイコンの追加 — ラベルにアイコンを追加します。
• 再生リスト — ［再生リスト情報を追加/編集］ ダイアログボッ
クスが開いて、アルバムタイトル、アーチスト名、日付などの
情報をレベルに加えることができます。

• コンテンツをクリア — ディスクのレイアウトからすべてのオ
ブジェクトや背景を削除します。この機能はデザインを最初か
らやり直したいときに便利です。

その他のオプション
• ディスクを表示/非表示 — イメージやテキストの配置がうまく
できるように、ディスクの輪郭を表示/非表示にします。

• グリッドを表示/非表示 — イメージやテキストを対称に配置で
きるように、グリッドラインを表示/非表示にします。
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用語解説
AVCHD

Advanced Video Codec High Definition の略語。ビデオカメラ用に設
計されたビデオ形式です。ブルーレイディスク /高画質の互換性
用に設計されたディスク構造を採用しており、標準の DVD に書き
込むことができます。
AVI

Audio-Video Interleave の略語。現在いくつかのオーディオコード
とビデオコードのストレージとして一般に使用されている 
Microsoft Windows 環境用に設計されたデジタルビデオファイル形
式です。
DNLE

Digital Non-Linear Editing の略語。複数のビデオクリップを組み合
わせて編集し、最終作品に仕上げる手法です。DNLE では、編集中
にすべてのソース素材へ常にランダムアクセスすることができます。
DSLR

取り外し可能なレンズを使用するカメラタイプで、レフミラー シ
ステムを使用して画像を取得します。頭文字 DSLR はデジタル一眼
レフを表します。コンパクトカメラと比較すると、DSLR はより多
くの手動コントロールと高画質を提供します。
DV

Digital Videoの略語。VHS や High-8 のような具体的なビデオ形式
を指します。この形式は、適切なハードウェアとソフトウェアが
あれば DV ビデオカメラやコンピューターで再生、または録画が
可能です。DV は、ビデオカメラからコンピューターへ複製し、編
集した後で、品質を損なうことなくビデオカメラに戻すことがで
きます。
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DVD

Digital Versatile Disc の略語。DVD はその優れた画質と広範囲な互
換性のため、ビデオ製作メディアとして一般的に使われています。
オーディオとビデオの品質を保証するだけでなく、DVD は MPEG-
2 形式を採用しており、片面 /両面、1 層 /2 層のディスクを作成に
使用できます。スタンドアロン DVD プレーヤーのほか、PC の 
DVD-ROM ドライブでも再生できます。
EV

頭文字は、カメラが P (プログラムされた )、S または Tv(シャッ
ター優先 )、あるいは Av(絞り優先 )モードである場合、露出値、
または絞り、シャッター速度、ISO の設定の組み合わせを表わし
ます。Ev を調整して、画像を露出オーバーまたは露出不足にでき
ます。
FireWire

DV カメラなどのデジタルオーディオ /ビデオデバイスをコン
ピューターに接続するための標準的なインターフェース。
IEEE1394 規格の Apple の登録商標名です。
HDV

DV カセットテープに高画質ビデオを録画、再生するための形式。
2003 年に一般向けの高画質形式として発表された HDV ビデオは
最大 1440x1080の解像度に対応し、MPEG-2 で圧縮されます。
HDV オーディオは MPEG-1 Layer 2を使用して圧縮されます。 
HTML5

旧バージョンより機能が拡張されている Hypertext Markup 
Language (HTML) 標準のバージョン。HTML5 は特にオーディオや
ビデオを Web ページに組み込むのに便利です。
IEEE1394

Firewire、1394 としても知られる、コンピューターと HDV/DV カメ
ラやその他高速周辺機器との間の高速シリアル接続を可能にする
規格。この規格の最新仕様に準拠する機器は、1 秒間に 400 メガ
ビットのデジタルデータを送信できる機器です。
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ISO

このカメラ設定は、画像センサーの感度を測定します。明るい場
合は低く設定し、暗い場合は高く設定します。正しい ISO 設定を
選択すると、取り込んだ画像のノイズや粒子を低減することがで
きます。
MP3

MPEG Audio Layer-3の略語。MP3 は、極めて小さなファイルサイ
ズで CD に近い音質を再現できるオーディオ圧縮技術です。イン
ターネット上ですばやく転送することができます。
MPEG-2

DVD などの製品に使用されている、ビデオ /オーディオ圧縮の標準。 
MPEG-4

モバイル機器やインターネットにおけるビデオストリーミングで
一般的に使用され、低データレートで高解像度のビデオを提供す
るビデオ /オーディオ圧縮形式。 
NLE

Non Linear Editing の略語。従来の VCR の編集では、ビデオテープ
内のクリップに順番にアクセスする必要があったため、必然的に
リニア編集が採用されていました。コンピューターによる編集は、
順序にとらわれず効率的に行うことができます。
NTSC/PAL

NTSCは北アメリカ、日本、台湾、その他一部の地域で使われてい
るビデオ標準で、フレームレートは 29.97 fps です。PAL はヨー
ロッパ、オーストラリア、ニュージーランド、中国、タイ、その
他一部のアジア地域で使われているビデオ標準で、フレームレー
トは 25 fps です。その他の違いとして、DV や DVD の分野では、
NTSC は 720x480 画素の解像度を使いますが、PAL は 720x576 画素
を使います。
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インスタント再生 

レンダリングを実行せずにプロジェクト全体を再生すること。こ
の機能では、システム内にテンポラリプレビューファイルを作成
することなく、プレビューウィンドウですべてのクリップが即時
に再生されます。再生の品質は、ハードウェアの構成によって異
なります。

インスタント再生でフレームが欠落する場合は、高画質再生でプ
ロジェクトをプレビューしてください。

エクスポート
ファイルを出力する工程。ファイルを出力 (エクスポート )する
と、データは通常、受信側のアプリケーションで読み取り可能な
形式に変換されます。元のファイルは変更されずにそのまま残り
ます。

オーバーレイ 

プロジェクト内の既存のクリップに重ねられるビデオクリップま
たはイメージクリップ。

カラークリップ
ムービーで使われる単色の背景色。タイトルやクレジットなど、
単色の背景で文字を引き立たせる場合に使われます。

キーフレーム
完成アニメーションのフロー、再生、その他の特性をコントロー
ルするために、特別な編集またはその他の操作を行うフラグが付
けられた、クリップ内の特殊フレーム。たとえば、ビデオフィル
ター適用の際、最初と最後のフレームに異なる効果レベルを割り
当てると、ビデオクリップの始まりと終わりでビデオの表示が変
化します。ビデオ作成の際、データ転送要件が高くなる部分に
キーフレームを割り当てると、滑らかなビデオ再生になるように
コントロールしやすくなります。
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クラウドベース ストレージ
ファイル保存用に使用できるリモート ストレージ容量。ローカル 
デバイスにドキュメントやメディア ファイルを保存する代わり
に、Web 接続デバイスを使用してアクセスできるリモート データ
ベースにファイルを保存できます。一部の会社が、無料または有
料のアカウントの両方で利用できるクラウドベースストレージ 
サービスを提供しています。

クリップ
ムービー内の短いセクションまたは部分。クリップにはオーディオ、
ビデオ、静止画、タイトルなどがあります。

コーデック
ビデオ処理に使用される特殊なアルゴリズムまたはプログラム。
コーデック (Codec)の語源は、compression/decompression または 
coder/decoder です。

シーン
ひとまとまりの連続フレーム。Corel VideoStudioで、ビデオの自
動分割機能を使って取り込まれた各シーンは、映像の録画日時に
応じて分割されます。取り込まれた DV AVI ファイルでは、シーン
は映像の録画日時やビデオコンテンツの変化に基づいて分割でき
ます。MPEG-2 ファイルでは、シーンはコンテンツの変化に基づ
いてファイルに分割されます。

シーンごとに分割
異なるシーンを自動的に分割し、独立したファイルへ振り分ける
機能。Corel VideoStudio では、シーンの検出方法は作業ステップ
によって異なります。取り込みワークスペースでは、［シーンごと
に分割］ は元の映像の録画日時に基づいて個々のシーンを検出し
ます。編集ワークスペースでは、［シーンごとに分割］ が DV AVI 
ファイルに適用される場合は、録画日時またはビデオコンテンツ
の変化に基づき検出できます。MPEG ファイルの場合は、シーン
はコンテンツの変化のみに基づいて検出されます。
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シャッター速度
このカメラ設定は、シャッターが開いている時間を測定します。
シャッター速度は秒で測定されます。高速シャッターは通常 1 秒
の何分の 1 です (1/500、1/250、1/125など。)遅いシャッター速
度は整数で測定されます (1、10、30など。)

ストーリーボード
ムービーを視覚的に表現した画面。タイムライン上で各クリップ
はイメージサムネイルを使って表示されます。

ストリーミング
サイズの大きなファイルをダウンロードしながら再生できるよう
にする技術。ストリーミングは一般的に、インターネットのビデ
オ共有 Web サイトで提供される大きなビデオファイルやオーディ
オファイルに使用されます。

スマートレンダリング
スマートレンダリング技術を使用すると、前回のレンダリング操
作以降に変更された部分のみをレンダリングできるので、プレ
ビュー生成時間を削減できます。

タイトル
ムービータイトル、字幕、クレジットなど。ムービーに重ねられ
る文字はすべてタイトルと呼ぶことができます。

タイムコード
ビデオファイルのタイムコードとは、ビデオ内の場所を表す数字
です。タイムコードを使い、正確な編集を行うことができます。 

タイムライン
作成されたムービーを時系列に従いグラフィック表示した画面。
タイムラインで表示されるクリップの相対サイズによって、メ
ディアクリップの長さやタイトル、オーバーレイ、およびオー
ディの相対位置を正しく判断できます。
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データレート
コンピューターの一部分から別の部分へ転送される 1秒あたりの
データ量。このデータレートは、メディアのタイプによって異な
ります。

デバイスコントロール
プログラムでビデオカメラや VCR などのビデオソースをコント
ロールできるようにするためのソフトウェアドライバ。

テンプレート
ソフトウェアプログラムでの作業パターン。事前に定義された形
式と設定を集めたもので、プロジェクトを作成するためのガイド
として使用できます。 

ドライバ
特定のデバイスとコンピューターの接続をコントロールするソフ
トウェアプログラム。

トランジション効果
1つのシーンから別のシーンへのフェードのような、2つのビデオ
クリップをつなぐ効果。

トリム
ビデオクリップを編集したり、切り取ったりする操作。ビデオは
フレームごとにトリムできます。

ナレーション
ビデオやムービーに付けられる声の説明。ドキュメンタリー映画
で最もよく使用されます。

ノイズ
オーディオとビデオにはノイズがある場合があります。オーディ
オでは不必要な余分なヒスのことで、ビデオでは画面に表示され
る画像のランダムなのゴミや点のことです。このようなノイズは
電磁妨害によるもので、アナログのオーディオとビデオでよく発
生します。
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ビデオフィルター
モザイクや波紋など、ビデオクリップの見え方を変化させるもの。
調整手段として使用することができます。画質不良を補正したり、
ビデオに特定の効果適用して独創的な作品にすることができます。

フェード
クリップが徐々に出現 /消滅するトランジション効果。ビデオの
写真から単色 (またはその逆 )へと徐々に切り替わる効果や、ある
画像から別の画像へ移行する効果を指します。オーディオの場合
のトランジションは、フル音量から完全サイレンスに、またはそ
の逆の効果をもたらします。

プラグイン
プログラムに機能や効果を追加するユーティリティ。
Corel VideoStudio ではプラグインによって、キャプチャデバイス
の自動認識や、E メール、Webページ、ビデオレター、DV 録画な
どの各種用途への出力が可能になっています。

ブルーレイディスク
ブルーレイディスク。高画質ビデオの録画と再生用に青紫色レー
ザーを使用する光ディスク形式です。25-GB (1 層 )と 50-GB (2 層 )
ディスクに書き込むことができ、標準 DVD の 5 倍以上の容量を提
供します。 

フレーム
ムービー内の単一イメージ。

フレームサイズ
ビデオやアニメーションの表示イメージサイズ。使用するイメー
ジが現在のフレームサイズよりも大きいか小さいときは、フレー
ムサイズの変更が必要です。

フレーム速度
ビデオ内の、1 秒あたりのフレーム数。NTSC ビデオは通常 29.97 
フレーム /秒 (fps)で、PAL ビデオは 25 fpsです。低フレームレー
トを使ってコンピューターにファイルサイズの小さなビデオを作
成することもできます。
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プロジェクトファイル
Corel VideoStudioでは、1 つのプロジェクトファイル（*.VSP）に、
イメージ、オーディオ、ビデオファイルなどすべての関連ファイ
ルにリンクするための必要情報が含まれています。
Corel VideoStudioでビデオ編集を行うには、まずプロジェクト
ファイルを開く必要があります。

プロファイル
さまざまな属性 (ビットレート、ストリームの数とタイプ、圧縮
品質、フレームサイズなど )をまとめたもの。

ホワイトバランス
このカメラ設定は、被写体の色温度を測定します。異なるライ
ティング条件は、カメラがシーン内の色を測定する方法に影響し
ます。ほとんどのデジタルカメラには、オートマチック、日光、
曇り、蛍光性、白熱の環境のプリセットが用意されています。

マークイン /アウト
編集やトリムを目的としてマークされたクリップ内の位置。ク
リップの中で開始位置 (マークイン )と終了位置 (マークアウト )
を設定して、一部分だけを選択できます。

メータリンクﾞモード
被写体の明度に応じて露出を調整します。メタリング モードの共
通オプションには、評価、部分、スポット、中央部重点測光、多
分割を含んでいます。

モーショントラッキング
ビデオ クリップの特定オブジェクトを追跡する映画およびビデオ
制作テクニック。ビデオ要素は、動作を追跡するのに使用するの
に選択した個々のピクセル セットを使用して追跡することができ
ます。この処理は、プログラムによって自動的に、手動追跡、ま
たはその両方を組み合わせて行うことができます。ビデオ クリッ
プの撮影時、表示する 2D および 3D グラフィックを既存にシーム
レスに追加するのに使用することができます。
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ライブラリ（Corel VideoStudio）
すべてのメディアクリップに使用できる格納場所。ビデオ、オー
ディオ、タイトル、カラークリップなどをライブラリに保存して
おくと、プロジェクトですぐに使用することができます。

リンク
以前保存した情報を、ファイルサイズに大きく影響を与えること
なく他のプログラムに格納する方法。リンクを使用すると、元の
ファイルを最初のプログラムで編集でき、その変更が自動的にリ
ンク先プログラムに反映されるという利点もあります。

レンダリング
プロジェクトのソースファイルから最終的なムービーを作成する
工程。 

取り込み
ビデオやイメージをコンピューターのハードディスクに記録する
こと。

取り込みプラグイン
Corel VideoStudio に組み込まれているユーティリティ。取り込み
デバイスがコンピューターに接続されると、プログラムではこれ
らのユーティリティを使用してデバイスが認識され、自動検出さ
れます。

映像
より大きなプロジェクトで使用される、1 単位の録画フィルム。

絞り
このカメラ設定は、レンズの開口サイズを測定します。カメラに
入る光の量を制御します。絞り設定は、f/ 数字に従って f ストップ
で測定されます。例えば、f/22。

超高画質 HD（4K解像度）
横が約 4,000 ピクセルのビデオ解像度。または、超高解像度また
はスーパーハイビジョンとして知られています。3840 x 1080 ピク
セル以上であるすべての画面標準を参照するのに使用されます。 
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効果
Corel VideoStudio では、ビデオクリップに適用される、コン
ピューター生成による特殊トランジション効果を指します。それ
によってビデオの外観や品質を向上させることができます。

圧縮
圧縮はコーデックを介して行われ、余分なデータを削除するか、
解凍できる用語でそれを説明することで正常に機能します。ほぼ
すべてのデジタルビデオは何らかの形式で圧縮されていますが、
圧縮度は異なります。圧縮度が高くなればなるほど、再生に必要
なリソースは増加します。

縦横比
イメージやグラフィックの幅と高さの比率。縦横比を維持すると
は、イメージやグラフィックの幅または高さを変更するときに、
サイズ比率を維持することを意味します。ビデオでの最も良く使
用される縦横比は、標準画質 (SD) ビデオ形式の 4:3 と高画質 (HD) 
ビデオ形式の 16:9 です。
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ショートカット
このセクションでは、以下のトピックについて説明します。
• メニューコマンドのショートカット
• ワークスペース ショートカット
• ナビゲーションエリアのショートカット
• タイムラインのショートカット
• ビデオの複数カットのショートカット
• レイアウトの設定のショートカット
• 画面キャプチャのショートカット

• その他のショートカット

メニューコマンドのショートカット
  

Ctrl + N 新しいプロジェクトを作成する
Ctrl + M HTML5 プロジェクトの新規作成

Ctrl + O プロジェクトを開く
Ctrl + S プロジェクトを保存する
Alt + Enter プロジェクトのプロパティ
F6 環境設定
Ctrl + Z 元に戻す
Ctrl + Y やり直し
Ctrl + C コピー
Ctrl + V 貼り付け
Del 削除
F1 ヘルプ
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ワークスペース ショートカット

ナビゲーションエリアのショートカット

Alt + F10 取り込みワークスペースへ

Alt + F11 編集ワーススペースへ

Alt + F12 共有ワークスペースへ

F3 マークインを設定

F4 マークアウトを設定

L 再生/一時停止

Ctrl + P 再生/一時停止

Space 再生/一時停止

Shift + ［再生］ ボタン 現在選択されているクリップ
を再生

K クリップまたはプロジェクト
の先頭に戻る

ホーム クリップまたはプロジェクト
の先頭に戻る

Ctrl + H クリップまたはプロジェクト
の先頭に戻る

End 最後のセグメントまたは
キューに移動

Ctrl + E 最後のフレーム

D 前のフレーム

F 次のフレーム

Ctrl + R 繰り返し

Ctrl + L システムボリューム

S ビデオを分割
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タイムラインのショートカット

Tab トリムハンドルとジョグ スラ
イダーを切り替えます。

Enter 左のトリムハンドルがアク
ティブの場合、Tab キーまたは 
Enter キーを押すと右ハンドル
に切り替わります。

左 Tab キーまたは Enter キーを押
してトリムハンドルまたはス
クラバを有効にした場合、左
矢印キーを使って前のフレー
ムへ移動します。

右 Tab キーまたは Enter キーを押
してトリムハンドルまたはス
クラバを有効にした場合、右
矢印キーを使って次のフレー
ムへ移動します。

ESC Tab キーまたは Enter キーを押
してトリムハンドルとスクラ
バを有効にしたり切り替えた
場合は、Esc キーを押してトリ
ムハンドルとスクラバを無効
にすることができます。

Ctrl + A タイムライン上のすべてのク
リップを選択。
単一タイトル：オンスクリー
ン編集モードですべての文字
を選択。

Ctrl + X 単一タイトル：オンスクリー
ン編集モードで選択した文字
を切り取り。
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ビデオの複数カットのショートカット

Shift + クリック 同じトラックで複数のクリッ
プを選択（ライブラリ内で複
数のクリップを選択するには、
クリップを Shift を押しながら
クリックするか、Ctrl を押しな
がらクリックします)。

左 タイムライン上の前のクリッ
プを選択

右 タイムライン上の次のクリッ
プを選択

+ / - ズームイン/アウト

Ctrl + 右矢印 前へスクロール

Ctrl + 左矢印 後ろへスクロール

Ctrl + 上矢印/ 
Page Up 

上へスクロール

Ctrl + 下矢印/ 
Page Down

下へスクロール

ホーム タイムラインの先頭に移動
End タイムラインの最後に移動
Ctrl + H 前のセグメント
Ctrl + E 次のセグメント

Del 削除

F3 マークインを設定

F4 マークアウトを設定

F5 クリップ内で前に戻る

F6 クリップ内で次に進む

Esc キャンセル
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レイアウトの設定のショートカット

画面キャプチャのショートカット

その他のショートカット

F7 デフォルトに戻す
Ctrl + 1 カスタム #1 に切り替え

Ctrl + 2 カスタム #2 に切り替え

Ctrl + 3 カスタム #3 に切り替え

Alt + 1 カスタム #1 に保存

Alt + 2 カスタム #2 に保存

Alt + 3 カスタム #3 に保存

F10 画面キャプチャを停止

F11 画面キャプチャを一時停止/再開

ESC キャプチャ、録画、レンダリ
ングを停止するか、何も変更
せずにダイアログボックスを
閉じます。
全画面プレビューに切り替え
た場合、Esc キーを押すと 
Corel VideoStudio のワークス
ペースに戻ります。

［効果］ ライブラリのトランジ
ションをダブルクリック

ライブラリでトランジション
をダブルクリックすると、2つ
のクリップ間で最初に空いて
いるトランジションスロット
にトランジションが自動的に
挿入されます。この手順を繰
り返すと、次に空いているト
ランジションスロットにトラ
ンジションが挿入されます。
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クイック DVD ウィザード
クイック DVD ウィザードを使用すると、FireWire 対応の DV ある
いは HDV テープのビデオカメラから動画を取り込み、テーマテン
プレートを追加して DVD に書き込むことができます。このビデオ
編集モードでは、ビデオを DVD へすばやく直接転送できます。

クイック DVD ウィザードを使用するには、ツール > クイック 
DVD ウィザードの順にクリックします。

このセクションでは、以下のトピックについて説明します。
• シーンのスキャン

• テンプレートの適用と DVD への書き込み

シーンのスキャン 

DV テープをスキャンして、ムービーに追加するシーンを選択でき
ます。

シーンをスキャンするには
1 ビデオカメラをコンピューターに接続し、デバイスの電源を入
れます。ビデオカメラを再生（または VTR/VCR)モードにします。

2 [デバイス] で録画デバイスを選択します。

3 [キャプチャ形式] 矢印をクリックして、取り込んだ動画のファ
イル形式を選択します。

4 テープ内の全動画を書き込む(［テープ全体を書き込む］）か、
DV テープをスキャンする(［シーン検出］)かを指定します。
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テープ全体を書き込むには
1 [テープ全体を書き込む] を選択し、[長さ] でテープの長さを指
定します。

2 ［次へ］ をクリックして、テンプレートを適用し DVD へ書き込
みます。

シーン検出機能を使用するには
1 [シーン検出］ を選択し、[最初から] または [現在の位置] のどち
らからテープをスキャンするかを指定します。
• 最初から — テープの最初からシーンをスキャンします。
テープが巻き戻されていない場合は、自動的に巻き戻され
ます。

• 現在の位置 — テープの現在の位置からシーンのスキャンを
開始します。

2 スキャン速度を指定して [スキャンを開始] をクリックすると、
DV デバイスのスキャンが開始します。シーンとは、DVテープ
内のビデオセグメントのことで、日時スタンプで区切られます。
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クイック  DVD ウィザード

3 ムービーに含めるシーンをストーリーボード ビューで選択し、
［シーンをマーク］ をクリックします。

4 [次へ] をクリックします。
注記：スキャンしたファイルを再スキャンせずに保存およびイ
ンポートするには、［オプション] ボタン  をクリックし、
[DV テープスキャン ダイジェストを保存] を選択します。大量
のテープを管理するには、[DV テープスキャン ダイジェスト
を HTML として保存] をクリックします。この機能では、
HTML ファイルを出力し、テープに添付できます。
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テンプレートの適用と DVD への書き込み
スタイルテンプレートを選択して、設定を指定し、ムービーを DVD 
へ書き込みます。

スタイルテンプレートを適用して DVD へ書き込むには
1 ムービーのボリューム名と録画形式を指定します。
注記：コンピュータに複数の書き込みドライブが存在する場合
や、デフォルトのドライブが書き込みドライブでない場合は、
使用するドライブを [詳細設定] ダイアログボックスで指定し
ます。

2 使用できるプリセットの中からムービーに適用するスタイルテ
ンプレートを選択し、出力ビデオ品質を選択します。

3 テーマテンプレートのテキストをカスタマイズするには、
［タイトルを編集］ をクリックします。

4 ［テンプレートのタイトルを編集] ダイアログボックスの ［開始］ 
タブで、変更するテキストをダブルクリックします。フォント、
色、シャドウの設定のような属性を変更することもできます。

5 ［終了］ タブをクリックしてテキストを変更します。［OK] をク
リックします。

6 ビデオクリップに日付情報を追加するには、［撮影日情報］ の 
［タイトルとして追加］ をクリックします。ビデオを最初から
最後まで表示する場合は ［ビデオ全体］ を選択し、そうでない
場合は長さを指定します。

7 動画ファイルをディスクに書き込むには、［書き込み］ ボタン 

 をクリックします。

注記：ムービーが大きすぎて 1 枚の DVD に収まらない場合は、
［縮小して書き込む］ をクリックします。
350 Corel VideoStudio X10 



Corel® VideoStudio® X10 ユーザーガイド
© 2017 Corel Corporation. All rights reserved. 
Corel、縦横に並んだCorel ロゴおよび Corel バルーンロゴの組み合
わせ、VideoStudio、CorelDRAW、Corel DESIGNER、FastFlick、
Painter、PaintShop、PaintShop Pro、Ulead、WinDVD、WinZip およ
び WordPerfect は、Corel Corporation とその関連会社の商標および
登録商標です。ここに記載されるその他すべての製品名および登録/
未登録商標は、識別のみを目的としており、その所有権は各社にあ
ります。
 

特許：www.corel.com/patent

製品の仕様、価格設定、パッケージ、テクニカルサポート、情報 (
以下「仕様」) は、販売用英語版のみについてのものです。その他
全てのバージョン (その他の言語バージョン) の仕様は異なる場合が
あります。
COREL によってここに提供される情報は、市場性、特定目的への適合
性、所有権および非侵害の保証、または法、法令、商慣習、取引過程ま
たはその他によって生じるもの (ただし必ずしもこれらに限定されない) 
を含む、明示または暗示の保証をすることなく無条件で現状有姿のまま
提供するものとします。提供された情報の結果またはその使用に関して
の全ての損害は当事者の責任とします。収益や利益の損失、データの損
失や損傷、またはその他商業的または経済的損失 (必ずしもこれに限定
されない) を含む間接的損傷、偶発的損傷、実害、または間接的損害に
対して、たとえ Corel 社がこのような損傷の可能性を助言した場合や予
知できる場合においても、COREL 社は当事者またはその他第3者に責任
を負うものではありません。また、Corel は第三者によるいかなる請求
についても責任を負いません。Corel が支払う債務の総額は、お客様が
本製品の購入に際して支払った金額を超えないものとします。国によっ
て偶発的損害もしくは付帯損害について債務の除外または制限が認めら
れないことがありますが、その場合には、前述の限度はお客様には適用
されません。
Corel Corporation の事前の同意および書面による許可なしに、本マ
ニュアルの全体または一部を、コピー、フォトコピー、複製、翻
訳、または任意の電子媒体や機械読み取り形式へ変換することは、
禁じられています。

http://www.corel.com/patent



	カバー
	コンテンツ
	クイックスタート
	ビデオクリップをライブラリーに取り込む
	クリップと写真の追加
	ビデオクリップのレビューとトリム
	タイトルの追加
	トランジションの適用
	ミュージックの追加
	保存して共有する

	はじめに
	Corel VideoStudio X10 の新機能
	システム要件
	アクセサリ
	入力オプション

	サポートされるファイル形式
	インポート形式
	エクスポート形式
	ブルーレイ サポート

	ハードウェア アクセラレーション
	ハードウェア アクセラレーション設定を変更するには

	ビデオ編集の準備
	アプリケーションのインストールとアンインストール
	Corel VideoStudio をインストールするには
	Corel VideoStudioをアンインストールするには

	アプリケーションの起動と終了
	アプリケーションを起動するには
	アプリケーションを終了するには

	アプリケーションの更新
	アプリケーションを更新するには

	Corel サポートサービス
	Corel について

	学習リソース
	マニュアル表記規則
	ヘルプ システムを使用する
	ヘルプ システムを使用するには

	Corel VideoStudio X10 ユーザーガイド PDF
	VideoStudioの用語を理解する
	ビデオチュートリアルで学習する
	[Discovery Center] ウィンドウを開くには

	Web 上のリソースを利用する
	Corel VideoStudio の Web リソースにアクセスするには


	ワークスペースの概要
	ワークスペースについて
	ワークスペースに切り替え
	ワークスペースを切り替えるには

	ようこそブック
	ステップパネルの使用
	プロジェクトやクリップをプレビューするには
	トリム範囲のみを再生するには

	ツールバーの使用
	ワークスペースのカスタマイズ
	パネルを移動するには
	プログラムウィンドウのサイズをカスタマイズするには
	パネルをドッキングするには
	カスタムワークスペースのレイアウトを保存するには
	カスタムワークスペースのレイアウトを読み込むには
	プログラム環境設定を設定するには


	のキャプチャとインポート
	取り込みワークスペースのオプションパネルの使用
	ビデオと写真の取り込み
	ビデオカメラからビデオクリップと写真を取り込むには
	DSLR を使ってビデオと写真を取り込むには
	HDV ビデオカメラからビデオを取り込むには
	DVB-T ビデオを取り込むには
	TV　映像を取り込むには
	MPEG-2 形式でビデオを取り込むには

	デジタルビデオ（DV）の取り込み
	DVテープスキャンの使用
	ビデオの日時を追加するには

	アナログビデオの取り込み
	取り込むビデオソースのタイプを指定するには

	デジタルメディアからのインポート
	デジタルメディアをインポートするには
	AVCHD のタイムコードの復元を有効にするには

	シーンのスキャンと分割
	ビデオからシーンを見つけるには
	［シーンごとに分割］を使うには


	プロジェクトの基礎
	新しいプロジェクトを作成、プロジェクトを開く
	新規プロジェクトを作成するには
	新規 HTML5 プロジェクトを作成するには
	新規おまかせモードプロジェクトを作成するには
	既存のプロジェクトを開くには
	既存のプロジェクトを新しいプロジェクトに追加するには

	インスタントプロジェクトテンプレートの使用
	インスタントプロジェクトテンプレートを開くには
	インスタントプロジェクトテンプレートのクリップ、写真、 ミュージックを交換するには
	インスタントプロジェクトテンプレートを作成するには
	プロジェクトテンプレートを取り込むには

	プロジェクトのプロパティの設定
	プロジェクトのプロパティを変更するには

	カスタムプロファイルの作成
	カスタムプロファイルを作成するには
	プロジェクトのカスタムプロファイルを選択するには

	スマートプロキシを使って、より速く、よりスムーズ な編集環境を実現
	スマートプロキシの有効／無効を切り替えるには
	スマートプロキシファイルの解像度しきい値と場所を設定 するには
	プロキシファイルを管理するには

	プロジェクトまたはクリップのプレビュー
	プロジェクトやクリップをプレビューするには
	プロジェクトやクリップの一部を再生するには

	操作を元に戻す/やり直す
	最後の操作を元に戻すには
	元に戻した最後の操作をやり直すには

	グリッドラインの表示/非表示
	グリッドラインを表示するには

	プロジェクトの保存
	プロジェクトを保存するには
	作業を自動的に保存するには

	スマートパッケージを使用したプロジェクトの保存
	スマートパッケージを使用してプロジェクトを保存するには

	キューとチャプターの追加
	プロジェクトキューを追加するには
	チャプターを追加するには


	メディアのグループ化と検索
	ライブラリの使用
	ライブラリでメディアを選択するには
	メディアクリップをライブラリに追加するには
	ライブラリからメディアクリップを削除するには
	自動的にメディアファイルのリンクを検索して元に戻すには
	ライブラリを出力するには
	ライブラリを取り込むには
	ライブラリを初期化するには

	ライブラリのクリップの並べ替え、表示、フィルター
	メディアクリップを並び替えるには
	メディアクリップの表示を変更するには
	メディアクリップの表示/非表示
	ライブラリパネル表示を変更するには

	サムネイルのサイズ変更
	サムネイルのサイズを調整するには

	ファイルを 3D としてタグ付け
	ビデオクリップや写真クリップに 3D のタグを付けるには


	タイムライン
	タイムラインビューの切り替え
	ストーリーボードビュー
	タイムラインビュー
	ストーリーボードビューとタイムラインビューの切り替え

	トラックの表示/非表示
	トラックを表示/非表示にするには

	トラックの追加と交換
	トラックマネージャーでトラックを追加するには
	タイムラインでトラックを挿入または削除するには
	オーバーレイトラック交換するには

	グループ化とグループ化の解除
	タイムラインでアイテムをグループ化するには
	タイムラインでアイテムのグループ化を解除するには

	リップル編集の使用
	リップル編集モードでクリップを挿入するには


	メディアを編集
	編集ワークスペースのオプションパネルの使用
	複数ファイルの変換
	バッチ変換を実行するには
	バッチ変換プロファイルを作成するには

	ビデオクリップの追加
	写真の追加
	挿入したすべての写真をプロジェクトのフレームサイズと 同じサイズにするには
	PSPIMAGE ファイルをタイムラインに取り込むには

	タイムリマップ
	再生スピード、フリーズ、またはビデオ映像の逆再生

	ビデオ再生速度の変更
	ビデオクリップの速度とタイムラプス属性を調整するには
	静止画像にタイムラプス/ストロボ効果を適用するには
	ビデオクリップの変速属性を調整するには
	ビデオ再生を逆にするには

	固定フレームの使用
	固定フレームを適用するには

	メディアクリップの交換
	クリップを置き換えるには

	クリップのトリム
	クリップを 2 つに分割するには
	シングルクリップトリマーを使ってトリムマーカーでク リップをトリムするには
	タイムライン上で直接クリップをトリムするには
	［長さ］ ボックスを使用してクリップをトリムするには

	シーンごとに分割の使用
	DV AVI または MPEG ファイルにビデオの自動分割を使用す るには

	1つのビデオファイルを複数のクリップにトリムする には
	1 つのビデオファイルを複数のクリップにトリムするには

	トリムしたクリップの保存
	トリムしたクリップを保存するには

	ビデオクリップから静止画を撮る
	編集ワークスペースで写真を取得するには

	クリップのエンハンス
	色と明度を調整するには
	ビデオクや画像のリップのトーンの質を調整するには
	クリップをサイズ変更または変形するには

	ホワイトバランスの調整
	ホワイトバランスを調整するには

	パンとズーム効果の適用
	パンとズーム効果写真に適用するには
	パンとズーム効果をカスタマイズするには

	マスククリエーターの使い方
	マスククリエーターで静止画マスクを作成するには
	マスククリエーターでビデオマスクを作成するには
	マスクを編集するには
	マスクを保存するには
	ビデオマスクまたは静止画マスクをオーバーレイオプショ ンとしてインポートするには

	トラック透明
	トラック透明を調整するには

	360 ビデオ
	360 ビデオを標準ビデオに変換するには


	タイトルと字幕
	タイトルセーフエリアの使用
	タイトルセーフエリアを表示/非表示にするには

	ライブラリを使用してタイトルを追加
	複数のタイトルをプレビューウィンドウで直接追加するには
	プロジェクトにプリセットタイトルを追加するには
	タイトルをお気に入りのプリセットとして保存するには

	字幕エディターでタイトルを追加する
	字幕エディターを起動するには
	字幕エディターで手動で字幕を追加するには
	字幕をエディターで自動的に字幕を追加するには
	字幕エディターを使用して字幕ファイルをインポートする には
	字幕エディターを使用して字幕ファイルを編集するには
	字幕エディターを使用して字幕ファイルを保存するには

	テキストの書式
	タイトルを編集するには
	プレビューウィンドウでテキストを回転するには
	バックドロップテキストを追加するには
	テキストの境界線と透明度を変更し、シャドウを追加する には
	タイトルプリセットを適用するには
	タイトルクリップの再生時間を調整するには

	テキスト効果とアニメーションの適用
	アニメーションを現在のテキストに適用するには
	タイトルフィルターを現在のテキストに適用するには

	タイトルを画像とアニメーションファイルに変換する
	タイトルを画像（PNG）に変換するには
	動くタイトルをアニメーションファイル（UISX）に変換す るには


	トランジション
	トランジションの追加
	トランジションを追加するには
	トランジションを自動的に追加するには
	選択したトランジションをすべてのビデオクリップに追加 するには
	トランジションをすべてのビデオクリップにランダムに追 加するには
	プリセットのトランジションをカスタマイズするには

	トランジションの保存と削除
	トランジションをお気に入りに保存するには
	プロジェクトからトランジションを削除するには


	カラー/装飾
	カラークリップの追加
	カラーライブラリでカラークリップを選択するには

	カラーパターンの追加
	カラーパターンライブラリでパターンクリップを選択する には

	背景の追加
	背景ライブラリで背景クリップを選択するには

	オブジェクトまたはフレームの追加
	オブジェクトまたはフレームを追加するには

	フラッシュアニメーションの追加
	フラッシュアニメーションを追加するには

	オブジェクト、フレーム、アニメーションのカスタマ イズ

	ビデオフィルター
	フィルターを適用
	ビデオトラックのクリップ(ビデオまたは写真)にビデオフィ ルターを適用するには

	お気に入りとしてフィルターをマークする
	フィルターをお気に入りとしてマークするには
	お気に入りのフィルターを検索して適用するには

	複数のフィルターの適用
	オーディオフィルターの適用
	クリップのキーフレームを設定するには


	オーバーレイクリップ
	オーバーレイトラックへのクリップの追加
	オーバーレイトラックにクリップを追加するには

	オーバーレイクリップの調整
	ビデオとオーバーレイトラックのクリップを分割するには
	オーバーレイクリップのサイズを変更するには
	オーバーレイクリップのサイズを変更するには
	オーバーレイの配置やサイズを指定するには
	オーバーレイクリップを変形するには

	オーバーレイクリップを結合して超高画質 (4K) ビデ オを作成
	オーバーレイクリップを使用して HD ファイルを結合する には

	オーバーレイクリップへのモーションの適用
	オーバーレイクリップにモーションを適用するには

	オーバーレイクリップの全体の透明度の調整
	オーバーレイクリップへ透明度を適用するには

	オーバーレイクリップへの境界線の追加
	オーバーレイクリップへ境界線を追加するには

	オーバーレイクリップと背景のブレンド
	キー設定を使ってオーバーレイクリップと背景をブレンド するには

	マスクフレームの追加
	マスクフレームを追加するには

	オーバーレイクリップでのビデオマスクの使用
	オーバーレイクリップへビデオマスクを適用するには


	モーショントラッキング
	ビデオオブジェクトのモーショントラッキング
	モーショントラッキングのインターフェースの基本
	[モーション トラッキング] ダイアログボックスを開くには
	ビデオ オブジェクトのモーションを追跡するには

	モーションをトラッキングパスに一致させる
	[モーションの調整] ダイアログボックスを開くには
	モーションをトラッキングパスに一致させには
	オーバーレイクリップをトラッキングパスからリンク解除 するには

	モーションを生成する
	[モーションの生成] ダイアログボックスを開くには
	モーションを生成するには


	トラッキングパス
	トラッキングパスの調整
	トラッキングパスを調整するには
	トラッキングパスの長さを定義するには
	トラッキングパスの長さを延長するには
	トラッキングパスをリセットするには
	トラッカーを表示/非表示にするには
	トラッカーを追加するには
	トラッカーの名前を変更するには

	トラッキングパスにオブジェクトを使用する
	オブジェクトの追加するには
	追跡オブジェクトの部分をぼかすには

	パス ライブラリーを使用する
	[モーション トラッキング] ダイアログボックスでトラッキ ングパスを保存するには
	パスをパス ライブラリーに取り込むには
	パス ライブラリーからパスを出力するには
	パス ライブラリーを初期化するには


	オーディオ
	オーディオファイルの追加
	オーディオファイルをライブラリに追加するには
	ナレーションを追加するには
	音楽CDから取り込むには

	オーディオダッキングを使って音量を自動調整する
	オーディオダッキングを使うには

	ビデオクリップからオーディオトラックを分割します。
	ビデオクリップからオーディオトラックを分割するには

	オートミュージックの使用
	オートミュージックで音楽を追加するには

	音声レベルが平均化されたクリップのボリューム調整
	複数のオーディオ付きクリップに [音声レベルの平均化] を 適用するには

	クリップのボリュームコントロールの使用
	オーディオクリップのトリムと切り取り
	クリップを自動的にトリムするには
	オーディオクリップを分割するには

	オーディオ再生時間の伸縮
	オーディオクリップの再生時間を伸縮するには

	フェードイン/アウトを適用する
	オーディオクリップにフェード効果を適用するには

	サウンドミキサーを使用する
	プロジェクト内の異なるオーディオトラックをバランスよ くミックスするには

	ステレオチャネルの調整
	2ch ステレオモードを使用するには

	サラウンドサウンドミキサーの使用
	サラウンドサウンドのミキシング
	5.1 ch サラウンドサウンドモードを使用するには

	オーディオチャネルの複製
	オーディオフィルターの適用
	オーディオフィルターを適用するには


	ペインティング クリエーター
	ペインティング クリエーターの使用
	ペインティング クリエーターのインターフェースの基本
	ペインティング クリエーターのコントロールボタンとスラ イダー
	ペインティング クリエーターを起動するには
	アニメーションやイメージをライブラリに取り込むには

	ペインティング クリエーターモードへの切り替え
	ペインティング クリエーターモードを選択するには
	デフォルトのクリップ再生時間を変更するには

	静止画像とアニメーションの作成
	ペイントアニメーションを記録するには
	静止画をペイントするには
	ペイントアニメーションを再生するには
	アニメーションを静止画に変換するには
	ブラシ設定を指定するには
	参照イメージを使用するには


	ライブ画面キャプチャ
	スクリーン キャプチャ プロジェクトの開始
	ライブ画面キャプチャウィンドウを開くには
	画面の録画ツールバーの基本

	画面の記録
	ビデオを設定するには
	スクリーン キャプチャを記録するには


	おまかせモード
	おまかせモードでプロジェクトを作成する
	おまかせモードでプロジェクトを作成するには
	既存のおまかせモードプロジェクトを開くには

	テンプレートの選択（おまかせモード）
	テンプレートを選択するには

	メディアクリップの追加（おまかせモード）
	メディアクリップを追加するには

	タイトルの編集（おまかせモード）
	タイトルを編集するには

	ミュージックの追加（おまかせモード）
	BGM を追加するには
	オーディオクリップを調整するには
	オーディオファイルを削除するには
	オーディオの標準化を適用するには

	パン & ズーム効果の適用（おまかせモード）
	パン & ズーム効果を写真に適用するには

	ムービー再生時間の設定（おまかせモード）
	ムービー再生時間を設定するには

	コンピューター再生用のファイルを保存する（おまか せモード）
	コンピューター再生用のビデオファイルを作成するには

	Web へのアップロード（おまかせモード）
	ビデオを YouTube、Facebook、Flickr、または Vimeo に アップロードするには

	VideoStudio でムービーを編集する（おまかせモード）
	VideoStudio でムービーを編集するには


	おまかせモードテンプレートの作成
	おまかせモードテンプレートの用語
	おまかせモードテンプレートの作成規則
	規則

	おまかせモードテンプレートの作成
	テンプレートを作成するには


	ストップモーション アニメーション
	ストップモーション プロジェクトの作成
	ストップモーションウィンドウを開くには
	新規ストップモーション アニメーションプロジェクトを作 成するには
	既存のストップモーション アニメーションプロジェクトを 開くには
	ストップモーション アニメーションプロジェクトに画像を 取り込むには
	ストップモーション アニメーションプロジェクトを再生す るには
	ストップモーション アニメーションプロジェクトを保存す るには
	ストップモーションを終了するには

	Corel VideoStudio にストップモーション画像を取り 込む
	画像を取り込むには
	ストップモーション設定タブ
	Web カメラまたは DV/HDV カメラを使用して画像を取り込 むには
	DSLR を使用して画像を取り込むには

	DSLR の拡大モードの使用

	マルチカメラ編集
	マルチカメラエディタ ワークスペース
	ツールバー、再生、その他のコントロール

	マルチカメラ編集の基本手順
	マルチカメラ エディタへのビデオおよびオーディオク リップのインポート
	マルチカメラエディタへのビデオクリップをインポートす るには

	マルチカメラプロジェクトでビデオと音声クリップを 同期
	マルチカメラエディタでビデオおよびオーディオクリップ を同期するには

	マルチカメラ プロジェクト用のオーディオソースの 選択
	マルチカメラプロジェクト用のオーディオソースを選択す るには

	複数クリップを編集してマルチカメラ作品を作成
	マルチカメラ作品を作成するには
	マルチカメラのセグメント間にトランジションを追加する には
	マルチカメラエディタでクリップを分割するには

	マルチカメラエディタへのPIP（ピクチャインピク チャ）の追加
	マルチカメラプロジェクトにPIP効果を追加できます。

	マルチカメラソースファイルの管理
	ソースマネージャでクリップを追加、削除、管理するには

	マルチカメラプロジェクトの保存とエクスポート
	マルチカメラオブジェクトを保存するには

	マルチカメラエディタ付きのスマートプロキシを使用

	保存して共有する
	共有オプションの選択
	コンピューター再生用のファイルを保存する
	コンピューター再生用のビデオファイルを作成するには

	モバイル機器用ビデオファイルの保存
	携帯機器またはビデオカメラ用のビデオファイルを作成す るには

	HTML5 ビデオファイルの保存
	HTML5 ビデオフォルダーを作成するには
	HTML5 プロジェクトを Corel VideoStudio プロジェクト (VSP) として保存するには

	Web へのアップロード
	ビデオを YouTube、Facebook、Flickr、または Vimeo に アップロードするには

	3D ビデオファイルの作成
	3D ビデオファイルを作成するには

	プロジェクトの一部からビデオファイルを作成する (トリム)
	トリム範囲からビデオファイルを作成するには

	サウンド ファイルを作成する
	オーディオファイルを作成するには

	共有ワークスペースで、カスタムプロファイルを使用 する
	共有ワークスペースでカスタムプロファイルを作成するに は
	共有ワークスペースでカスタムプロファイルを編集するには
	共有ワークスペースでカスタムプロファイルを削除するには


	ディスク書き込み
	プロジェクトをディスクに保存する
	プロジェクトをディスクに出力するには
	ディスク出力プロジェクトを保存するには

	ファイルの整理
	ビデオを追加するには
	VideoStudio Pro プロジェクトを追加するには

	チャプターの追加と編集
	ビデオクリップにリンクされたチャプターを作成または編 集するには
	ディスクメニューの作成
	メニューテンプレートを適用するには
	レイアウト設定を他のメニューページに適用するには
	BGM をメニューに追加するには
	背景画/ビデオをメニューに加えるには
	モーションメニューを加えるには

	メニューテンプレートの編集
	メニューのテキストスタイルを編集するには
	メニューオブジェクトをサイズ変更、回転、変形するには
	単一のメニューオブジェクトを揃えるには
	複数のメニューオブジェクトを揃えるには
	メニューオブジェクトの Z オーダーを配置するには
	形状メニューオブジェクトの属性をコピーし、貼りつける には
	メニューフィルターやトランジション効果を加えるには

	高度なメニューの作成
	タイトルメニューを追加するには
	チャプターメニューを追加するには
	メニューサムネイル番号を表示するには
	メニューテンプレートを作成するには

	書き込む前のムービーとメニューのプレビュー
	プロジェクトをディスクに書き込む
	ムービーをディスクに書き込むには

	ディスクイメージファイルのコピー
	ディスクイメージファイルをコピーするには

	ディスクラベルの作成
	ディスクラベル作成ダイアログボックスを開くには


	用語解説
	ショートカット
	メニューコマンドのショートカット
	ワークスペース ショートカット
	ナビゲーションエリアのショートカット
	タイムラインのショートカット
	ビデオの複数カットのショートカット
	レイアウトの設定のショートカット
	画面キャプチャのショートカット
	その他のショートカット

	クイック DVD ウィザード
	シーンのスキャン
	シーンをスキャンするには
	テープ全体を書き込むには
	シーン検出機能を使用するには

	テンプレートの適用と DVD への書き込み
	スタイルテンプレートを適用して DVD へ書き込むには



